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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　プロローグ




　この世に生を受けた者は皆みな、生まれながらにしてモンスターの紋もん章しようを宿す。その紋章に適応するモンスターとのみ契けい約やくができ、モンスターを使し役えきすることができる。

　契約したパートナーと共に腕うでを磨みがき、助けを求める者にその手を差し伸のべ、時に大いなる敵を打ち砕くだく者。

　それが魔獣錬磨師モンスタートレーナーである。

　そんな魔獣錬磨師モンスタートレーナー達の卵が通う学園《ベギオム》には、様々な依い頼らいが舞まい込んでくる。その依頼は、作物を荒あらすモンスターの駆く除じよから、様々な生活用品の材料となる素材の採取など幅はば広く、上級生ともなれば手て練だれの魔獣錬磨師モンスタートレーナーと共に悪あく賊ぞくの討とう伐ばつに出向く事もある。

「んじゃ。今日の分、入れときますね～」

　そういった依頼書のほとんどは、まとめて毎日学園のポストに投とう函かんされることとなっていた。お腹の袋ふくろ、普ふ段だんは食料などを詰つめ込むその袋にたくさんの郵便物を詰め込んだ《ワイズカンガルー》と契約した郵便配達員が、守衛に声を掛かけながら依頼書の束を学園のポストに放ほうり込む。

「あっと、そうだ。すみませ～ん、今日は書留が一通あるんで、サインお願いしま～す」

「書留？」

　だが、今日はそんな依頼の中に、一通だけ異質な依頼が混じっていた。ワイズカンガルーが、多くの郵便物が入った大袋とは別、本来は子供を入れるために使われる隠かくし袋から、見るからに上質な紙を使用している一通の封ふう書しよを取り出す。

　その封書が世界の命運を左右することになるなど、サインを貰もらう郵便局員も、その傍かたわらで毛け繕づくろいを始めたワイズカンガルーも、今はまだ知る由よしもなかった。
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「王国討伐部隊からの緊きん急きゆう聴ちよう取しゆの通知、ですか？」

「はい。こちらが令状になります」

　差し出された手紙に、魔獣錬磨師モンスタートレーナー育成学園《ベギオム》の現生徒会長、アリエル・Ｆ・ミレーネブルクはスッとその双そう眸ぼうを細めた。神こう々ごうしき金色の瞳ひとみに映る封書は、すでに封を切られている。差出人の名は『エルグ王国特務第一級討伐隊』。宛あて名ながアリエルになっているとはいえ、国からの封書となれば学園長あたりが先に中身を確かく認にんしたのだろう。

　ベギオムを運営し、優ゆう秀しゆうな魔獣錬磨師モンスタートレーナーを多く育成することで他国にも影えい響きよう力りよくの強い大国、エルグ王国。王国からの依頼そのものは珍めずらしいものではないが、そのほとんどは月に一度纏まとめて学園の事務局に依頼される。封書での個人依頼など異例のことだ。

　アリエルは静かに瞳と同じ金色の髪かみを揺ゆらすと、封書を持って来てくれた女子生徒へ視線を向けた。水すい墨ぼくを垂らしたかのような黒髪を後頭部で結ゆわえた彼女の名はサラ・カミサカ。文武に優すぐれ、アリエルが最も信しん頼らいを置くドラゴントレーナーの顔には、普段彼女があまり見せない緊張が浮うかんでいた。

　張り詰めたサラの気持ちを和やわらげるように、アリエルはふっと微び笑しようを浮かべながら封書を手に取り、中の文書を掌てのひらに落とす。学園で使われる紙とは一線を画す羊よう皮ひ紙しには、エルグ王国の刻印と共に王城への召しよう集しゆう令状がしたためられていた。

　召集理由は『情報提供』と『討伐依頼』の二言で具体的な内容は記しるされていない。その秘ひ匿とく性せいの高い文面だけで、これがただの討伐依頼でないことはすぐに見当が付く。

　王国に召集されるほどの案件。

　一つだけ、アリエルには心当たりがあった。

　微かすかに眉まゆ頭がしらを寄せたアリエルが、その黄金の双眸をサラへと傾かたむける。

「サラ。すぐに出るわよ。準備してちょうだい」

「はいっ！　分かりました！」

　背筋を伸ばし迷いなく即そく答とうしたサラが、王城へ向かう準備のため生徒会室を後にする。

　その姿を見送ったアリエルは、執しつ務む机の鍵かぎの掛けられた引き出しを開け、二カ月ほど前にある生徒から渡わたされた資料に今一度目を通し始めた。

『楽園エデン』

　半月前の学園祭で、最愛の妹、エルニアの心と体を弄もてあそんだその組織の名を見るたびに、資料をめくる指先に力が籠こもる。胸を焼く憤ふん怒ぬは抑おさえきれるものではなかった。神をも従わせるアリエルから、無言のプレッシャーが部屋の中へと迸ほとばしる。そのあまりの圧力に部屋の調度品が震ふるえ始めた。ガタガタと生徒会室が荒あらぶる神を前にしたかのように震しん撼かんする。

　その激げき昂こうの嵐あらしは、ドアの向こうに近づいてきた気配を察知して唐とう突とつに霧む散さんした。

「アリエル生徒会長。馬車の手配が整いました」

「ありがとう。では、行きましょうか」

　いつもの柔やわらかな微笑を浮かべながら、アリエルが颯さつ爽そうと生徒会室を後にする。

　その笑えみの下に、底知れぬ激情を隠しながら。
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　学園から馬車を借りて、道中揺られること一時間。

　滞とどこおりなく進んでいた馬車は、王城の門に到とう着ちやくするやいなや唐突にその足を止めた。

「お出で迎むかえのようですね」

　馬車の窓から空を見上げ、アリエルが圧あつ倒とう的な威い圧あつ感に物もの怖おじすることなく静かに呟つぶやく。

　空を覆おおうような鬣たてがみを揺らし、ドラゴンと並べてもそん色のない巨きよ軀くを誇ほこる暁あかつきと黄昏たそがれの獅し子しがふたりの前に立ち塞ふさがった。

　常に番つがいで行動する祭さい壇だんの獅子《アルターレオーネ》。

　エルグ王国の国紋にも刻まれている一いつ対ついの獅子が、アリエルたちの乗る馬車を睨にらみつける。その迫はく力りよくに、御ぎよ者しやのおじさんが小さな悲鳴を上げ、助けを求めるように客車の方を振ふり返った。

　サラが小さく頷うなずいて客車を降り、アルターレオーネに向けて召集令状を掲かかげ宣言する。

「我々は正式に王国の依頼を受けた者だ。ここをお通し願いたい」

　辺り一帯に響ひびく琴ことを弾はじいたような堂々とした声に、荒い息を吐はいた暁の獅子がその首を擡もたげて、巨大な鼻先をサラの持つ召集令状へと近づける。

　その時、客車の窓から黒い影かげが飛び出し、サラの腕へと巻きついた。

「キュ……キュゥゥウゥッ！ー!!」

　主を守らんと飛びだした幼き黒こく竜りゆう、サラのパートナーであるツキヨミが懸けん命めいに目の前の獅子を威い嚇かくする。どうやら、目の前の獅子にご主人様が食べられると思ったらしい。

　竜の威厳には程ほど遠とおいつぶらな瞳を濡ぬらしながら威嚇を続けるツキヨミに、サラが愛いとおしそうに双眸を細める。

　一方、暁の獅子はフンと大きく鼻を鳴らすと、何を思ったのか、その牙きばの生え揃そろった口を大きく開き始めた。人間一人、いや馬車ごと丸のみに出来そうなその真っ赤な口こう腔こうに、ツキヨミが尻尾しつぽの先をピンと張り詰める。そんなツキヨミの後ろでは、何かがドサッと地面に落ちる音が響いた。御者のおじさんが気絶して御者台から落ちたのだ。パートナーである馬車を引いていた《六足馬セーイプニル》が、オロオロと主を鼻先で突つつき始める。

　その様子に気を取られていたサラのすぐ傍そばで、

「私たちは急いでいるの。そこを退どいてくれるかしら、大きな猫ねこさん」

　いつの間にか客車から降りたアリエルが、真っ赤な口腔を広げる獅子に向かって有う無むを言わせぬ微笑を振りまいた。

　虚きよを突つかれた暁の獅子が口を閉じ、朝日色の双眸でアリエルを睨み付ける。次の瞬間、獅子の口こう端たんが好戦的に吊つり上がった。まるで極ごく上じようの遊び相手を与あたえられたかのように獅子の双眸が楽しげに細り、その全身から闘とう争そう心しんが迸る。獅子が放つ闘志に六足馬セーイプニルが悲鳴のような嘶いななきを上げ、サラとツキヨミが戦せん慄りつする。

「ふぅ……。聞き分けのない猫さんですね」

　ただ、その中でアリエルだけはいつもと変わらない微笑を浮かべて、その手を天へと突き上げた。今は少しでも時間が惜おしい。それに、今回は正式に召集をしておきながら門を譲ゆずらない王国側に非がある。多少の無茶は許してくれるだろう。

　アリエルがその双眸を微かすかに細め、己おのがパートナーである神を召しよう喚かんしようとした、まさにその時……

　ドガゴンンンッと、まるで大たい砲ほうでも撃うちこまれたかのような轟ごう音おんが辺りに轟とどろいた。

「な……」

　暁の獅子が放つ闘争心にも揺るがなかったアリエルが、目の前の光景に思わず啞あ然ぜんとする。地響きを起こした音の正体は、黄昏の獅子が暁の獅子を蹴けり飛ばした音だった。

　恐おそる恐る首を捻ひねった暁の獅子が、凄すさまじい形相で自分を睨みつけている黄昏の獅子にビクッと大きく震えて鬣を逆立てる。

「グゥルルルルル！」

「グゥ、グゥゥア……」

「グァヮウッ！」

「ァウッ！！！」

　黄昏の獅子に[image: しか]しかりつけられた暁の獅子が、そのあまりの激昂に尻尾をピンと伸ばしながら縮み上がる。暁の獅子は慌あわてて顔をアリエルたちの方へ向けると、その前足をクイクイッと動かして、「早く入れ」とばかりに二人を促うながした。獅子はさらに気絶したおじさんを咥くわえると、門の隣となりにある屯とん所しよへ丁てい寧ねいに移動させる。中年の衛兵が苦笑しながら出てきたので、とりあえず彼に任せておけば良いだろう。

「行きましょうか」

「そ、そうですね」

　苦笑を零こぼしたアリエルが、サラを促しつつ城の中へと足を進める。すると、まるで二人がすぐに出向くのを知っていたかのように一人のメイドが待っていた。

「お話は伺うかがっております。こちらへどうぞ」

　メイドに案内され、アリエルとサラが応接間へ通される。

「いやいや、わざわざ御ご足そく労ろうありがとう」

　すると、程なくして、軍服に身を包んだ壮そう年ねんの男が現れた。

「──にしても、一言連れん絡らくをくれれば迎えを行かせたのに。門番にイタズラされなかったかい？」

「あ、いえ。まぁ……」

「はは、やっぱり。でもまぁ、アレでいざとなれば頼りになる奴やつらでね、どうか大目に見てやってくれ」

　現れるなり往年の友人にでもあったかのような態度で話しかけてきた男に、ソファーから立ち上がり身構えていたアリエルが毒気を抜ぬかれたかのように鼻白む。軍服を隙すきなく着こみながらも、その顔はどこか子供のようにあどけなかった。国印を使った令状を出すところからかなりの功労者なのだろうが、不思議と年や威圧感というものを感じさせない。

　意表を突かれて返答を迷うアリエルたちに、彼は苦笑を浮かべながら肩かたを竦すくめると、ソファーに座るように二人を促した。

「時間を取らせるのもレディーに失礼だし、さっさと本題に入ろうか。ああ、申し遅おくれたけど僕は王国特務討とう伐ばつ隊の副隊長、ハルブール・レイドゥーク。かしこまらずに、ハルって読んでくれると嬉うれしいな」

　よく言えば気さくに、悪く言えば馴なれ馴れしい口調で話しかけるハルに、アリエルとサラが揃って口を噤つぐむ。

「さて、と。──それじゃ、教えてくれるかな。ベギオムの学園祭に現れた襲しゆう撃げき者しや、楽園エデンと名乗る組織について、を。君たちが知りうる限りのことを、全すべて」

　だが、二人の戸と惑まどいは突とつ如じよとして真しん剣けんな眼まな差ざしを浮かべたハルの双眸に一瞬にして吹ふき飛ばされた。

　まさに射い貫ぬくという言葉がぴったりだった。

　一いつ切さいの虚きよ偽ぎを許さず、隠し事をしても無む駄だということが言われずとも理解させられる。表情そのものはにこやかなのだが、放つ威圧感が百戦錬れん磨まの軍人のそれへと変へん貌ぼうしたのだ。

　白手て袋ぶくろをしている彼の掌てのひらにどんな紋もん章しようが刻まれているか、アリエルには分からない。いや、こと単純な戦闘ならば、アリエルの方が上かもしれない。だが、生き抜いた修しゆ羅ら場ばの数か、人間としての厚みは確実にハルが凌りよう駕がしているだろう。

　だが、そんな彼に驚おどろきはしたものの、アリエルは気き後おくれすることはなかった。妹のエルニアを弄ばれた怒いかりは、時と共に薄うすれるどころか更さらに膨ふくれ上がっている。

　微かな吐と息いきを吐つき、アリエルは微び笑しようを浮かべた。

　ハルが「ほぉぅ」と小さく感心の声を漏もらし、口元を僅わずかに綻ほころばせながら微かにその身をアリエルへと傾ける。

「んじゃ、お願いします」

　神すら従えるアリエルの器量に感心しつつ、ハルが説明を促す。

　アリエルは小さく首しゆ肯こうすると、サラやエルニア、そしてエルニアの友人たちから聞いた学園祭での一件を事細かくハルに説明した。

　その説明に、彼は黙だまって耳を傾け続ける。

　要領よく、且かつ分かりやすいアリエルの説明は三十分ほどで終しゆう了りようした。

「なるほど。君の妹君が、ねぇ……」

　両手の指を組みながら、ハルが話を吟ぎん味みするようにソファーへ深く身体からだを預ける。

　そんな彼に、アリエルは微笑を浮かべたまま、今度は私たちの番とばかりに問いかけた。

「ハルブールさん。エデンとは何者なんですか？　彼らの目的は一体？」

「ハル。の方が嬉しいな。それと、その質問は国家機密。教えるわけにはいかないねぇ」

　真剣な眼差しで尋たずねるアリエルに、ハルが軽くウインクをしながら口元に笑みを浮かべて応こたえる。

　その横おう柄へいな態度に、サラが顔を険しくして声を荒らげようとした、その時。

「部外者、にはね」

　一瞬早くハルの静かだが重みのある声が部屋に響き、サラの唇くちびるを閉じさせた。

　浮きかけた腰を下ろすサラを面おも白しろそうに眺ながめながら、ハルが胸ポケットから一通の封ふう筒とうをアリエルの方へと滑すべらせた。

「単刀直入に言おう。近々、この楽園エデンに対し数国が合同で奇き襲しゆうを仕し掛かける。もちろん、我がエルグ王国も、だ。だが、少しばかり事情が込こみ入っていてね。なるべく、我が軍の優ゆう秀しゆうな兵力を増やしたい。そこで、ベギオムの力をお借りしたいんだ。これは、正式な依い頼らい文書と参加者の名めい簿ぼね」

「まだ学生の我々を、ですか？」

「学生とはいえ、その実力は侮あなどれないだろう。特に学年上じよう位い陣じんは、王国正規軍と比べてもそん色はない。ヘタをすれば、将校クラスの実力がある。学園ランキング戦、見させてもらったよ。一年生ですらあれだけの力があるのには、正直驚いているくらいだ」

　アリエルが僅かにその双そう眸ぼうを細める。ハルは噓うそを言っていない、ように思える。だが、全て本当のことを話しているのかと言われれば、その真意は推おし量れない。いや、ここで全ての真実をさらけ出すような人物は、まず国軍を担になえないだろう。

　とは言え、その申し出は二つ返事で応えられるものではなかった。

「私、一人ではいけませんか？」

「生徒会長！」

　今度こそ、サラが声を荒らげる。そんな彼女を押し留とどめるように、アリエルは微笑を浮うかべながら首を横に振り、改めてハルへと視線を定めた。

「聞くからに、今回の御依頼の危険度は高そうです。私の一存で、我が校の学生たちを危険な目に晒さらすわけにはいきません。ですが、私個人ではその限りではありません。これでも、一いつ騎き当千の力はあると自負しております」

「そ、それならば私もご一いつ緒しよします！」

　確固たる意志を示すアリエルに、サラが胸に手を当てながら慌てて名乗り出る。

　ハルは思案するように腕うでを組むと、小さく首を横に振った。

「二人の加勢はありがたいし、もちろん二人の名前も名簿に書いてある。けれど、さっき言ったよね。出来るだけ多くの戦力が欲ほしいって。多すぎて困ることはない。それに、もちろん学生の意思は尊重する。危険な依頼だからね。あと、実は内密にだが、学園長にはすでに話を通してある」

「学園長は、なんと？」

「『学生の意思を尊重する。ただし、無理やり連れて行くことだけは許さん』って、凄すごく恐こわい顔で言われたよ」

　今まで余よ裕ゆうを保っていたハルの顔に、一筋の冷ひや汗あせが走る。同時に、アリエルはこれ以上の交こう渉しようを断念した。学園長まで話が通っているのならば、これ以上の議論は無意味だ。

　そしてなにより、あの組織の討伐のチャンスがあるならば逃のがす手はなかった。

「わかりました。学生たちには私の方から声を掛けて回ります」

「それはよかった。じゃ、頼たのむよ。ああ、そうそう。基本的には意思を尊重するけど、名簿に印が付いている学生は出来る限り参加してほしい。何度も言うけど、優秀な戦力が必要でね。──声をかけないってことだけは、絶対にないように」

　不敵な笑えみを浮かべながらいやに念を押してくるハルに、アリエルが不ふ穏おんな物を感じながら目の前の封書の封を切り中の名簿を確認する。

　そして、アリエルはすぐにハルの言葉の意味を理解した。

「なるほど、そういうことですか。ハルブールさん」

「ハルだってば。声を掛けないってのは、なし。いいね」

　ハルがにこやかな笑みを浮かべながら釘くぎをさす。クシャッと音を立ててアリエルの指が名簿を歪ゆがませる。

　エルニア・Ｆ・ミレーネブルク

　渡された名簿に刻まれた妹の名の隣には、ハル曰いわく、出来る限りの参加を希望するという不吉な赤い点が記しるされていた。







　　　第一章




　夏休みが一週間後に迫せまり、期末テストを乗り越こえた魔獣錬磨師モンスタートレーナー育成学園《ベギオム》の生徒たちの顔は、解放感と期待で満ちていた。

　学園三大行事のひとつ、学園祭が楽しみであったことは疑う余地もない。だが、夏休みとどちらが楽しみかと聞かれれば、やはり一時的にでも勉強から解放される夏休みを選ぶことは、半ば学生たちの宿命でもあるだろう。授業はほとんどが休講。国外からの生徒も多いため、午後の授業は一切なくなり帰省の準備に当てられる。大型のモンスターと契けい約やくしている生徒は、移動手段が限られるので準備にどれだけ時間があっても足りないのだ。

　家族に連絡を取る者、友人と休きゆう暇かの予定を立てる者、学生たちの様子は様々。

　太陽は天高く、燦さん々さんとその熱を浮かれる生徒たちへと送り続ける。歩くだけで汗が浮き出し、喉のどが渇かわく。こんな時期にトレーニング場を訪おとずれるものなど、学園史を遡さかのぼっても数えるほどしかいないだろう。

　その、ある意味では希少な学生の一人、その掌てのひらにスライムの紋章を刻んだレイン・エルハルトは木こ陰かげで胡坐あぐらをかきながら大きな溜ため息いきを零していた。

「なん、だかなぁ～」

「ぴぎ？」

　溜息に続いた迷うような言葉に、レインの膝ひざの上でアリカお手製の栄養・味・吸収率のどれをとっても逸いつ品ぴんといえるゼリーを頰ほお張ばるモンスターが、不思議そうに身を捩よじる。

　威い圧あつ感の欠片かけらもない愛あい嬌きよう満まん載さいの双眸。アリカ特製のゼリーにも引けを取らない瑞みず々みずしい身体。全世界で最多の固有数を誇ほこると同時に、最弱のモンスター。

　スライム

　ペムペムと名付けられたこの最弱のモンスターは、残りのゼリーを平らげると、小首を傾かしげながら主あるじの膝の上でポーンと身体を弾はずませた。

「ぴぎ、ぴぎぴぎ。ぴぎぎ？」

「ん？　はは、お前は気にしなくていいんだよ。休きゆう憩けいなんだから、休んでろ」

　ポンポンと飛び跳はねるペムペムを抱だきかかえ、レインが苦笑を零こぼす。そして、膝の上に降ろした相棒の頭を撫なでながら、今日こなしたトレーニングの内容を思い出した。

　走り込み、体当たり五〇〇本、丸太回かい避ひ、丸太受け、丸太弾きを各五〇本三セット。命中率を上げる動く的への体当たり二〇〇本に、五分間の無休息の連続体当たりｅｔｃ……

　とりあえず、日課としているトレーニングは全すべて終了した。

　厳しいトレーニングに耐たえ、ペムペムは確実に力を付けている。体当たりの威力の持続回数も伸のびているし、初動の速度は春先よりもだいぶ上がってきていた。技わざから技への繫つなぎも以前よりずっと滑なめらかだ。

　ペムペムの成長を、レインはけっして疑わない。

　疑うことはないが、同時にレインは「これでいいのか」という焦しよう燥そう感かんを抱かかえていた。

　レインが静かに瞼まぶたを閉じる。瞼の裏の暗くら闇やみに、目に焼き付けた光景が蘇よみがえる。学園祭の時に出くわした謎なぞの襲しゆう撃げき者しや。その襲撃者たちとファルドやミストリア、サラやアリエルたちが繰くり広げた激げき闘とうが、鮮せん烈れつにレインの脳のう裏りを駆かけ巡めぐる。拳こぶしを打ち合うだけで大地を震しん撼かんさせるほどの衝しよう撃げきを放ち、凶きよう悪あくな怪かい蟲ちゆうをこともなく切り捨て、敵のみを殲せん滅めつするオーロラの如ごとき光の奔ほん流りゆうを放てば、その殲滅意志を慈じ愛あいに満ちた七色の護球が相そう殺さいする。

　そのどれもが、ペムペムを一〇〇回蒸発させてお釣つりがくるエネルギーを内包していた。

　今、レインとペムペムは彼かの魔獣錬磨師モンスタートレーナーとモンスターを相手に渡わたり合えるだろうか？

　レインとペムペムの戦術は、敵が強ければ強いほど効果的になる。遥はるか格上に敢あえて持久戦を挑いどむという常識外の策。最弱が最強と渡り合うために編み出した伝家の宝刀。その刃やいばは、二カ月ほど前に数百年を生きた最強種、風のドラゴンをも退けた。

　だが、この作戦には弱点が幾いくつも存在する。そのもっとも大きな弱点が、初撃から圧あつ倒とう的な破は壊かい力を放つ相手に対して、為なす術すべもないというところだろう。

　ある程度の攻こう撃げきならば、スライム特有の危機察知能力を駆く使しして避よけられる。しかし、その危機察知能力を上回る相手に対して、レインとペムペムは酷ひどく無力だった。圧倒的にスタートラインが違ちがう彼らを倒たおすためには、今の強さとは別の角度からの刃がいる。

　その刃こそ、レインを悩ませる原因だった。

「ああぁ～！　くっそ!!」

　まさに暗中模も索さく。刃の片へん鱗りんすら見えない状況にレインが思わず悪態を吐つき、頭を搔かき乱しながらゴロリと地面に倒れ込む。頭上を覆おおう若葉の隙すき間まから降り注ぐ夏の木こ漏もれ日に目を細めながら、持ち上げた腕の庇ひさしの向こうに望む空を睨にらみつける。

　敗北の度たびに見上げた空。込み上げる強さへの渇望にレインの口元が僅わずかに歪む。

　そんなレインの耳を、若葉を揺ゆらす風の音に混じって、芝しば生ふを踏ふみしめながら近寄ってくる足音がそっと撫ぜた。

「どうした、今日は随ずい分ぶんと情けない顔をしているな。レイン・エルハルト」

　一人の少女が逆さまにレインを見降ろし、瑞々しい若葉が色いろ褪あせて見えるほど鮮烈な朱あか髪がみが視界を彩いろどった。

「なんだ、お前か？」

「恋こい人びとに向かって、なんだとはなんだ！」

「だから、その恋人って冗じよう談だんやめろって……」

　声を荒あらげる少女に、レインが思わず嘆たん息そくを吐く。その反応に、学年三位に名を刻むドラゴントレーナー、エルニア・Ｆ・ミレーネブルクはどこか悔くやしげに顔を歪めた。

　不ふ機き嫌げんそうな表情すら凜りんとして見える整った顔立ち、夏の日差しにも負けない意志の強い朱しゆ色の双眸。生まれ持った美しさに加え健康的に鍛きたえられた足はスラリと長く、無ぶ遠えん慮りよな口調の中にもどこか嫌いやみがないのは、彼女の裏表のない人ひと柄がらゆえだろう。

　なにやら怒いかりと悔しさを織り交ぜた表情を浮かべたエルニアが、突とつ然ぜんその首をぐんっと振ふるう。何事かと眉まゆを顰ひそめるレインの視界の中で、彼女のトレードマークである長い三つ編みが大きく踊おどり、撓しなる鞭むちの如く加速した先せん端たんが頰に突撃してきた。

　ぺちん、とどこかほのぼのとした音がトレーニング場に響ひびく。

「なんだよ？」

「制裁だ！」

「意味分かんねぇっての！」

　理由なき不条理な制裁に、レインが頰をヒクつかせながら上半身を起こし、座り直す。

　そんなレインの頭に、まるで大地を揺らすかのような重厚な笑い声が響いてきた。

（クックック。スライムトレーナーよ。主の尾の一撃はいかがなものだ？）

「トテモ素す晴ばラシイ一撃デシタ」

　憮ぶ然ぜんと口を窄すぼめたレインが、エルニアに付き添そうドラゴン、馬の如きその身を緋ひ色いろの鱗うろこで覆い、背中に二対ついの炎ほのおの如き翼つばさを宿す《ホースドラゴン》のキールを睨みつける。

　知能の高いドラゴン種の中には、こうして念話で人と会話できるものが少なくない。だが、会話できることが全すべて良い方向に働くかと言えばまた別の話だ。レインはキールのことが嫌きらいではないが、こうやって茶々を入れてくるのは正直遠えん慮りよしてほしい。

　面おも白しろくなさそうに頰ほお杖づえを付くレインに、キールがその口こう端たんを吊つり上げながら面白そうに首を揺らす。そんな人間臭くさいドラゴンに、レインが皮肉の一つも零そうとした、その時。

「隣となり、座るぞ。レイン・エルハルト」

　急に声の勢いを失なくしたエルニアが、すとんとレインの隣に腰こしを降ろしてきた。

　顔を合わせるわけでもなく、膝を抱えながら静かにトレーニング場を見み詰つめるエルニアに、レインが拍ひよう子し抜ぬけと言わんばかりにキョトンと目を丸くする。いつもの彼女なら、適当にあしらうレインにもう一言、二言突つっかかってくるはずなのだが……

　いや、思い起こしてみればここ最近のエルニアはいつもこんな感じだった。毎日のようにふっ掛かけてきた決けつ闘とうも、ここ数日はなりを潜ひそめている。

　無言の二人に耐えきれなくなったように、熱気を孕はらんだ風が吹ふき抜け、お互たがいに目を合わせようとしない若き魔獣錬磨師モンスタートレーナーの髪かみを攫さらってゆく。

　先に息を吐はいたのはレインの方だった。

「どうした？」

「さぁな」

「ふーん。……んじゃ、いいや」

　肩かたを竦すくめながら、レインが興味を失くしたように会話を切る。その反応に、エルニアの眉がピクンと跳ね上がった。ぎゅっと閉じられた唇がむず痒がゆそうに形を変える。顔は前を向いたままなのだが、その瞳ひとみは何かを期待するようにジッとレインの横顔を捉とらえていた。

　膝を抱く腕うでに力を込こめながら忙せわしなく身体からだを揺するエルニアに、後ろに控ひかえていたキールが面白半分呆あきれ半分に嘆息を零す。レインの膝の上では、場の流れについていけないペムペムが「ぴぎ？　ぴぎ？」と、困り顔で主とエルニアの顔を見比べる。

　そんなペムペムの頭が、突然隣から伸びてきた手にムズッと有う無むも言わさず摑つかまれた。

「ぴぎぎぎ!?」

「借りるぞ、レイン・エルハルト」

「借りてから言うなよ」

　強引にペムペムを奪うばい取られたレインが、やれやれと溜ため息いきを零しながら肩を落とす。

　しかし、それ以外の反応を示さないレインに、ぎゅ～～っとペムペムを腕の中で抱きしめたエルニアは、遂ついに堪たまりかねたとばかりにその唇くちびるを大きく開いた。

「き、気になるなら答えてやらんこともないぞっ！」

「何でキレ気味なんだよ！　何で命令口調なんだよ！　何でさっき答えないんだよ!!」

　頰をヒクつかせて膝を叩たたくレインに、頰を紅潮させたエルニアが気持ちのやり場を求めてペムペムを抱きしめる腕に力を込める。その力があまりに強く、ひょうたん型に形が歪ゆがんできたペムペムが「ぎゅぴぃいいい！」っと苦しそうな悲鳴を張り上げた。

「おい、コラ。人の相棒をイジメるな！」

「イジメてなどいない！　ペムペムの抱き心ごこ地ちが素晴らしいのが悪いのだ！」

「どんな言い訳だよ。あーもう、メンドクセぇ！　──んで、何に落ち込んでんだよ？」

　憮然としながら、レインが再びエルニアに尋たずねる。

　エルニアは一いつ瞬しゆん葛かつ藤とうを見せたものの、大声を出して逆に気分が落ち着いたのか、盛せい大だいな溜息を一つ零すと、大きく口を広げてハッキリと言い切った。

「私は、弱い！」

　その言葉の意味を、レインは一瞬理解できなかった。

「……はぁ？　お前、何言ってんだ？」

　耳を疑うように、レインが啞あ然ぜんとしながら聞き返す。モンスター界の王者ドラゴンを従え、自分の強さに絶対の自信を持つエルニア。その口から、もっともありえない言葉が零れたのだ。幻げん聴ちようと言われた方がまだ納なつ得とくできる。

　だが、衝撃に目を白黒させるレインとは対照的に、エルニアがレインに向ける眼まな差ざしはどこまでも真しん剣けんそのものだった。

　その真しん摯しな瞳に、レインが居住まいを正して小さく頷うなずき、黙もくしたまま先を促うながす。

　エルニアはペムペムを膝の上に乗せると、情けない自分に怒りをぶつけるかの如く唇を嚙かみ、空になった手で制服の胸むな元もとを握にぎりしめた。

「学園祭の件、憶おぼえているな」

「あ……。ああ」

　レインが静かに頷く。半月ほど前に行われたベギオムの学園祭で、レインやエルニアは楽園エデンと名乗る謎の一行の襲撃を受けた。レインは敵に捕とらえられ、エルニアに至ってはモンスターによる洗脳を受けて敵の傀かい儡らいに落ちている。二人が無事にこうして平和に肩を並べているのは、ひとえにギリギリのタイミングで援えん軍ぐんが助けてくれたから。もし、彼らがいなかったら、レインはともかくエルニアは確実に敵の手に落ちたままだっただろう。

　その時のことを思い出してか、キールが憤ふん怒ぬを堪こらえるように僅かに身じろぎし、緋色の鱗を辺りに散らす。一方、エルニアは制服をクシャクシャにした手を放すと、しばしその手に刻まれたドラゴンの紋もん章しように視線を落とし、そしてあらん限りの力で握りしめた。

「私は、弱い！」

　今一度力強く自分の弱さを受け止め、エルニアがその双そう眸ぼうでレインを射い貫ぬく。

「教えてくれ、レイン・エルハルト。私は、どうしたら強くなれるのだ!?」

　エルニアが、プライドを投げうち、縋すがるようにレインへと身を乗り出す。

　奇くしくも同じ命題で悩なやむレインは、苦い表情を浮うかべるしかなかった。

「それを、スライムトレーナーの俺に聞くのかよ？」

「スライムトレーナーのお前だから聞くのだ！」

　即そく答とうするエルニアに、レインが思わず鼻白む。

「な!?　い、意味分かんねーよ。つーか、お前、サラ先せん輩ぱいから修しゆ行ぎようをつけてもらってんだろ。師し匠しように聞けよ、師匠に！」

「サラ先輩が教えてくれるのは未熟な力の修錬だ。弱さそのものの克こく服ふくではない。それでは、ダメなのだ。私が知りたいのは、根本的な力の底上げだ。そして、それを教えられるのは、弱さから這はい上がる姿をその身を以もつて示したお前以外に、私は知らない！」

　トレーニング場全体に響くような大声で、エルニアがレインに向けて懇こん願がんする。勢い余って身を乗り出したその顔は、もはやその吐と息いきが感じられるほどに迫せまっていた。

　強さへの飽あくなき執しゆう念ねん。ある種の強きよう烈れつな自じ己こ顕けん示じ欲よく。

　それは、出会った頃ころのエルニアにはなかったものだ。

　少し身を傾かたむければ触ふれるほどに迫ったその真剣な顔を、レインはしばし呆ぼう然ぜんと見詰め、そして困った表情を浮かべながら頭を搔いた。

「お前が俺を認めてくれるのは嬉うれしいけどよ。そんな大層なこと、教えてやれねぇよ」

「なぜだ！　お前なら私に道を──」

「今まさに、俺が悩んでんだよ。お前と、全くおんなじ事を。どうやったら、今よりもっと強くなれるかを、な」

「な、にぃ……？」

　エルニアが思わず戸と惑まどう。まさか、同じ悩みが返ってくるとは思わなかったのだろう。

　だが、戸惑いはすれど、その双眸は相変わらず強い意志を持ってレインを見み据すえていた。

「今よりももっとか？」

「そうだ」

「今のままじゃ、ダメなのか？」

「その言葉、そっくりそのままお前に返してやろうか？」

　現状に満足してないことを悩んでいたエルニアに、レインが少しからかいを混ぜて笑い返す。エルニアは顎あごに手を当てながら眉み間けんに皺しわを寄せると、彼女にしては非常に珍めずらしく押し黙だまった。まぁ、それも仕方ないことだろう。自分の悩みを解決してもらおうと思ってきてみれば、まったく同じ悩みを相談されたのだ。困らないわけがない。

「貴様が、今より強くなるには。か……」

　今にも頭から湯気を上げそうなほど考え込みながら小声で呟つぶやくエルニアに、レインが失敗したとばかりに苦い顔を浮かべ、その肩を叩たたく。

「悪い。エルニア、俺が悪かった。俺のことはイイから、自分のことを考えろよ」

「ん？　なぜだ？」

「なぜって……」

　心底不思議そうな表情を浮かべるエルニアに、むしろレインの方が驚おどろいた。

　そんなレインに、エルニアは心外だとばかりに目を細める。

「なぜ、そんなことを訊きくんだ？　レイン・エルハルト。自分が悩んでいる間は、他人の悩みを考えてはいけないのか？　そんなこと、誰だれが決めた？　私は貴様の力になりたい。それを貴様は悪いことだと言うのか？」

　真剣な眼差しで尋ねてくるエルニアに、レインが圧あつ倒とうされて言葉を無くす。しかも、何な故ぜか妙に気き恥はずかしい。

　結局、反論を見つけられなかったレインは、頰を搔かきながら口早に頷くしかなかった。

「んじゃ……頼たのむ」

「よし、まかせろ」

　満足そうに微笑ほほえんだエルニアが、再び頭を捻ひねる。

　そして、エルニアが次に零こぼした言葉は、暗くら闇やみに立つレインへの一筋の光明となった。

「──師を取ってみるというのは、どうだ？」

「師って、スライムトレーナーのか？」

「そうだ。いや、私も鬼おに軍ぐん曹そう……じゃない。サラ教官の下もとで修行をして学んだことが多かったのでな。確か、貴様はカルナ・マルナークスには一度会ったきりで、修行をつけてもらったことはないのだろう？」

　カルナ・マルナークス。それは、レインが目標とするスライムトレーナーの名だ。彼かの人の言葉があったから、レインはスライムトレーナーに誇ほこりと希望を持った。だが、確かにもらったのは志こころざしだけで、実際に何か技術を教えてもらったわけではない。

「貴様のそれは、あくまで我流だろう。ちゃんとした師の下で修行を積めば、貴様ももっと伸のびるのではないか？」

　エルニアの言うことは一理ある。学園はあくまで基礎的な魔獣錬磨師モンスタートレーナーの知識を教えてくれるが、各種族の戦い方に関しては先達に教えを請こうのが一番の近道だ。

　だが、一つ大きな問題があった。

「スライムトレーナーの師匠なんて、どこにいるんだよ」

「……だな」

　落ち込むわけではなく、あくまで現実をありのままに受け止めるレインに、エルニアが再び悩むように唇を尖とがらせる。

　全魔獣錬磨師モンスタートレーナーが一度は憧あこがれる神の紋章を持つゴッドトレーナーが希少ならば、その対極、ほぼ全魔獣錬磨師モンスタートレーナーが背を向けるスライムトレーナーの達人は、もはや奇き妙みような存在だろう。

　それほどまでに、この世界におけるスライムトレーナーの存在意義は低いのだ。

　そう、少し前まで、レイン以外のスライムトレーナーがベギオムに存在しないくらいに。

「「…………あ」」

　その存在は、同時にレインとエルニアの脳のう裏りを掠かすめた。

「俺。一人、知ってるぞ」

「私も、一人知っているな。だが、奴やつとお前では余りに戦せん闘とう法が違ちがいすぎるだろう。そもそも、奴の技わざはすでにお前は取り込んでいるのではないのか？」

「ああ、まぁ……。でもよ、例えばあいつの師匠なら！」

　レインの声に熱が帯びる。道を示してくれる人がどれほど重要か。それは、エルニアの上達ぶりを見ればよく分かる。暗闇に差す光の筋が、徐じよ々じよに希望という名の形を作る。

　夏休みは近い。

「ジナに、頼んでみっか。ペムペム！」

「ぴぎ！」

　掌てのひらに拳こぶしを打ちつけるレインに、こっそりとエルニアの腕うでから逃にげてきたペムペムがやる気に満ちた声を張り上げる。そうと決まれば善は急げだ。

「確か、ジナはアリカと一いつ緒しよに期末テストの赤点補習に出てたよな」

　今回は奇き跡せき的に全教科でギリギリ赤点を回かい避ひしたレインが、意気込みながらトレーニング場に向けていた足を校舎の方へと傾かたむける。

「な、コラ。ちょっと待て。私を置いていくな！　レイン・エルハルト！」

　立ち上がると同時に叫さけんだエルニアの声に全く気づかぬまま、レインはトレーニング場を駆かけ抜ぬけた。




　　　　＊




「私の師、匠？」

　腰こし元もとまで伸ばされた幻げん想そう的な銀色の髪かみ、栗くり色の瞳ひとみを半分隠かくす眠ねむたげに閉じられた瞼まぶた。その掌に上下が逆転した特別なスライムの紋章、《血けつ命めい紋もん》を宿すジナ・レームライトは、次に仕立てる洋服のイラスト帳と化した補習用のノートを閉じると、僅わずかに首を傾かしげながらレインが放った言葉を繰くり返した。

「ああ。いねぇのか？」

「ぴぎ、ぴぎぴぎ。ぴーぎ」

　向かいの席に腰掛かけたレインが、頭に乗せたペムペムと共に期待に眼を輝かがやかせる。

　ジナはゆっくりと数回瞬まばたきすると、細い顎を小さく引いて頷いた。

「い、る」

「ほんとか！　どこに、どこにいるんだ!?」

「私の故、郷。スライム、島」

「スライム島!?」

　ジナの言葉に、レインが思わず身を乗り出す。

　スライム島。これほど、名前が体を表すことも珍しいだろう。

「ジナ。頼む！　俺を、お前の村に連れてってくれ！」

　両掌をパンッと打ち鳴らし、レインがジナに懇願する。しかし、ジナが答えるよりも早く、それまで黙って隣となりに立っていたエルニアが唐とう突とつにその手を机に叩きつけた。

「ちょっと待て、レイン・エルハルト。貴様、まさかジナ・レームライトの故郷に出向くつもりじゃないだろうな！」

「え？　いや、そう言ったつもりだけど」

「ということは。つまり、その、あれだ。ジナ・レームライトの両親と挨あい拶さつを交かわすつもりではないだろうな!?」

「なんでそこでジナの親が出てく──」

「いいから、答えろっ！」

　凄すさまじい剣けん幕まくで顔を寄せてくるエルニアに、レインが目を丸くして鼻白む。

「いや、まぁ挨拶くらいは。ああ、あと。宿がなかったら泊めてもらえると嬉しー」

「だ、ダメだ！　ダメだダメだダメだダメだダメだ！」

　旅の宿のことを考えながら答えるレインの声を、エルニアの悲鳴が遮さえぎった。

「ど、どうしたんだよ？　エルニア？」

　突とつ然ぜん子供のような癇かん癪しやくを起こしたエルニアに、レインが呆然としながら尋たずねる。

　その質問を無視して、エルニアは何故か顔を真っ赤にしながら、両手を机に叩きつけた。

「そんなこと、私は許さないぞ！」

「許さないって、なんでだよ？　そもそも、師匠を探すのはお前の案だろ？」

　らしくない取り乱し方をするエルニアに、レインは驚きながら正論を突つき付ける。

　その一言は、思いの外に効果的だった。取り乱していたエルニアが唐突にその勢いをなくし、キュッと唇を引き結ぶ。だが、その眼まな差ざしは、何かを期待するような光を湛たたえながらジッとレインのことを見据えていた。煉れん瓦が色いろの双そう眸ぼうが、言葉よりも如によ実じつに「行くな！」とレインに語りかける。

　一体何故、エルニアはこれほどまでに頑かたくなに拒こばむのだろうか？

　その疑問をレインが舌に乗せようとした、その時。

「おや？　みんな集まって、何の話をしてるんだい？」

　隣の自習室に繫つながる扉とびらが開き、二人の学生がレインたちの方へと歩み寄ってきた。

「よっ。ガゼット、アリカ。……て、ガゼット？」

　軽く手を上げたレインが、二人の内の一人、男子生徒の姿に首を傾げる。

　人が嫌いやがる角を全すべて取り払はらったかのような柔にゆう和わな顔つきに、嫌みじゃないほどに知性を感じさせるシャープな眼鏡。掌に雷かみなりの紋章を刻み、その肩かたに雷の精せい霊れいの女の子、ピックを乗せる彼の名はガゼット・ガールバレス。

　ガゼットはレインのルームメイトであると同時に、学力という点においては常に学年10位以内を誇る秀才だった。間違っても、補習に呼び出されるような男ではない。

　だが、レインの疑問はすぐに解決した。

「レイン君。こんにちは」

　ガゼットの隣を歩く女子生徒が、花が咲さくように顔を綻ほころばせながら声を弾はずませる。蒲公英たんぽぽのような薄うす黄色の髪に、男女問わず羨うらやまずにはいられない大きく実った胸むな元もと。掌に狼おおかみの紋もん章しようを刻み、すぐ隣を歩く氷の兜かぶとを冠かんした《氷ひよう狼ろう族ぞく》、レオンをパートナーとする彼女の名はアリカ・セクスレン。

　モンスターの食育を担になう魔ま獣じゆう食育師フードプランナーを目指す彼女は、勉強が果てしなく苦手だった。

　ガゼットが自習室にいた事情を察したレインが、穏おだやかな笑みを浮うかべながらアリカに向かって微笑む。ここは、なにも触ふれないのが優やさしさだろう。

「なんだ、アリカ。まだ補習が終わってないのか。今度は一体幾いくつ赤点を取ったのだ？」

　そのレインの優しさは、感情と口が直結しているエルニア爆ばく弾だんにより、木こっ端ぱ微み塵じんに吹ふき飛んだ。いつの間にかいつもの調子に戻もどっているエルニアにホッとしたが、正直、もう少ししおらしいままでいて欲しかった。

　アリカの悲鳴を予想し、レインがガクッと肩を落とす。

　しかし、その予想に反し、アリカはぐっと喉のどまで出かかった悲鳴を堪えると、ぴんと立てた二本の指を微笑みと共にエルニアに向けて突き出した。

「今回は二つだけだよ！　私だって、頑がん張ばったんだから」

「おお！　本当か、アリカ！」

「うん。まぁ、勉強見てくれたエルちゃんのおかげなんだけどね」

「いやいや、アリカの努力の賜たま物ものだろう」

　微び苦く笑しようを浮かべながら謙けん遜そんするアリカに、エルニアが掛け値なしの賛辞を送る。中間テストでは、アリカはレインを上回る赤点の山を築いていた。それが二教科だけとなったのなら、とてつもない進歩だろう。

　いや、学力だけでない。最近のアリカは、以前よりもどこか明るくなっていた。

「アリカ」

「ん？　なに、レイン君」

「なんか、変わったな」

「えっ？　エヘヘヘヘ、そうかな。変われた、かな？」

　アリカが恥はずかしそうに身を捩よじりながら柔やわらかな髪を指先に絡からめる。

　すると、その隣にいたエルニアも、レインの言葉に納なつ得とくするように頷うなずいた。

「うむ。確かに最近アリカは変わったな。前よりずっと性格が前向きになった」

「アリカ。最近楽しそ、う」

　やりとりを見ていたジナが、エルニアの言葉に続き頷く。

　一方、現在悩なやみのまっただ中にいるレインはアリカの成長を羨むように尋たずねた。

「いいな。なんか、前向きになるコツでもあるのか？」

「レイン・エルハルト。貴様、これ以上前向きになるつもりなのか!?」

「どういう意味だよ！」

　すかさず言葉の刃やいばを突き立ててくるエルニアに、レインが声を荒あらげながら斬きり返す。

　そんな二人に苦笑を零こぼしながら、アリカは小さな花が咲くように笑って頷いた。

「えっと……うん。目標が出来たから、かな」

　照れたように頰を搔かくアリカに一いつ瞬しゆん目を奪うばわれながら、レインが零すように呟つぶやく。

「へ～、目標ねぇ。どんな目標なんだ」

　躊躇ためらうことなく尋ねるレインに、その場にいたみんなの視線がアリカへと集中する。

　アリカは一瞬悩むように顎あごに手を当てると、彼女にしては珍めずらしく悪戯いたずらっぽく笑いながら、顎に当てた指先を唇くちびるの前に滑すべらせた。

「内ない緒しよ」

「え～、ずりぃ～」

「アリカ、そこまで言ったのならば答えるべきだぞ」

「聞きた、い！」

　楽しげに不満を零すレインに、興味津しん々しんのエルニアとジナがアリカへと詰つめ寄る。さすがに、三人から一いつ斉せいに反はん撃げきされると思わなかったアリカが、あわあわと焦あせりながらパートナーであるレオンの背中をギュッと握にぎった、その時。

「まぁまぁ。アリカの話はこれくらいにして、三人は何をしてたんだい？」

　ガゼットが絶ぜつ妙みようなタイミングで助け船を出してきた。本当に頼たよりになる幼おさな馴な染じみに、アリカが三人には気づかれないように声を出さずに「ありがとう」と唇を動かす。

「ああ、実は……」

　一方、まんまと話を逸そらされたレインは事の次し第だいを説明しようとしたのだが……

「ジナ・レームライトの両親に挨拶に行くという話だ」

　割って入ってきたエルニアの嵐あらしを呼ぶ言葉に、レインの船は一瞬にして難破した。

「ジナちゃんのパパとママに挨拶って……、ど、どういうことなのっ？　レイン君！」

「レイン。ちょっと体育館裏行こうか」

「待て待て待て待て、落ち着け、お前ら！」

「婿むこ様……！　ついに私、と!!」

「こら、ジナ・レームライト。何を嬉うれしそうな顔をしているのだ！　大たい概がいにしろ！」

「大概にするのはお前の方だろうが！　エルニア！　さっさとこの誤解を解け！」

　入り乱れる主張に五人の混乱が加速する。

　誰だれもが正常な判断を失う中、その声は有う無むを言わさず彼ら全員の頭に鳴り響ひびいた。

（皆みなの者、その辺にしておけ！）

　頭の奥から腹の底までを貫つらぬくような重厚な声に、五人が一斉に口を噤み、思念が放たれた方へと目を向ける。五つの視線が集まるその先では、外で待機していたキールが厳しい眼差しで彼らのことを睨にらんでいた。

　ハッと我に返ったレインたちが、恐おそる恐る補習室の中へと視線を戻す。キールに彼らの視線が集中していたように、補習室中の視線がレインたちに集中していた。丁度、今日の分の補習が終わったところなので先生から咎とがめられることはなかったが、針の筵むしろの如ごとく集まったその視線は痛いことこの上ない。

　揃そろって頭を下げた一同は、親に[image: しか]しかられた子供ように静かに座ると、声を潜ひそめながら会話を再開した。

「それで、何でジナさんの故郷に？」

　悪ノリしたことが今になって恥ずかしくなったのか、後こう悔かいするように掌てのひらで額を覆おおったガゼットが尋ねる。レインは今度こそ真ま面じ目めにジナの故郷へ出向く理由を説明すると、その説明を静かに聞いていたガゼットは意外そうに目を細めた。

「へ～。スライムの師し匠しようを、か。良い手だと思うけど、レインはそれでいいのかい？」

「いいって、何がだよ？」

「いや、レインとペムペムって、誰にも頼たよらず強くなることに拘こだわりっていうか、プライド持ってるイメージがあったから」

「そんなこだわりはねぇよ。敵の攻こう撃げきを弾はじく技わざだってジナにアドバイスもらってるしな」

「君ってヤツは本当にまっすぐだね。うん、実に馬ば鹿か正直な奴やつだ」

「それ、褒ほめてんのか馬鹿にしてんのかどっちだ？」

「さぁ、どっちだろうね」

　むすっと口を尖とがらせるレインに、ガゼットが苦笑を零しながら肩を揺ゆらす。

　その反応に嘆たん息そくしながら、レインは改めてジナに向き合うと、今一度頭を下げた。

「そういうわけだ。ジナ、頼たのむ。俺をお前の故郷に連れてってくれ」

　誠心誠意頼んだレインが、頭を持ち上げてジナと向かい合う。

　その数秒後。レインの視線を独占し続けたジナは、僅わずかに頰ほおを持ち上げると、微かすかな笑えみを浮かべて頷いた。

「婿様の頼み。私が断るわけな、い」

「本当か！」

「もち、ろん」

「よっしゃー。恩に着るぞ、ジナ！」

「ぴ、ぴぎぎ。ぴぎぎ！」

　ジナの了りよう承しようを得たレインが立ち上がり、ペムペムをポンポンと投げながら飛び跳はねる。

　その姿を溜ため息いき交じりに眺ながめていたエルニアは、仕方ないと言わんばかりに首を横に振ふると、勢いよくその腰こしを持ち上げた。

「では、私も準備するとするか。出発はいつなのだ？」

「え？　エルニア、お前も来んのか？」

「当然だ。まさか貴様、恋こい人びとである私を置いていくつもりだったのか？」

「朱あか髪がみ、は残る。ハネムーンの邪じや魔ましたら、メッ」

「決めた。地の果てまでも付いていくぞ。拒きよ否ひは許さん！」

　揺るぎない意志を示すエルニアと、なんとかレインと二人きりで帰郷したいジナが再び剣けん吞のんな雰ふん囲い気きをぶつけ合いながら睨み合う。再発しそうになる混乱にレインが冷ひや汗あせを流していると、今度は意外な人物が旅の同行を申し出た。

「わ、私も。私も一緒に行く！　良いでしょ、レイン君？」

「アリカ!?　どうしたんだよ、いきなり。夏休みは母ちゃんのところで食育師フードプランナーの修しゆ行ぎようするって言ってなかったっけ？」

「言ってたけど……、でも、私はペムちゃんの専属食育師フードプランナーだもん。付いていかないと、ダメだもん。お母さんにはちゃんと説明するから。だから、私も連れてって、レイン君！」

「お、お、おう。ありがとう。んじゃ、頼むわ」

　今まで見せたことがないような勢いで頼み込むアリカに、レインが圧あつ倒とうされるように頷く。そんな二人のやり取りに、何な故ぜかガゼットが目め頭がしらを熱くして涙なみだを零していた。

「アリカ、こんなに成長して……」

「マスター。今日は朝まででも付き合うぞ」

　眼鏡をズラして涙を拭ぬぐうガゼットに、その肩かたに乗っていたピックが子供の成長を喜ぶ母親のような眼まな差ざしを浮かべながら主あるじの髪を引っ張る。

　結局、いつものメンバー全員がジナの故郷に出向くことになった。
















「んじゃ、出発は夏休み初日ってことで。皆みんないいね」

　簡単に旅行計画をまとめたガゼットに全員が頷き、その場は解散。突とつ然ぜん決まった旅行に思いを馳はせ、それぞれが準備のために補習室を後にする。

　その全員の背中を、ただ一人補習室に残ったジナは静かに見送っていた。すでに他ほかの生徒たちの姿もなく、補習室にはジナ唯ただ一人ひとり。そんな彼女の膝ひざの上で、艶つややかな桃もも色の肌はだを持つスライム、パートナーのルルがそっと身を捩った。

　いつもはペムペムが泣くまで攻撃するルルだが、今日はずっとジナの膝の上にいた。

「きゅ……ぴ」

　心配そうな表情を浮かべるルルが、その双そう眸ぼうを主へと持ち上げる。

　誰もいなくなった教室で何やら思いつめた表情を浮うかべていたジナは、その声に少しだけその緊きん張ちようを解くと、優やさしげに双眸を細め、ルルの柔やわらかな肌をそっと撫なぜた。

「まだ、見つかってない。でも……諦あきらめな、い」

　半分ほどに閉じられた瞼まぶたから覗のぞく栗くり色の双眸。その瞳ひとみに宿る強い使命感を、今、この時は誰一人、知る由よしもなかった。







　　　第二章




　馬車でベギオムを出発したのが日の出前。グレイテリナ大陸をエルグ王国から南下し、ミナコス海の小さな港町に着いたのが正午過ぎ。港の食堂で昼食を取り、船に揺られながら向かうこと小一時間。

　ジナの故郷は大陸から少し離はなれた孤こ島とう、スライム島にあった。

　学園から陸海と乗り物を乗り継ついできたが、島に上陸してからの移動は徒歩だった。生い茂しげる密林からは、そこかしこからモンスターの息づかいが聞こえてくる。

　先導していたジナは唐とう突とつにその足を止めると、ゆっくりと前方を指さした。

「見えて、きた。アレが私の、村」

「へ～、あれが」

　レインが身体からだをうずうずと揺らしながら、興奮ぎみに声を吐はき出す。ジナの細い指先を視線で追うと、左右に延びる杭くい柵さくと共に、《レミーネ村》と刻まれた看板を掲かかげる村の入り口がその姿を現した。

「ふはぁ～、やっと着いたんだ。長かったよぉ～」

「はぁ……はぁ……。激しく、同意だね」

　レオンに寄り掛かかりながらへたり込むアリカに、ガゼットが顎あごを伝う汗あせを拭いながら大きく息を吐つく。ふたりとも、慣れない長旅は相当応こたえたのだろう。その顔には濃こい疲ひ労ろうが浮かんでいた。

　だが、そんな二人に増して疲労を滲にじませる人物がいた。

「う……うう。つ、着いたのか……？」

（大だい丈じよう夫ぶか、主よ？）

　苦しげに呻うめくエルニアに、首を捻ひねって自分の背中を向いたキールが心配そうな念話を主に送る。今回の旅で極度の船ふな酔よいが発覚したエルニアは、島に上陸してからというもの、ずっとキールの背中で呻き続けていた。

　そんな三者三様の疲労を滲ませる中、

「なぁなぁっ！　早く行こうぜ！」

「ぴぎ、ぴぎぴぎ。ぴーっぎ！」

　日ひ頃ごろの鍛たん錬れんのおかげで元気の有り余っているレインとペムペムは、一秒も待ちきれないとばかりにその身を震ふるわせていた。

　屈くつ託たくのない笑みを浮かべるレインが、ガゼットたちを急せかし立てる。

「ほらほら。どうしたんだよ、おまえら？」

「あのねぇ。君と一いつ緒しよにしないでくれよ。まったく、トレーニング馬ば鹿かなんだから」

「いやいや。エルニアとアリカはともかく、ガゼットはもっとがんばろうぜ。ちょっとは、ジナを見習えよ。なぁ、ジナ。──ジナ？」

　ジナに同意を求めたレインが、怪け訝げんに眉まゆを顰ひそめる。

　自分の村を前にしたジナの横顔は、何か思い詰つめたように険しかった。その肩に乗るルルもまた、何かに挑いどむような眼差しで村のことを睨み付けている。

「ジナ？」

　レインが再びジナの名を口から零こぼす。

　その声に、ジナはゆっくりと数回瞬まばたきをすると、ようやくレインの方を振り向いた。

「婿むこ様どうした、の？」

「いや。どうしたって、お前の方こそどうしたんだ？　なんか、怖こわい顔してたぞ？」

「怖い、顔？　て、どんな、顔？」

「いや、なんかこお～……」

「？」

　なんとか違い和わ感かんを伝えようと手を動かすレインに、ジナが不思議そうに小首を傾かしげる。その表情からは、先ほどレインが感じた強こわばりが完全に抜ぬけ落ちていた。

「おまえは何を踊おどっているのだ？　レイン・エルハルト」

　船酔いから回復し、キールの背中から降りたエルニアが辛しん辣らつな言葉をレインに飛ばす。いや、エルニアだけでなく、ガゼットやアリカも、なぜか気の毒そうな温かい眼差しをレインに向けていた。

「な、なんでもねぇよ！」

　いたたまれなくなったレインが慌あわてて両手を下ろして弁解する。ジナの表情の変化に、エルニアたちは気がつかなかったらしい。

　──俺の気のせい、か？

　エルニアたちの同情の眼差しを振り切ったレインが、心の中で呟つぶやき、一人納なつ得とくする。

　改めて見るジナの顔は、完全にいつもの眠ねむたげな表情に戻もどっていた。

「婿様。行、こ」

「え？　あ、ジナ？」

　レインの背中に回り込んだジナが、ぐいっとその背を押して急かし立てる。

　そんなジナの変化、レインが戸と惑まどいを覚えた、その時。

「ほほう。客人とは珍めずらしいな？」

「ぎゅっぷぅ！」

　木もく柵さくに沿って歩いてきた大おお柄がらな男が、レインに声をかけてきた。

「あ、えっと。こんちは」

「うむ。こんにちは」

　足を止めて頭を下げたレインに、男性が背負っていた籠かごを背負い直しながら鷹おう揚ように頷うなずく。年は三十代の半ば程ほどだろうが、スライムの紋もん章しようが描えがかれたバンダナを頭に巻く相そう貌ぼうは無骨で、頼たよりがいのある力強さに満ちている。

　そんな彼は、村の象しよう徴ちようともいえるスライムと共に現れたのだが……

「デカッ！」

「ぴぎぃ!?」

「ぎゅぷん？」

　そのスライムのサイズに、レインとペムペムは思わず目を丸くした。新緑を思わせる濃い緑色が印象的なそのスライムは、通常状態でペムペムの膨ぼう張ちよう時じよりも大きく、キールと比ひ肩けんしうる巨きよ体たいを誇ほこっていた。さすがにそんなサイズのスライムは肩に乗るわけもなく、ズリズリと地面を這はうように彼の後についてきている。

　レインが規格外のサイズに啞あ然ぜんとしていると、男は豪ごう快かいな笑い声を張り上げた。

「がはははは。《ラージスライム》を見るのは初めてか？　見たところお前もスライムトレーナーのようだが、村では見ない顔だな。とすると、何ど処こかでこのスライム島の話を聞いてきたのか？」

　レインを村の噂うわさを聞いてきたスライムトレーナーだと判断した青年が、気さくな笑えみを浮かべて質問する。この世界におけるスライムの紋章の地位を考えれば、この地はスライムトレーナーにとって別天地だ。青年の判断は当然と言えるだろう。

　そんな青年の予想を覆くつがえすように、レインの背中に隠かくれていたジナは素す早ばやく二人の間に割り込むと、堂々とした態度で宣言した。

「ラードゥ。違ちがう。婿様は私が連れてき、た」

「ジナ！　お前帰っていたのか！」

　突然割って入ってきたジナに、ラードゥと呼ばれた男がその双眸を大きく開く。だが、すぐにその双眸を狩人かりゆうどの如ごとく細めた彼は、レインとジナを交こう互ごに見ながら「むむむむむ！」と唸うなると、大きく顔を綻ほころばせた。

「そうか。ジナ。お前は立派に務めを果たしてきたのか。まさか本当にスライムトレーナーを選ぶとは思っていなかったが。まぁ、よい！」

　ラードゥが肩に背負っていた籠を降ろし、労ねぎらうようにジナの肩を叩たたく。その顔には、喜びと共に安あん堵どの表情が浮かんでいた。

「なるほど。村に戻ってきたと言うことは、例の件もようやく諦あきらめたようだな」

　ジナの肩に手を乗せながら、ラードゥが安心したように何度も頷く。

　その手が、パシンッと鋭するどい音と共に振り払はらわれた。

　腕うでを薙ないだ拍ひよう子しに、幻げん想そう的な銀ぎん髪ぱつが大きく揺ゆれる。

「諦めてな、い！　《血けつ命めい紋もん》の呪のろいは、私が必ず解、く！」

　その声は、今までにないほどの気き迫はくと情熱に満ちていた。

「ジナ!?」

　レインが自分の耳を疑いながら、ジナへと視線を走らせる。飛び込んできた横顔に、レインは思わず息を吞のんだ。いつもの眠たげな双眸は抜き身の刃やいばのような鋭さを宿し、結ばれた唇くちびるは言葉にならない思いに微かすかに震えている。

　レインはジナと付き合いが長いわけではない。だが、目の前にいるジナは、今までレインが見てきた中で一番強い意志をその双眸に宿していた。

　そんなジナを前にしたラードゥは、その意志をまるで意に介かいさず、聞き分けのない子供をあやすように嘆たん息そくを吐いていた。

「ジナ。まだそんなことを言っているのか？　お前は、《血命紋》をその掌てのひらに刻んだ身として恥はずかしくないのか！」

　声尻じりを鋭くしたラードゥが、目つきを厳しくしながらスライムの《血命紋》を刻んだ手を掲げ、ジナを睨にらみ付ける。

　だが、その厳格な双そう眸ぼうを前に、ジナは一歩も引かなかった。

　世界最弱のスライムの《血命紋》を刻む者同士が、無言のまま互たがいの意志をぶつけ合う。迸ほとばしるプレッシャーが周囲に吹ふき荒あれ、逃にげ出した風が森の木々をざわめかせる。

　まさに一いつ触しよく即そく発はつ。ジナだけでなく、その肩かたに乗るルルが身体を撓たわめかせ戦せん闘とう準備に入る。

　プレッシャーに圧あつ倒とうされたレインがどう動くべきかと迷う中、レインたちの後を追って林道を駆かけ抜けてきたエルニアが、目の前の光景に凜りんとした声を響ひびかせた。

「おい。一体これは、どうしたのだ？」

「朱あか髪がみ……」

　今まさに飛び出そうとしていたジナが僅わずかにその緊きん張ちようを緩ゆるめる。振ふり向いた双眸は、エルニアだけでなく、その後を追ってくるアリカやガゼットの姿も捉とらえていた。

「レイン君、ジナちゃん。どうしたの？」

「またレインが何かやらかしたのかい？」

「俺は無実だ！」

　酷ひどい冤えん罪ざいを擦なすり付けられたレインが、堪たまらず声を張り上げる。その一方で、早々に緊張を解いていたラードゥは、走り寄ってくる者たちにその目を丸くしていた。

「ジナ、彼らは一体？」

「私の……友、達」

　一いつ瞬しゆん迷ったジナが、エルニア達から視線を切って躊躇ためらいがちに答える。

　その説明に、ラードゥは目を白黒させた。

「な……そうか。いや～、しかし、ジナが友達を連れてくるとはなぁ……」

　感かん慨がい深そうに手を顎あごに当て、ラードゥは幾いくばくかの思案を織り交ぜながら大きく頷いた。

「ならば歓かん迎げいしよう。若い旅人、それもスライムトレーナー以外の者は滅めつ多たに村に来ないのでな」

「いい、の？」

　よそ者を招き入れることに多少の不安があったのか、ジナが少し高い所にあるラードゥの顔を見上げながら尋たずねる。

　ラードゥは先ほどの気迫が噓うそのように表情を和やわらげると、胸を叩たたきながら再び頷いた。

「ああ。村の頭かしらが許可するのだ。問題はないだろう。それに言っただろう、若者は大歓迎だとな。ほら、ぼさっとしてないで入った入った」

　何な故ぜか値ね踏ぶみするように一行を一いち瞥べつしたラードゥが、籠を担かつぎ直しながら半ば強引にレインたちを村へと誘ゆう導どうする。

　心の奥にしこりを残しながらも、あれよあれよという間に村の中へと押し込まれたレインは、その気持ちを切り替かえざるを得なかった。

　スライムの紋章しか発現しない《血命紋》を宿命づけられた村。

　初めて踏み入ったその世界に、レインは堪らず声を弾はずませた。

「うおぉーっ!?　あーっはは、すげーっすげーっ！」

　右を見ても左を見ても、木の上を見上げても畑の中にも、小川の中も水車の隣となりにも、果てには牛舎や馬小屋の家か畜ちくの上にまで。

　スライム、スライム、スライム。

　その村は、数え切れないスライムに溢あふれていた。

　いや、ただ溢れているだけではない。

　身体からだから苔こけを生やす《モスライム》はその栄養価の高い苔を家畜に分け与あたえ、草食の《リーフスライム》が畑の雑草を食べ歩く。風の動きに敏びん感かんな《ウィンドウスライム》が風車を風上へ調整し、鉄を溶とかす《アシッドスライム》が鉄器の生成を手伝う。

　多種多様なスライムが能力を駆く使しし人と共存する姿に、レインの眼が輝かがやき、頰ほおが綻ほころぶ。

　そんなレインに、ラードゥは再び豪ごう快かいに哄こう笑しようした。

「はっはっは。それだけ素す直なおに感動してくれると、村の頭として嬉うれしい限りだな。まぁ、全員ゆっくりしていくといい」

「あ、どうも。ありがとうございます」

　完全に夢見心ごこ地ちのレインに代わり、ガゼットがその場を後にするラードゥに頭を下げる。

　しかし、ラードゥを見送ったガゼットは、そこでふと、眼鏡のレンズに映ったある紋章に気がつき、不思議そうに首を傾かしげた。

「あれ？」

「どうしたの、ガッちゃん？」

「いや、スライムの《血命紋》以外の人もけっこういるなーって思って」

「え？　あ、ホントだ」

　ガゼットの視線を追ったアリカが、小さく声を上げる。確かに、人ひと懐なつっこくまた頭も良い猿さる《サルビアン》と共に洗せん濯たく物ものを干す村人の手には、逆印のスライムの紋章ではなく、猿の紋章が刻まれていた。周囲に目を走らせれば、猿の紋章以外にも、村を営むのに重宝される『馬』『ゴーレム』『小人』の三紋章を刻んだ人々が見て取れる。

　ここはスライムの紋章を刻んだ者達の最後の別天地ではなかったのだろうか？

　村の違い和わ感かんにガゼットが思考を巡めぐらせた、その時。

「あ、あの！　眼鏡のお兄さん！」

　同年代ぐらいの少女が、息を切らしながらガゼットへと駆け寄ってきた。

「え、僕？」

「ん？　ガゼット、どうした？」

「いや、この子が」

　突とつ然ぜん声をかけられたガゼットが、レインに応じながら足を止める。

　一方、なぜか頰を上気させた少女は熱い眼まな差ざしでガゼットの掌てのひらを見み詰つめると、いきなりその手を摑つかみ、

「すみません！　私と、結けつ婚こんを前提にお付き合いしてください！」

「え、ええ!?」

　その胸へと抱だきしめるや否いなや、突然とんでもないことを言い出した。

「ちょっと。君、何言ってるの？　何の冗じよう談だん!?」

　慌あわてて腕を引き戻もどしたガゼットが、眼鏡をズリ落としながら困こん惑わくする。出会った瞬間に告白とは、本当に何の冗談だろうか!?

　二カ月ほど前に、レインがジナに突然告白された光景がガゼットの脳のう裏りを掠かすめる。あの時はレインの鈍どん感かんさに頭を痛めたが、あれはレインの方が正常だったらしい。誰だれだって、その日に出会った異性にいきなり告白されれば冗談と受け取ってもしょうがない。

　ただ、ガゼットの意に反し、目の前に立つ少女の表情は真しん剣けんそのものだった。情熱的なその眼差しはとても冗談を言っているようには思えない。

　少女は我が慢まんできないとばかりに一歩踏み出すと、ガゼットの首にその腕を回してきた。

「私は本気です。お願いします。お友達からでもいいので！」

「ちょっと、ちょっと。本当に困るんだけど。レイン、助けて！」

　目と鼻の先に迫せまった少女に、ガゼットが珍めずらしくどぎまぎしながら助けを求めて振り返る。

　この時のガゼットの表情をどう表現したらよいだろうか？

　レインの姿はすでにそこになく、大勢の少女たちがガゼットへと詰め寄っていた。

「お兄さん。ちょっとお時間よろしいでしょうか？　大切な話があります」

「ねぇねぇ、お兄ちゃん。ちょっと一いつ緒しよに来てよ」

「あ、カッコいい人はっけ～ん」

「え？　ちょっと、なんなの!?」

　押し寄せてくる女子の波に、ガゼットが鼻白む。昔から少なからず女子の告白を受けていたガゼットだが、目の前の少女たちは何か鬼き気き迫るものがあった。

「レイン!?　どこいったんだよ！　レインッ!?」

　ガゼットが叫さけびながらレインに助けを求める。だが、さっきまですぐ傍そばにいたはずのスライムトレーナーは、影かげも形も見当たらない。

「んもっ！　肝かん心じんな時に！　アリカ、そっちは……」

　頼たよりにならない親友に悪態を吐つきながら、ガゼットが幼おさな馴な染じみの安否を心配して振り向く。

　その眼鏡のレンズが映したのは、村の男子達に求婚されるアリカとエルニアの姿だった。

「なんて鮮せん烈れつな髪かみに猛たけ々だけしい眼差しなんだ！　どうか、これからは僕にだけその眼差しを向けてくれませんか！」

「あ、こら。抜ぬけ駆けするな。僕こそが彼女にふさわしい」

「な、何を言っているのだ貴様ら。こ、こら離はなれろ！　私には、すでに恋こい人びとが──」

「あ～、こっちのお姉ちゃんは優やさしそう。僕こっちの方が好きぃ～」

「純情可か憐れん。良妻賢けん母ぼ。即そつ刻こく婚約！」

「え！　あの、ちょっと！　困りま──」

　吹き荒れる求婚の嵐あらしに、エルニアとアリカの悲鳴が飲み込まれる。なんとか加勢に行きたいが、ガゼット自身も押し寄せる人波に難破寸前で手が出せない。

　一方、その頃ころレインは……

「のわだだだだ──イテッ」

　ガゼットたちへ殺さつ到とうする人波に、一人見向きもされず輪の外へと押し出されていた。

「いつつつつ。なんなんだよ」

「ぴぎ、ぴぎぴぎぴぎ！」

　腰こしをさすりながら立ち上がるレインの肩で、押し出されるときにもみくちゃにされたペムペムが怒いかりの声を上げる。

　そこへ、一人最初から輪の外にいたジナがルルを頭に乗せて駆け寄ってきた。

「婿むこ様、大だい丈じよう夫ぶ？」

「ああ、なんとかな。でも、なんなんだよ。こいつら」

　レインが辟へき易えきとした表情で、ガゼットたちを取り囲む村人たちを指さす。学園でも美男美女で通っているガゼット・アリカ・エルニアの三人はそのファンたちに取り囲まれる事があったが、村人たちの熱気はそれ以上だ。ハッキリ言って迫はく力りよくが違ちがう。

　その疑問に、ジナは何な故ぜか少し悲しげな表情を浮うかべながら呟つぶやいた。

「私たちの村は、慢まん性せい的に伴はん侶りよ不足。みんな必死な、の」

「あ～、そういえば転校したときに言ってたな。──あれ、でも……俺は？」

　一人蚊か帳やの外へと追い出されたレインが、恐おそる恐るジナに尋ねる。

　その疑問の答えは、豪快な笑い声と共に頭上から降ってきた。

「がーっははははは。スライムトレーナーは売るほどいるからな」

「あんたは、さっきの！」

　頭上を仰あおぎ見たレインが、一つ頭の高い所にあるラードゥの顔を見上げながら声を上げる。一度家に帰ったのか、その肩かたには先ほどまで担いでいた籠かごは背負っていなかった。

　だが、今はそんなことはどうでもいい。

「スライムトレーナーは売るほどいるって……」

　レインが恐る恐るラードゥへと聞き返す。

　そして──予想通りの答えが返るべくして返ってきた。

「なーに、言葉通りよ。ジナに話を聞いているかもしれんが、この村はスライムの《血命紋》が集つどう村。生まれてくるのはスライムトレーナーばかり。今さら、わざわざ伴侶にまではスライムトレーナーは求めんのさ。求めるとすれば、よほどの酔すい狂きような奴やつだろうな」

　呆あきれているのか感心しているのか、微び妙みような笑えみを浮かべながらラードゥがその剛ごう毅きな眼差しをジナへと流す。

　その視線を、ジナは挑いどむように睨にらみ返した。

「私の勝、手！」

「強ごう情じような奴だ」

　ラードゥとジナの意志がぶつかり合い、交わる視線が火花を散らす。しかし、その間に挟はさまれたレインは、彼らの異様な気迫に気づくことなく、悲ひ壮そう感に包まれながら呟いた。

「やっぱり、スライムトレーナーはモテねぇんだな。いや、別に分かってたけどよ。分かってたけどよっ！」

「ぴぎ！　ぴぎぴぎ、ぴぎぎ！」

　落らく胆たんする主あるじを、ペムペムが賢明に励はげます。だが、どんな戦場でも聞き漏もらすことのないその声も、今のレインには届かなかった。それもそうだろう。一緒に来た仲間は全員熱烈なアタックを受けているのに、一人のけ者にされてはさすがに傷つかずにはいられない。

　レインの中で『スライムトレーナー＝モテない』という公式が確固たるものになった瞬しゆん間かんだった。

「婿様、大丈夫。婿様には私がい、る」

「ああ、ありがとうな。ジナ。冗談でも嬉しいぞ」

　懸けん命めいに励ましてくれるジナに、レインが微かすかに笑みのような表情を浮かべながら礼を言う。こんなときは冗談でも嬉しいものだ。いや、今のは冗談じゃなくて同情だろうか。

　ジナの優やさしさに、レインが思わず涙なみだぐむ。

　その頰ほおが、突然滑なめらかな指に包まれた。ぎょっとしたレインが目を見張る。

　不満そうに唇くちびるを尖とがらせたジナの顔が、今、レインの目の前にあった。

「冗談じゃない。証明す、る」

「え、ちょ。ジナ。なにを！」

　悲鳴を上げるレインを無視し、ジナがゆっくりとその吐と息いきを近づける。いつもなら制止に駆かけつけるエルニアたちも、難なん攻こう不落の人ひと垣がきに阻はばまれジナの暴挙に気づかない。

「ちょ、ちょっと待て。ジナ、落ち着け！」

　慌あわてて身を捩よじるレインを、ジナが無言のまま自分の方を向くように修正する。いつもにもまして迫力の眼差しに、レインが蛇へびに睨まれた蛙の如ごとく思考を停止させた、その時。

「ふん、裏切り者がいいご身分だな」

　嘲ちよう笑しようがレインの耳を撫なで、ジナの体がびくっと強こわばった。その視線が、ゆっくりと声の方向へと滑すべる。レインがその視線の先を追いかけると、数名の男女が嘲あざけりを含ふくんだ笑みでジナとレインを見下ろしていた。

「なんだよ、お前ら」

　ジナの気が逸それたことにホッとしつつ、レインが純じゆん粋すいな疑問を問いかける。

　しかし、彼らはまるでレインのことを無視すると、その嫌けん悪お感を隠かくそうともせずに、むしろ当たり前の如く冷たい視線をジナへ向けて投げかけた。

　その眼の光をレインはよく知っている。人を見下し、拒きよ絶ぜつする眼光。それは、レインが学園で浴び続けてきたものと全く同じものだった。

　だが、一体何故？

　スライムの紋もん章しよう以外の者がレインを蔑さげすむのは分かる。だが、ジナと彼らは同じスライムの《血めつ命めい紋もん》を宿す者。それなのに、この温度差はなんなのだろうか。

　嘲笑の視線に、ジナは何も言い返さない。ただ、何かを堪こらえるように口元を引き結ぶ。

　その態度が気にくわなかったのか、リーダー格とおぼしき男が口を歪ゆがませた。

「はっ。何か言い返せよ。腰抜けが。親が裏切り者なら、子も裏切り者だな」

　苛いら立だたしく鼻を鳴らした男が、嘲笑と共に吐はき捨てる。

　そんなあからさまにジナを突つき放すような態度に、レインが険とした眼差しで腰を浮かせた、その時。

「ムギじいを、馬ば鹿かにするなっ！」

　レインが今まで聞いた中で一番大きなジナの声が、辺り一帯を震ふるわせた。

「ジナ!?」

　ジナの放ったあまりの迫力に、レインが腰を浮かせた状態で動きを止める。その耳を、鋭するどい声が劈つんざいた。

「ルル！」

「きゅぴ！」

　主の声に、ルルが地面に飛び降りる。その桃もも色の砲ほう弾だんが地面から跳はね上がったとき、ジナはすでに男の間合いに滑り込んでいた。絶ぜつ妙みようなタイミングでルルの体当たりがジナの肘ひじを捕とらえ、容よう赦しやのない手て突つきが男の胸に向かって加速する。

　その細い手首が、跳ね上がった手に捕らえられた。

「相変わらず、速いな。さすが、今は裏切り者でもその昔にこの村を作った猛も者さの技わざだ」

「裏切り者。言う、な」

「だったら証明してみろよ。お前の覚かく悟ごを。村の繁はん栄えいの力になれるってところを。まぁ、村から逃にげたお前には到とう底てい無理な話だろうけどな」

「逃げて、ない！　それに、覚悟なら、あるっ！」

　腕うでを取られたジナが悔くやしげに頰を歪ませながら、激しい怒いかりに双そう眸ぼうを燃やす。

　レインはただ困こん惑わくするしかなった。ジナの怒りも尋じん常じようではないが、男がジナに対して放つ威い圧あつ感にも、なみなみならない感情が見て取れた。

　いったい、彼らとジナにどんな確かく執しつがあるのだろうか。

　だが、レインがその理由を確かめる前に、ラードゥの厳しい声が響ひびき渡わたった。

「コラコラコラコラ。ダルス、いい加減にしろ」

「お頭かしら！　なんでこんな裏切り者の肩を持つんだ！」

　ダルスと呼ばれた男があからさまに苦い顔をしながら、ジナを指さし吐き捨てる。

　ラードゥは一瞬ジナに視線を流すと、やれやれと首を横に振ふりながら答えた。

「別に、肩を持っている訳ではない。正すべき所は正す。村に破は滅めつを呼ぶようならば、その時は容赦しない」

「じゃあ──」

　ダルスの顔が喜色を帯びる。

　だがその喜びは、ラードゥの厳しい言葉に搔かき消された。

「しかし。今のジナはちゃんと務めを果たして戻もどってきたではないか。それを嘲笑することは、この私が許さん！　たとえ、若頭のお前であってもな」

　ジナを擁よう護ごするラードゥの気迫に、取り巻きたちが狼狽うろたえる。

　だが、ダルスだけは毅き然ぜんとしてラードゥの鋭い眼光を受け止めた。

「じゃあ、あの裏切り者のじじいはどうなんだ？　子も成さず隠いん居きよ生活。あれは、放ほうっておいていいのかよ」

「先代にはジナがいるだろう！　──ダルス、何故お前はそんなに先代とジナに突っかかるのだ？　同じ村の仲間だろう」

「ふん。そんなの簡単だ。俺には若頭として、村を纏まとめる義務がある！」

　諭さとすように声を和やわらげるラードゥに、ダルスが一いつ切さい気迫を衰おとろえさせることなく応こたえる。

　その時だった。彼らの後ろで蠢うごめいていた人波から、村人たちの悲鳴が迸ほとばしったのは。

「私のマスターから、離れろっ！」

「グアァァァウッ！」

（貴様らも雄おすならば、遠えん慮りよと慎つつしみを学ぶのだな）

　雷かみなりの花が弾はじけ、氷の柱が凍いてつき、炎ほのおの螺ら旋せんが噴ふき上がる。人波に翻ほん弄ろうされる主を助けるため、ピック、キール、レオンがその力を解放したのだ。特に、ガゼットの袖そでの中から飛び出してきたピックの怒りは凄すさまじかった。紫し電でんの如き双眸を細めながら。主に殺到していた女子たちへと追つい撃げきの電撃を走らせる。破は裂れつ音を響かせて弾ける雷の蕾つぼみ。静電気程度の威力に抑おさえているとはいえ、興奮する村人たちを黙だまらせるには十分過ぎた。

「ふんっ！」

　ピックがその小さな腕を組みながら鼻を鳴らす。その隣となりでは口から冷気の残ざん滓しを零こぼすレオンがアリカの前に立ちはだかり、最後方ではキールがその竜りゆう眼がんを鋭く細め、その背に宿した炎の翼つばさを羽ばたかせていた。

　怒ど濤とうの如く押し寄せていた村人たちが、一瞬にしてその勢いを殺される。

　その瞬間を見み逃のがさず、ラードゥはその野太い声を響かせた。

「ほらほら、お前らも。客人が驚おどろいているだろう。散った散った！」

　太たい鼓こを打ち鳴らしたようなよく響く声が、村人たちの鼓こ膜まくを打つ。村人たちは実に不満そうだが、さすがに村の頭を相手にしてまで食い下がる者はいないらしい。津波のように押し寄せていた村人たちが、名残なごり惜おしそうに愛の言葉を残しながら引いていく。

　その愛の囁ささやきの中に、

「《血命紋》を嫌きらうお前が、今さらどの面つら下げて帰ってきたんだ」

　苛立ちに満ちた言葉がこぼれ落ちた。反射的に、レインが声の方へと首を捻ひねる。だが、さっきまでそこに立っていた男は、取り巻きたち共々村人に紛まぎれその姿を消していた。

「なんなんだよ。あいつら」

「すまんな。客人。奴はダルス。実力も人をまとめる手しゆ腕わんも申し分ないが、少しばかり責任感が強すぎるやつでな」

「責任感が強くて、なんでジナにあんな態度をとるんだよ？」

　うつむくジナを心配しながら、レインが憮ぶ然ぜんと呟く。

　その疑問が氷解する前に、ようやく解放された仲間たちの疲つかれた声が耳を打った。

「はぁ……はぁ……。なんなんだ、奴らはっ！」

「こ、怖こわかったぁ～……」

「あ～、驚いた。いやいや、貴重な体験だったね。て、あれ。どうしたんだい、レイン。怖い顔して」

　乱れた衣服を整えるガゼットが、レインに向けて小首を傾かしげる。

「いや、それが……」

　今の出来事を説明しようとしたレインは、唐とう突とつにその口を引き結んだ。三人には見えないように、後ろからジナがレインの背中を引っ張ったのだ。

　ジナの意思を察したレインが、慌てて口を噤つぐむ。

　その不自然な態度にガゼットたちが不思議そうに首を傾げた、その時。

「すまんなぁ、客人。なんせ、うちの村は年中嫁よめ婿むこ不足で若い衆は盛さかって仕方なくてな」

　レインたちを庇かばうように前に出たラードゥが、バツの悪い表情を浮うかべながら頭を下げ、ガゼットたちに謝罪した。彼からは、ジナがレインの背中を引っ張るのが見えたはずだ。気を利きかせてくれたのだろう。

　レインが心の中でラードゥに頭を下げる。

　一方、ガゼットはラードゥの言葉に何か違い和わ感かんを覚えたのか、レインの時とは別の不思議そうな顔をしながら首を傾げていた。

「嫁婿不足？　別に、若い人が少ない──ってわけでもないみたいですけど？」

　ぐるりと首を回したガゼットがラードゥに尋たずねる。その言葉の意味を、落ち着きを取り戻したレインは一いつ瞬しゆん遅おくれて理解した。確かに、スライムの《血命紋》は呪のろいと言い換かえてもいいほどの代しろ物ものではあるが、それはこの村の外での話だ。スライムの紋章を誇ほこりとする村人同士なら、もはや問題にすらならないだろう。

　詰つまるところ、村人同士で結けつ婚こんすれば何の問題もないのだ。

　ジナのことは気がかりだが、確かにガゼットの疑問も気になる。エルニアやアリカも、レインと同じような表情をしていた。

　一呼吸置いたガゼットが、聞いてもよいものかと一瞬思案顔を浮かべつつ、眼鏡の位置を整えラードゥへと尋ねる。

「この村がスライムの《血命紋》の集つどう村なら。他ほかの紋章の異性と実を結んでも、発現するのはスライムの紋章だけですよね。わざわざ外へ伴はん侶りよを探しに行くメリットもないように思うんですけど？」

「あ～、いや～。まぁ、それはな～……」

　ガゼットの鋭い指し摘てきに、ラードゥは苦い笑えみを浮かべながら曖あい昧まいな言葉で言葉を濁にごす。

　その口ぶりになおさらガゼットは眉まゆ頭がしらを寄せたが、その疑問を解決する前に、ドスンドスンと重たい音を立てて巨きよ大だいなスライムが一行へと飛び寄ってきた。

「ぎゅっぽん！」

「ボボル。どうした？」

「ぎゅぽん。ぎゅぽぽぽぽん。ぎゅ～っぽん！」

　ボボルがなにやら大きな身体からだを器用に捻ひねり、懸けん命めいに何かを訴うつたえる。ただ、大きな身体が災わざわいしてか、そのジェスチャーはかなりおおざっぱで、正直なところ何を言っているのかさっぱり分からない。

「ほ～ほうほう。そうか、わかった。ボボル、伝言ごくろう」

　だが、そこは流石さすが、主あるじとパートナー。ラードゥにはボボルが何を言いたかったのかすぐに分かったらしい。ラードゥは礼を言いながらボボルの大きな身体を叩たたくと、なにやら意味深な笑みを浮かべてジナの方へ視線を流した。

「ジナ。先代が待ってるそうだぞ。すぐに家に戻れ」

「……い」

　ダルスを相手取ったときよりもあからさまに、ジナが渋じゆう面めんを作りながら口を歪ゆがめる。

　そして、その表情が崩くずれる間もなく、

「ジぃいぃぃぃナぁぁぁあぁぁああ！」

　天を貫つらぬくような声が、村の広場に響き渡った。

「！！！」

　耳をうったその声に、ジナがビクッと身体を震ふるわせ、恐おそる恐る身を捩よじる。

　レインもジナに続いて背後に視線を走らせると、肩かたによぼよぼのスライムを乗せた一人の老人が、両手を大きく広げながら疾しつ走そうしてきた。

「ルル、ぶっ飛ばし、て！」

「きゅぴっ！」

　ジナが顔を迷めい惑わくそうに歪ませ、突つき放すように叫さけぶ。その命令に、肩に乗っていたルルは、ペムペムを目の前にしたかのように目を鋭く細めると、桃色の身体を老人に向けてはじき出した。全身を撓たわめかせた容赦のない体当たりが、流星の如ごとく広場を駆かけ抜ぬける。

「甘いわっ！」

　だが、老人は軽く声を上げると、その老体からは想像できない流りゆう麗れいな足さばきを以もつて砲弾と化したルルを回かい避ひした。老人の身体が斜め前方へ滑すべり、さらに傍はた目めには緩ゆるやかな動作で肘ひじを突き上げる。ともすれば優やさしくルルの頰ほおを受け止めた肘は、まるで初めから定められていたかのように桃もも色の砲ほう弾だんを果てしない空へと誘いざなった。

「きゅぴっ！」

「むぅ！」

　悔くやしげな鳴き声を上げたルルが空高く舞まい上がる。ジナが咄とつ嗟さに体勢を整えるが、もう遅おそい。一気にジナの懐ふところに潜もぐり込んだ老人は、細い背中に腕うでを回すと涙なみだながらに抱だき締しめた。

「お～～ぅおうおうおぅ。ジナぁあぁぁぁ。ジナぁぁあぁあ。ジナあぁあぁぁっ！　おお、ワシの可愛かわいいジナあぁぁぁ。まったく、いきなり家を飛び出していきおって。手紙の一つも寄よ越こさんと今までどこにおったのじゃ。悪い虫が付いたらどうするんじゃあぁああ！」

「ムギじぃ。苦し、い。離はなし、て」

　甚はなはだ迷惑そうな表情を浮かべながら、ジナが老人に抗こう議ぎする。だが、老人はより一層腕に力を込こめると、二度と離してなるものかとばかりにその身体を強く抱きしめた。

「嫌いやじゃ、嫌じゃ、嫌じゃっ！　このムギナ・レームライト。もう金こん輪りん際ざいこの手は離さんぞ！　そうじゃろ、ロロン」

「むぅ～ぎゅう～」

　同意を求められた薄うす緑色の老スライム、ロロンが仕方ないとばかりに頷うなずく。

　そんなロロンに満足げな笑みを浮かべたムギナの身体が、横から撃うち据すえられた衝しよう撃げきにもんどり打ちながら吹ふき飛んだ。

「きゅぅぅっぴ！」

「ルル。ありが、と」

　主の命令通り、完全な死角からムギナをぶっ飛ばしたルルが、安あん堵どの息を零すジナの肩に舞い戻もどる。その一連の流れを見ていたレインは、微び妙みような表情を浮かべながら、腰こしをありえない方向に曲げて呻うめき声を上げる老人を指差し、頭を抱かかえるラードゥに尋ねた。

「えっと、何？　あのじいさん？」

「恥はずかしながら、あれが我らの先代だ。ああ、名めい誉よのために言っておくが腕は確かだよ。──娘むすめを溺でき愛あいし過ぎるのが玉に瑕きずだがな」

　やれやれと首を振ふるラードゥに、レインが「へ～」っと好戦的に口元を吊つり上げて相あい槌づちを打つ。スライムトレーナーとして腕が立つと聞いては、興奮せずにはいられない。

　できることなら、このじいさんの戦い方を見てみたい。できることなら戦ってみたい。

　そんな突とつ拍ぴよう子しもない願望を抱いだくレインに、腰を擦さすりながらなんとか立ち上がったムギナの鋭するどい視線が突き刺ささった。

「なんじゃ、お前らは？」

「あっ、ああ。先代。彼らはジナの──」

　値ね踏ぶみするようにレインたちを睨にらむ長老に、いち早く不ふ穏おんな気配を察知したラードゥが慌あわてて口を開く。

　だが、そのラードゥの言葉を遮さえぎり、

「私の婿様と友、達」

　胸を張ったジナが、絶対に言ってはいけない一言を口にした。

「なんじゃとぉぉおおおおおおおおおおおおおおぉっ!?」

　大きく仰のけ反ぞったムギナが、喉のどが裂さけんばかりの絶ぜつ叫きようを張り上げる。だが、悲鳴に近いその叫びは、次の瞬間には地じ獄ごくの底から這はい上がるような怨えん嗟さの声へと変わっていた。

「きぃ～さぁ～まぁああぁぁぁあああ！　スライムの餌えさにしてやろうかぁぁぁあ！」

　幽ゆう鬼きの如くユラユラと歩き出したムギナが、目を吊り上げながら目の前に立つにっくき男の胸むな倉ぐらに摑つかみかかった。

「えええぇぇぇえ!?　僕!?」

　呆あつ気けにとられて眼鏡をズリ落とす、ガゼットの胸倉を。

「貴様あぁあああ！　まぁ、確かにワシの次ぐらいには色男じゃが、ジナに惚ほれるとは良いところに目を付けよるが！　認めん、たとえ天地神しん魔まが認めようとも、このワシが認めんぞぉおおお！」

「ちょっと、おじいさん。待って待って、僕じゃない。僕じゃないですから！」

「なぬぅ～!?」

　懸命に胸倉を摑む手をタップするガゼットに、鼻はな頭がしらに獰どう猛もうな皺しわを刻んでいたムギナが僅わずかにその手の力を緩めながらジナへと視線を走らせる。

　ジナはこくりと小さく頷くと、その細い指先をゆっくりと持ち上げた。

「ムギじぃ。私の婿様は、こっち」

「なぁあああんんんじゃああぁぁとぉぉおおお!?」

　鉛なまりを溶とかしたかのような熱気と重々しさを孕はらむ声を上げながら、ムギナがガゼットから手を放し、ジナの指先に立つレインを穴が開くほど睨みつける。だが、三秒ほどレインを睨んだムギナは突然般はん若にやのようだった表情を破顔させると、天に向かって哄こう笑しようした。

「ぬわぁーっはっはっはっはっはー！　冗じよう談だんが過ぎるぞ、ジナよ。こんなあほ面づらが婿など。いやいや、一本取られたわい」

「あほ面で悪かったな！」

　ぺしゃんと自分の頭を叩たたくムギナに、レインが思わず声を上げる。だが、怒おこるのはそこだけだ。レイン自身、ジナの婿ではないので、その部分は否定しない。

　期せずしてレインとムギナの意見は一いつ致ちしていた。

　ならばこれ以上争いは起こらないはずなのだが。

「冗談じゃろ、ジナや」

「…………」

　同意を求めるムギナに、ジナは頑がんとして首を縦に振らなかった。

　無言のまま、表情を崩さず、その真しん剣けんな栗くり色の双そう眸ぼうで何かを訴え続けるジナに、ムギナの顔から血の気が引いていく。

「お、おい。ジナ。冗談やめろよ。ちょっ、そんなマジな顔すんなよ！」

「…………」

　慌ててレインもジナに問いかけるが、ジナはやはり頑として首を縦には振らなかった。一体、なぜジナはこうも頑かたくなにレインを婿むこだと言い張るのか。ムギナを怒らせることに、なにも得なんてないだろ──

「ああ！　なるほど、そう言うことか！」

　その時、レインの頭で点と点が一つの線で繫つながった。

　突然柏かしわ手でを打ったレインに、隣となりにいたエルニアが怪け訝げんな表情を浮うかべ眉まゆを寄せる。

「ぬ、どうしたのだ。レイン・エルハルト？」

「へへ。まぁ、見てろって」

　ニヤリと意味深な笑みを浮かべたレインがゆっくりと歩き出し、そして──

「ま、そう言うことだよ。じいさん」

　ジナの隣に並び立つや否いなや、その肩に手を乗せて自信ありげにムギナへと笑いかけた。

「レイン・エルハルト!?」

「レイン君!?」

「レイン!?」

「婿……様？」

　いつもはジナのアプローチを冗談だと受け流していたレインの突然の行動に、エルニア、アリカ、ガゼットばかりではなく、ジナまでもがその眼を大きく見開き、信じられないような表情でレインへと視線を走らせる。

　しかし、そんな彼らの動どう揺ようは、道に転がる小石に等しいほど小さなものだった。

「小こ僧ぞう。貴様、地獄を知っているか！」

　眼を血走らせ、歯を剝むき、全身から殺気を迸ほとばしらせるムギナの怒いかりに比べれば。

「ここが貴様の地獄だあぁぁぁああっ！　ワシと勝負しろ、小僧！」

「そうこなくっちゃ。やろうぜ、じいさん！」

　全身を貫つらぬく殺気を、レインが溢あふれんばかりの闘とう志しで受け止める。

　照りつける真夏の日差しの下、スライム対スライムの一戦が決定した。
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「まったく。君は一体何を考えてるんだい、レイン!?」

「そうだぞ、レイン・エルハルト！　説明しろ！」

「レイン君。私も、あの、ちょっと納なつ得とくできないんだけど。ちゃんと、説明してよ！」

　着き替がえてくると走り去ったムギナを待つレインに、ガゼットたちが一いつ斉せいに問いただす。

　その剣幕に少しばかり圧あつ倒とうされながらも、指先で鼻を擦こすったレインは得意げに答えた。

「まぁまぁまぁ、落ち着けよお前ら。せっかく、ジナが御お膳ぜん立だてしてくれたんだぜ」

「「「え？」」」

　異口同音で声を上げたガゼット達が一斉にその視線をジナへと流す。だが、彼らの眼が捉とらえたのは、自らも説明を求めるように困惑するジナの姿だった。

　そんなジナの肩を、レインは満面の笑えみを浮かべながら軽く叩たたいた。

「隠かくすなよ、ジナ。俺が本気のじいさんと戦えるように、わざと怒らせてくれたんだろ。そうだろ？」

「ち、違う！　婿様、私は……」

「謙けん遜そんすんなって、ありがとうな。ジナ」

　屈くつ託たくのない無む邪じや気きな笑みを浮かべるレインに、ジナが仄ほのかに顔を上気させて押し黙だまる。

　そんなジナの反応に心配そうな表情を浮かべながらも、アリカはそれ以上の安堵に大きく息を吐はいた。

「そ、そうだったんだ。……よかった」

「そういうことなら、事前に言えば良いだろう。心臓に悪い。アリカの時もそうだったが、噓うそは感心せんぞ。レイン・エルハルト」

「はは、悪い悪い」

　腕を組みながら憮ぶ然ぜんと息を吐くエルニアに、レインが笑いながら頭を搔かく。

　そんな四人の様子を遠巻きに眺ながめるガゼットは、心底重い溜ため息いきを漏もらしながら呟つぶやいた。

「レインて、いつ後ろから刺されても文句言えないよね」

「凍とう死し、焼死、溺でき死し。三つも選べるとは豪ごう華かだな、マスター」

（我ならば堂々と正面から焼くがな）

　心労を滲にじませるガゼットに、ピックとキールが冗じよう談だん半分真ま面じ目め半分に相槌を打つ。

　そんな会話が一区切りついたところで、

「ぜぇぜぇ。待たせたな、小僧」

　ジナとは少し趣おもむきの違う戦闘衣い装しように着替えたムギナが、息を切らしながら現れた。

「おいおい、じいさん大だい丈じよう夫ぶか。ちょっと休んでもいいぞ」

「ばっかもん！　貴様に心配されるほど、このムギナ老いてはおらんわっ！」

　レインの気き遣づかいを、ムギナが裂れつ帛ぱくの気合いと共に切り捨てる。だが、相当急いで着替えてきたらしく、衣装は乱れ、呼吸をするのもおぼつかない。

　とてもじゃないが、まともに戦える様子には思えなかった。

「むぎゅ～、むぎゅぎゅぎゅ、むぎゅぎゅぎゅぎゅ」

　ムギナの肩かたに乗るロロンが、戦うことを億おつ劫くうがるようにその身を大きく揺ゆらして抗こう議ぎする。どうやら、ロロンはこの戦いにあまり乗り気ではないらしい。それもそうだろう。普ふ通つうに考えればムギナもロロンもとっくに第一線を退いでいる歳としだ。ロロンにすれば、老体に鞭むち打うってまで戦う理由はないだろう。

　だが、そんなロロンの無気力を補ってあまりある気力が、ムギナの身体からだに満ちていた。

「ロロン。貴様、それでもワシのパートナーか。今までのすべての人生は、この一戦のためにあったと心得ろ！」

「むぎゅぅ～」

　双眸を烈れつ火かの如ごとく滾たぎらせるムギナに、ロロンががっくりと項うな垂だれ、やれやれとばかりに首を横に振る。

　そんなロロンやレインの気遣いに苛いら立だちが最高潮に達したムギナは、もはや問答無用とばかりに、立会人を務めることになったラードゥを睨み付けた。

「ほれっ。とっとと試合を始めんか！　貴様もさっさと前に出ろ、あほ面小僧！」

「あほ面あほ面うっせえよ！」

「貴様なんぞあほ面で十分じゃ。ほれ、さっさと来い！」

　ムギナがレインに向けてその手を持ち上げ、早く上がれとばかりに手招きする。その姿は、まるで駄々をこねる子供のようだ。

「はぁ、双方前へ」

　ラードゥが呆あきれ気味に肩を落としながら指揮を執る。

　そんな村の頭とは対照的に、レインの双眸は溢れんばかりの気迫に満ちていた。その眼の輝かがやきに、馬ば鹿かにされた怒りはない。

　闘志を纏まとった者同士が向き合えば分かることもある。

　激情に狂っているように思えるムギナだが、対たい峙じした瞬しゆん間かんにレインを叩きつけたその覇は気きは本物だった。

「覚かく悟ごしておけ、小僧。今から貴様に、地じ獄ごくを見せてやる」

　ムギナが嵐あらしの如く凶きよう悪あくな双眸でレインを射い貫ぬく。

　その双眸を前に、レインとペムペムは同時にその口の端はしを吊つり上げた。

「へ、上等！」

「ぴぎ！」

　レインよりも遥はるかなる先を行く、老成されたスライムトレーナー。

　果たして、ムギナはレインの師となるか、はたまた地獄への船頭となるか、

「スライムトレーナー、レイン・エルハルト。そのパートナー、ペムペム」

「スライムトレーナー、ムギナ・レームライト。そのパートナー、ロロン」

　新しい力を求めるレインの船旅が、今──

「「己おのが紋もん章しようと、パートナーの名に懸かけて、勝負！」」

　始まった。
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「いっけぇえぇぇえ！　ペムペム、【体当たり】」

「ぴぎぃ！」

　腕うでを突つき出すレインの指示に、肩から飛び降りたペムペムが地面を弾はじき加速する。一度目の加速は、次に地面を弾いたときにはさらに倍になった。ただただ愚ぐ直ちよくに鍛きたえた体当たりに全すべてをかけ、ペムペムがムギナへと肉にく薄はくする。

　ムギナは右へ左へと助走を付けるペムペムを睨にらみつけると、鼻を鳴らしながらその拳こぶしを突き出した。

「ふん。青二才が！　行け、ロロン。返り討うちにしてしまえ！」

「むぎゅぅ!?」

「何を驚おどろいておる！　あんな小僧に舐なめられてたまるか、真っ向勝負じゃ！」

「む～ぎゅぅ～」

　唾つばを飛ばしながら拳を突き出すムギナに、ロロンが仕方なくその肩から薄緑色の身をペムペムに向けて弾き出す。

　だが、その時すでにペムペムは加速を完かん了りようしていた。向かってきたロロンを、ペムペムが自らの身を以もつて迎げい撃げきする。二体のスライムが衝しよう突とつした激しい音が響ひびいた刹せつ那な、艶つややかな若スライムが皺しわの寄った老スライムを渾こん身しんの力ではじき飛ばした。

「むぎゅ～～っ！」

　しわがれた悲鳴が広場に響き、ロロンの身体が吹ふき飛ばされる。全ぜん盛せい期きの力がいかほどのものであったか定かではないが、単純な体当たりでは完全にペムペムの方が上だった。

「ぎゅぅううっぴ！」

　全衝撃をロロンに叩き込んだペムペムが、着地するや否いなや吹き飛ぶロロンを追いかけてその身を再び砲ほう弾だんに変える。空中を回転しながら吹き飛ぶロロンに、ペムペムは地面を這はうようにその身を撃うち出した。ロロンの真下をくぐり抜ぬけたペムペムが、急激なブレーキを掛かける。ひしゃげる水色の身体が、その衝撃のベクトルを上方に誘ゆう導どうする。波は紋もんの如く広がった土つち煙けむりを残し、ペムペムの身体がロロンに向けて跳はね上がった。

「ぬぐ！　弾け、ロロン！」

「ぎゅぅ～む～」

　苦しそうに唸うなったロロンが、その身を捻ねじりながらペムペムの衝撃を受け止める。スライムの弾力が衝撃を受け止め、ペムペムをあらぬ方向へ吹き飛ばそうと試みる。

「させるか！」

　だが、レインとペムペムはその技はすでに体験済みだった。

「ペムペム、弾け!!」

「きゅぴぃい！」

　レインの号令に、ペムペムがロロンと逆方向にその身を捻ひねりあげる。空中でひしゃげあう二体のスライムの身体の表面に、幾いく重えもの皺が寄る。柔じゆう軟なんな身体を捻りあげることで生まれるエネルギーが、両者の間でせめぎ合う。

「ぴぃゅぅぅうっぎゅっ！」

「むぎゅうううううう!?」

　その勝負は、またしてもペムペムに軍配が上がった。張り艶のある水色の身体がロロンの生み出すエネルギーを抑おさえ込み、その身体をムギナの方へと弾き出す。グルグルと乱回転しながら落下したロロンは、そのままムギナの足元へと叩きつけられた。

「むぎゅ～……」

「大丈夫か、ロロン！」

　目を回すロロンを、ムギナが慌あわてて抱だき上げる。スライムの軟なん体たいゆえ衝撃によるダメージこそないが、明らかにその身体能力はペムペムの方が上だった。

「どうだ、じいさん。俺のペムペム、なかなかやるだろう！」

「ぴぎぃ！」

　一いつ旦たん戻もどってきたペムペムを肩に乗せ、レインが胸を張る。その顔に浮うかぶ好戦的な笑みは、煌きらめく双そう眸ぼうと共にムギナを挑ちよう発はつした。一撃目こそ勝ったが、相手は一族の長おさを務めるスライムトレーナー。身体から滲み出る自信は、レインの携たずさえる自信とは全くの別物だ。

　歴戦の威い圧あつの中に垣かい間ま見れる強つわ者ものとの戦いの残ざん滓しを、レインが強欲に嗅かぎ取る。逆風、逆流の中を乗り越こえてきた経験があるこそ、老スライムをパートナーとするムギナの双眸には、今まさに血気盛さかんなレインを滾らせるほどの何かがあった。

　それは、直感と言い換かえてもいい。現状を打破するための鍵かぎを求め、ただで終わるなんて許さないとばかりにレインがムギナを睨み付ける。

「さぁ、どうすんだよ。じいさん！」

　レインが挑いどむようにムギナへ熱気の籠こもった声を叩きつける。

　その気き迫はくに、ただただ怒いかりに翻ほん弄ろうされるばかりだったムギナの双眸がギラついた。

「ふん、アホ面づらがだまっちょれ！　ここからが、本番じゃ！」

　ロロンを胸から放したムギナが、その拳を握にぎり締しめる。その瞬間、握り締めたムギナの拳の隙すき間まから、浅あさ闇やみのような薄紫色の閃せん光こうが迸ほとばしった。拳だけではない、漏れ出す光に呼応するように、ロロンの身体に刻まれたスライムの紋章が鮮せん烈れつな輝きに包まれる。

　モンスターと魔獣錬磨師モンスタートレーナーの魂たましいをつなぎ合わせる技ぎ巧こう【契けい約やくの絆きずな】を発動したのだ。威圧の風が吹き荒あれ、レインの髪かみをかき乱す。肉体は衰おとろえようとも、精神が熟練されていれば【契約の絆】の力は以前に増して増大する。

「向こう、何かやる気だぞ。気張れよ、ペムペム」

「ぴぎっ！」

　ムギナの覇気を受け、レインが闘とう志しをその拳に刻んだスライムの紋章に叩たたきつける。瞬時に発動する【契約の絆】に、ペムペムの身体が青々と輝き出す。

　若き情熱と老成された精神、互たがいの【契約の絆】の力はほぼ互ご角かく。

　ならば、やはり有利なのは肉体的に勝っているレインとペムペムの方だろう。

　果たして、自分よりも上位な敵を前に、ムギナとロロンはどう戦うのか。

　その答えは、

「行くぞ、ロロン。【群ぐん咆ぽう】！」

「むぎゅううぅぅぅぅうううううううう！」

　辺り一帯に響ひびき渡わたったロロンの鳴き声により明かされた。

　ゾクリと、レインの首筋に冷気が走る。【契約の絆】が発動したとき、魔獣錬磨師モンスタートレーナーはモンスターの力を還かん元げんできる。レインがペムペムより受け取った力は、危機察知能力と筋力の柔じゆう軟なん性せい。今、その危機察知能力が最大限の警報を鳴らしていた。

　ロロンの鳴き声が、殷いん々いんと木霊こだまする。その声は森をすり抜け、海にまで届いていた。小さなスライム島を包み込む咆ほう哮こう。その咆哮は、凶悪な地響きと共に返ってきた。

「いいぃ!?」

「ぴぎゅい!?」

　いかなる攻こう撃げきにも対処できるように身構えていたレインとペムペムが、喉のどを唸らせながら鼻白む。地響きの正体は、茂しげみの中や、森の奥、家の隙間や家か畜ちくたちの背中から飛び跳はねてきた数え切れないほどのスライムの群れだった。

【群咆】。それは、狼おおかみ族ぞくの【友とも吠ぼえ】と並ぶ、同種族を呼び寄せる鳴き声を放つ技わざ。力の及およばない相手に、数で対抗するのは理に適かなっている。しかも、それを成したのが、全種族中最多の固有数を誇ほこるスライムが使ったならば。

　それはもはや、立派な暴力だった。

「むう……ぎゅう」

　大声を上げてくたびれたのか、ロロンが大きく息を吐つく。

「さあ、小こ僧ぞう……」

　その傍かたわらに立つムギナは、手の甲こうに筋を浮かび上がらせた腕を振ふり上げると、

「地じ獄ごくの時間だぞ！」

　容よう赦しやのない激情を乗せて、その腕を振り下ろした。

「うおおおおお!?」

「ぴぎぎぎぎぎ!?」

　殺さつ到とうしてくるスライムたちに、レインとペムペムが思わず悲鳴を上げる。だが、その悲鳴は恐きよう怖ふではなく興奮に満ちていた。双眸に烈れつ火かの如ごとき熱を宿したレインが、その闘志を受けて輝くスライムの紋章を握り締める。

　声を掛け合う事もなく、その場に笑えみを置き去りに、レインとペムペムは弾かれたように逆方向へと走り出した。

「ふん。的を絞しぼらせぬ気か。甘いわ！　ロロン。押し潰つぶせ！」

「むぎゅう！」

　ロロンがその身体からだを弾はずませて指揮を執とる。その低い鳴き声が響かせるのはただの声ではない。声は振しん動どうとなり、無数のスライムたちに取りこぼすことなくその意志を伝達させる。一糸乱れぬとはまさにこのこと。二手に分かれたレインとペムペムに翻弄されることなく、スライムの群生が二手に分かれる。

「きゅっぴ！」

　ペムペムの弾むような声が、瞬またたく間に後方に置き去りにされる。スライムの雪崩なだれに飛び込む一匹のスライムは、襲おそいかかる同族たちと真っ向から対たい峙じした。最さい先せん端たんのスライムを飛び出した勢いのままにはじき飛ばし、失った速度をすぐ脇わきにいた《ローズスライム》を踏ふみ締めて補ほ充じゆうする。撓たわめかした身体で踏み台にしたスライムを地面へと墜つい落らくさせたペムペムは、すぐ目の前に迫せまった《ロックスライム》の鼻先でその身体を大きく捻った。ねじった身体を直すぐさま解放。旋せん回かいする勢いのままに、巨きよ大だいなロックスライムの身体の上を、ペムペムが転がるように駆かけ抜ける。その回転の勢いですれ違ちがい様に二体のノーマルスライムをはじき飛ばしたペムペムは、そのままロックスライムの硬かたい身体を踏み台に、一気に自らの身体を真下に向けてはじき飛ばした。直進してくるスライムたちの網あみの目を縫ぬい、ペムペムが地面に着地する。刹那、ペムペムの身体が再び大きく捩ねじれた。着地の勢いをそのまま転がるためのエネルギーに変へん換かん。地面とスライムたちの僅わずかな隙間を、ペムペムが目にもとまらぬ速度で駆け抜ける。

　軍勢を相手にしても全く怯ひるまぬ胆たん力りよく。自らを鍛きたえ、自分よりも圧あつ倒とう的強者とばかり戦ってきたペムペムに、魔獣錬磨師モンスタートレーナーというパートナーを持たぬスライムたちの攻撃は届かない。

　そんなふがいない仲間たちを補うように、半分に分かれた一軍隊がレイン目がけてその身体を弾ませた。すばしっこいペムペムよりも先に将を射んと、地面に着地したスライムたちが一いつ斉せいにその身体を一本の矢の如くレインに向けて解き放つ。

　不敵な笑みで待ち構える魔獣錬磨師モンスタートレーナーの相そう貌ぼうが、スライムたちの瞳ひとみに滑すべり込んだ。

「いいねぇいいねぇ！　よぉっしゃぁ！　来いやぁぁぁあ！」

　走る足を止めようともせず、レインが哄こう笑しようしながらその手に刻まれたスライムの紋もん章しようを輝かがやかせる。身体中に霜しもを浮かべた《スノースライム》が、死角からレインに向かって跳ね上がる。空気を押し潰しながら迫せまるその一撃を、レインは気配だけで首を傾かしげて回かい避ひ。頰ほおを撫なでる冷気は無視。首筋から這い上がる警報。視界の端はしで、頭の上に葉っぱを生やした《リーフスライム》の一団が一斉にその身を捻り、鋭するどい葉の刃やいばをレインに向けて解き放つ。耳を撫ぜる風切り音。レインは、一気にその身を沈しずめると、左足を伸のばしながらその場で大きく旋回した。つま先が地面を抉えぐり、大量の砂じや利りを跳ね上げる。人の肌はだ程度なら易やす々やすと切り裂さける葉の刃が、巻き上げられた砂利にその勢いを殺される。

【契約の絆】に寄る危機察知能力と筋肉の柔軟性の向上は、荒あれ狂くるうスライムの帳とばりにおいても適確にレインの生命線を探さぐり当てていた。その相貌に浮かぶ好戦的な笑みに、追撃を仕掛けようとしたスライムたちが驚きよう愕がくする。

「むっぎゅぅ！」

　その驚おどろきは、喝かつを入れるような鳴き声に瞬しゆん時じに引き締められた。

「むぎゅぎゅぎゅ、むぎゅぎゅ、むぎゅぎゅぎゅぎゅん！」

　ロロンが何かを叫さけび、叫びは振動となってその意味をスライムたちへと伝でん播ぱする。次の瞬間、無む作さく為いにレインに飛びかかっていたスライムの群れが大きく割れた。怪け訝げんの顔をするレインの鼻が、ぬるっとした匂においを嗅ぎ付ける。

　匂いの正体は、《オイルスライム》たちが自らの身体を分ぶん離りさせて地面にまいた油だった。油に足を取られたレインが、バランスを崩して倒たおれ込む。だが、寝ねそべっている時間はない。首筋を悪お寒かんが貫つらぬき、レインの目の端で真っ赤なスライムが跳とび上がる。

　その身に炎ほのおを宿した《ファイヤスライム》が身体を震ふるわせ、小さな火の粉をばらまく。単発では枯かれ木に火も付けられない弱い火の粉だが、その火の粉は油に着火するやいなや、凄すさまじい炎にその身を変えてレインに向かって襲いかかってきた。熱気が肌を焦こがし、朱あかく染まった汗あせが頰を伝う。

「くっそ！」

　地面に手を着いたレインが悪態を零こぼす。油で滑り、思うように動けないのだ。一方、吹ふき上がった火の手は、油を伝ってその腕うでをレインへと伸のばしてきた。

　伸びた炎の腕かいなが空を摑つかむ。

　間かん一いつ髪ぱつ。レインの危機に駆けつけたペムペムが、その身体を膨ぼう張ちようさせ、主あるじを吞のみ込みつつ炎の魔まの手から離り脱だつする。だが、安あん堵どするのはまだ早い。的の大きくなったペムペムへ、ロックスライムの大重量の身体が隕いん石せきの如く降り注いできた。

「ぴぎぎぎぎ!?」

　レインを勢いよく吐はき出したペムペムが、墜落してきたストーンスライムに悲鳴を上げる間もなく押し潰される。四散する水みず飛沫しぶき。はじけ飛んだのは、ペムペムの分ぶん裂れつ体たいだ。

「ペムペム、今だ。ぶっ飛ばせ！」

　跳ね起きたレインがその拳こぶしをロロンに向けて突つき出す。すでに、ペムペムの本体はスライムの軍勢をくぐり抜ぬけてロロンを射程圏けん内ないに収めていた。

「ぴぃぃいいっぎ！」

　主に牙きばを剝むいた怒いかりも込めて、ペムペムがその身体をロロンに向けてはじき出す。指示を出すことに専念していたロロンがこの一撃を躱かわせるはずもなく、渾こん身しんの体当たりをまともに受けた老スライムは、その身体を受け止めたムギナごと土つち煙けむりを上げながら吹き飛んだ。

　指揮を出していたロロンを吹き飛ばされ、スライムたちの猛もう攻こうがピタリと止まる。その隙を突き、レインは一気に走り抜けると、ロロンを吹き飛ばしたペムペムと合流した。

「ナイスだ、ペムペム。よくやった」

「ぴっ……ぴぎ!?」

　喜びの声を上げようとしたペムペムが、レインを見上げながら不思議そうに小首を傾かしげる。それもそうだろう。今まさにその鍛たん錬れんの成果を以もつて敵に一撃を与あたえたはずの主の顔は、満足を湛たたえるどころか、これ以上ない焦しよう燥そう感かんに満ちていたのだ。

　その表情の意味を、契約の絆で繫つながったペムペムは即そく座ざに理解した。

　レインの顔に浮うかぶ焦燥、それは迷いだった。

　これでいいのか、今の攻防でいいのかという迷いだ。

　確かに、レインはその戦略と鍛錬を以てムギナとロロンを吹き飛ばした。だが、それでは今までと何も変わらない。何一つ、強さを手にしていない。

「おい、じいさん。これで終わりかよ！」

　圧倒的な勝利ではなく、次へ繫がる何かを求め、レインが懇こん願がんするように叫ぶ。今、レインたちは、ムギナたちより圧倒的に優位に立っている。規格は違えど、それはレインがエルデミオールを携たずさえるファルドや、神を携えるアリエルたちのような絶対強者に立ち向かう構図と全く一いつ緒しよだった。

　だからこそ、レインは願う。

　勝利を望みながら、ムギナにこの圧倒的死地を吹き飛ばして欲しいと強く願う。

　その時、目の端で幻げん想そう的な銀ぎん髪ぱつが初夏の風にゆっくりと靡なびいた。レインの双そう眸ぼうに、こんな時でも少し眠ねむたげに瞼まぶたを半分閉じるジナの顔が映り込む。

　一瞬の逡しゆん巡じゆん。レインは賭かけに出た。

「いいのかよ、じいさん。そんなんじゃ、俺がジナを貰もらっちまうぞっ！」

　心の中でジナに激しく頭を下げながらレインが喉を震わせる。

　一方、まるでジナを嫁よめによこせと言わんばかりの勢いを見せるレインに、勝負を見守っていたエルニアとアリカが顔を真っ赤に染めて身を乗り出した。

「レイン・エルハルト！　貴様、やはりそれが望みだったのか！」

「レイン君。やっぱりそうなの！」

　声を張り上げながら飛び出す二人に、キールとガゼットが慌あわててその後に続き、憤ふん慨がいする二人を押し止とどめる。

「待ちなよ、アリカ。落ち着いて」

「ガッちゃん!?　どいてよ、ガッちゃん！」

「だから、落ち着きなって。あんなの、見え見えの挑ちよう発はつだってば」

「そこをどけ、キール！　貴様が向き合う相手は、あの痴しれ者だ！」

（落ち着くのだ主よ。あのスライムトレーナーにそんな甲か斐い性しようがあるはずなかろう）

　説得役に回るガゼットとキールに、エルニアとアリカは聞く耳を持たないとばかりに首を激しく横に振る。その二人の掌てのひらが、燃えるような朱しゆ色いろと透すき通るような水色に輝いた。エルニアは契けい約やくの絆きずなの強制力を以てキールを従わせようと試み、普ふ段だんは大人しいアリカまでもがレオンと共にガゼットの制止を振り払おうとその双眸に強い意志を込こめる。

　レオンはともかく、キールがエルニアに荷か担たんするのはまずい。いくら何でも、ガゼットとピックでは荷が重すぎる。

「キール。頼たのむよ堪こらえて！」

　歯を食いしばりながら契約の絆に抗あらがうキールに、ガゼットが切せつ羽ぱ詰つまった声で懇願する。その眼鏡のレンズに、鮮あざやかな銀色の髪かみが揺ゆらめいた。身を焦がすほどの感激に頰を仄ほのかに赤くしたジナが、その瞼を大きく持ち上げながらガゼットの隣となりに並び立つ。

「行かせ、ない」

「きゅぴ！」

　主の固い決意に、ルルが力強い声で応じる。まさに、一いつ触しよく即そく発はつ。長旅を共にした仲間たちによる流血必至の睨にらみ合いに、この事態を引き起こしたレインの顔が青ざめる。

「いや、っちょ!?　悪い。みんな。今のな──っ!?」

　事態を収拾するため駆け寄ろうとしたレインが、全身に突き刺ささる殺気に反射的に顔の前で両腕を交差する。その足あし下もとではペムペムが全身を細かく震わせながら戦おののいていた。

　レインとペムペムを震しん撼かんさせた殺気に、エルニア達が一斉に静まり返る。

「貴様、よほど死にたいらしいな」

　その声は、悪あつ鬼き羅ら刹せつすらも戦せん慄りつするほどの、深い、深い深い深い怒りに満ちていた。

　声の主はゆっくりと立ち上がったムギナだった。だが、その全身から放たれる殺気は、先ほどまでとはまるで別物だ。まるで、青虫が蛹さなぎとなり、蝶ちようへと姿を変えるような根本的な変質。まるで落ちる場所を求めて稲いな光びかりを放つ雷かみなりのような危あやうさに、呼び寄せられたスライムたちが一斉にその場から退散する。

「へへ、ようやく本気ってか。じいさん」

　レインが声を上うわ擦ずらせながら、何とか笑えみを作る。だが、その笑みが偽にせ物ものだと、レインは自ら理解した。全身を引き裂くような警報が、首筋から鳴り響ひびく。ゴクリ、とレインが知らず知らずのうちに唾つばを飲む。全身の緊きん張ちようを高め、いかなる初動にも対処できるように危機察知能力を研とぎ澄すます。それは、レインの足下に構えるペムペムも同様だ。すでに身体は撓たわめき、いつでも最高の体当たりが繰くり出せる状態を作り出す。

　そんなレインたちを見み据すえながら、ムギナはゆっくりと後ろ髪を搔かいた。

「やれやれ、【群ぐん咆ぽう】で倒せぬ奴やつは久しぶりじゃな。じゃが……」

　ムギナが静かにその双眸の焦点をレインへと定める。射い貫ぬくというよりは、全身を貫かんばかりの眼まな差ざしに、レインの指先が掌から伝う汗で滑る。

　そんなレインに向け、ムギナは静かに腕を天へと突き上げた。

「これで終しまいじゃ。ロロン、【崩ほう哭こく】！」

「むぎゅぅううううｕｕゥｕｕぅＵｕｕゥぅＵｕｕ!!」

　突とつ如じよ、ロロンの口から鼓こ膜まくを破るような奇き声せいが迸ほとばしった。その声はもはや声ではなく、超ちよう音おん波ぱに近い。脳を揺さぶるような怪かい声せいに、その場にいた全員が反射的に耳を押さえて蹲うずくまる。

「声での広こう範はん囲い攻こう撃げき。これが奥の手かよ!?」

　レインも同じく耳を押さえて蹲っていたが、その顔には微かすかなもどかしさがあった。確かに、強力な声だ。こちらの動きを抑おさえることが出来る。だが、本質的なダメージは皆かい無むだ。これでは、声が嗄かれると同時に反撃されて終わりだろう。

　この声が続く間だけ耐たえきれば勝機がある。そう確信したレインが、タイミングを計るべくその双眸をロロンへと定める。

　その目に焼き付いた光景を、レインは生しよう涯がい忘れることはないだろう。

「なんだ……ありゃ？」

「ぴ、ぴぎぎ？」

　レインとペムペムが、目に飛び込んできたロロンの状態に啞あ然ぜんとする。まさに、奇声の発信源であるロロンの身体が、激しく蠕ぜん動どうしだしたのだ。まるで内側から沸ふつ騰とうでもするかのように、ロロンの身体からだのなかで無数の気き泡ほうが渦うずを巻く。その気泡が数え切れない量になり、老スライムの身体を搔き乱す渦が、薄うす皮かわ一枚手前までその円を広げた刹せつ那な。

　火山でも噴ふん火かしたかのような爆ばく音おんと共に、ロロンの身体が全く異次元の姿へと変質した。

「むきゅっ！」

　ロロンが張りのある声を上げる。いや、声だけではない。ヨボヨボだった身体はペムペムに負けないほどの艶つやを取り戻もどし、垂れ下がった双眸が闘とう志しを宿してつり上がる。そして、その身体の中心では、溢あふれんばかりのエネルギーが光り輝かがやく球体となっていた。まるで太陽を吞み込んだかのような姿に、レインとペムペムが息を吞む。

　一いつ瞬しゆん、二人の脳のう裏りを【昇しよう華か】という言葉が掠かすめた。モンスターはその経験値がある一定の水準を超こえたとき、その体力を全快し、一時的にではあるが凄すさまじい力を発揮できる。

　だが、ロロンのそれが【昇華】でないことはすぐに分かった。理由は単純。先ほどペムペムが吹き飛ばして付けた表皮の擦すり傷が完治してないのだ。それに、【昇華】が発動したからといって、スライムの身体の中に可視化できるほどのエネルギーが迸るなど、聞いたこともない。

「いいのか、小こ僧ぞう……」

　呆あつ気けにとられるレインの耳のすぐ近くで、その声は響いた。

「隙すきだらけだぞ」

　声と共にムギナの右足が霞かすむ。烈れつ風ぷうを纏まとったつま先は、咄とつ嗟さに胸の前で防ぼう御ぎよしたレインの腕うでごとその身体を吹き飛ばした。

「がっは!?」

　胸から押し出された空気にうめき声を上げながら、土つち埃ぼこりを巻き上げるレインが強引に手を着いて身体を跳はね上げる。その瞬間、青い球体が自分に向かって吹き飛んできた。それがペムペムだと知り、レインが咄嗟に横手に飛んで相棒の身体を受け止める。

「大だい丈じよう夫ぶか、ペムペム！」

「ぴっぎゅい！」

　思いの外元気な声に、レインが僅わずかに安堵の息を吐つく。だが、その息はすぐに迫せまってきた危機に吞み込まれた。堅かたい空気の壁かべを打ち破り、薄うす緑みどり色いろの砲ほう弾だんがレインの脇わき腹ばらに突き刺さる。危機を察知したときには攻撃が突き刺さっていた。目を見開きながらレインが何とか身を捩よじり、少しでも衝しよう撃げきを軽減する。再び吹き飛ばされはしたが、今度は倒たおれない。舞まい戻る薄緑色の砲弾を追いかけ、レインとペムペムがその双眸を滑すべらせる。

「どうした、動きが鈍にぶいぞ。小僧」

「むっきゅ！」

　双眸に映り込んだのは、ムギナの肩かたに舞い戻るロロンの姿だった。若返ったと言っても過言ではないロロンがゆっくりとその身体を前に倒し、重力にまかせて落下する。そして、その身体が地面に着地した瞬間。

　再び、レインとペムペムの危機察知能力を上回る砲弾が、地面を吹き飛ばして突っ込んできた。声を上げる暇ひますらなく、レインが勘かんだけを頼たよりに膝ひざを折る。頭上を通り抜ぬける突風に髪を攫さらわれ、レインはようやく自分が辛かろうじて攻撃を回かい避ひできたことを知る。
















　頰ほおを伝う冷や汗。

「ぴぎぎぎぎっ！」

　その汗を拭ぬぐう間もなく、ペムペムの警告が耳を打った。咄嗟に顔を上げたレインの視線の先に、太陽の光を遮さえぎるムギナの暗い顔が怒いかりを湛たたえた笑みを作る。

　身体を叩たたきつける危機感に脳が急加速する。

　レインはある重要なことを忘れていた。

　ジナとルルは……

「さあ、小僧。仕置きの時間じゃ」

　魔獣錬磨師モンスタートレーナーを狙ねらった近接格闘術の使い手だった。

　目の端はしで、再びムギナの足が霞む。空気が押し潰つぶされる圧あつ迫ぱく感に、レインはぎりぎりのタイミングで身を引いた。横殴なぐりの靴くつ裏が鼻先を掠かすめ、烈風が前髪を撫なでる。横に流れたつま先はそのまま上へと伸のび、そして真下へ落とされた。ペムペムが慌ててレインの腕から飛びだし、苛か烈れつな踵かかと落としに立ち向かう。接せつ触しよくの一瞬、ペムペムがその身を一気にねじり上げた。スライムの弾だん力りよく性がムギナの足を包み込み、レインの脇へとその行き先を変へん更こうする。爆音。半ばまでめり込んだ踵に、砂じや利りが飛び散りレインの身体を叩く。その痛みに気を止める間もなく、堅く握にぎられた拳こぶしがレインの顔面に伸びてきた。ペムペムはまだ着地していない。今度はレインが踵に力を込こめ、両掌を以もつてムギナの拳を受け止める。

「ロロン、来い！」

「むっきゅう！」

　ムギナの肘ひじで衝撃が爆発した。

　受け切ったかに思えたムギナの拳が、肘を打ち据えたロロンの力を借りてその威い力りよくを倍増させる。レインの掌は耐える間もなく押し戻され、顔面に衝撃が走った。背中からもんぞりうって倒れるレインの右腕を、ロロンを踏み台に加速したムギナの靴裏が捕とらえる。身動きを封ふうじられたレインを助けまいと、ペムペムが渾こん身しんの力でその身をムギナに向けてはじき出す。だが、その行く手を薄緑色の砲弾が阻はばんだ。瞬まばたきの間に、ペムペムの身体が遥はるか彼方かなたへと吹き飛ばされる。

「ペムペ──！」

　相棒に向けて叫さけんだレインの声が、唐とう突とつに切れる。その双そう眸ぼうは、天高く振ふり上げられた拳を捕らえていた。

「さあ、喰くらえ。小僧！」

　逃にげる隙も、反撃の時間も与あたえず、ムギナが堅く握った拳をレイン目がけて振り落とす。

　その拳が繰くり出す拳けん圧あつは、レインの髪を靡なびかせ──

「はぉぉうぅ!?」

　酷ひどくまぬけな声と共に、ゴキッと言う切ない音がレインの耳を叩いた。

　目の前で制止した拳にレインが息を飲み、その向こうにいるムギナへ視線を流す。

　会心の一撃を繰り出そうとしていたムギナは額から脂あぶら汗あせが吹ふき出すと、ゆっくりとその身体を地面へ傾かたむけた。

「え？　な？　じ、じいさ──」

「む、むぎゅぅ～」

　レインの耳を、申し訳なさそうな声が叩く。何とか首を持ち上げて足あし下もとを見ると、元のヨボヨボの姿に戻ったロロンが、崩くずれる主あるじに頭を下げていた。

「ぐぬぅ～～、時間切れ、か……あぉぅっ！」

　咄嗟に腰こしを押さえたムギナが、その姿勢のままゆっくりと崩れ落ちる。腰を浮うかせたまま地面に顔から倒れ込んだムギナは、それっきりピクリとも動かなくなった。

「そこまで。勝者、レイン・エルハルト」

　見ていられないとばかりに顔を覆おおったラードゥが、少し控ひかえめにレインの勝利を宣言する。だが、レインの表情には、勝利の喜びが微み塵じんもなかった。

　試合に勝って勝負に負ける。

　そんなむなしい言葉と共に、雷に打たれたかのような興奮がレインの心に去来した。




　　　　＊




「まったく、子供相手にムキになる人がありますか！」

「アイタタタタタッ！　これ、ニコル。もうちょっと優やさしく頼たのむ」

　ソファーにうつ伏ぶせに寝ねかされ、腰に湿しつ布ぷを貼はられているムギナが悶もん絶ぜつする。勝敗を分けたぎっくり腰は、今もまだムギナの動きを奪うばっていた。ベッドに寝かされるその姿は哀あい愁しゆう漂ただようことこの上ない。

　突つき上げる痛みにムギナが顔をしかめる。その腰に用意した湿布を貼り終えたムギナの妻、ニコル・レームライトは大きな溜ため息いきを零こぼすと情けない夫の腰をばしっと叩いた。

「ぎゃっふ！　これ、ニコル。何をする!?」

「何をするじゃありません。ロロンにも無茶させて、恥はずかしいと思わないんですか？」

　ムギナの抗こう議ぎの声を、腰に手を当てたニコルが一いつ蹴しゆうする。その視線の先には、麻あさで編んだ籠かごの中で寝かされるロロンの姿があった。ロロンのすぐ傍そばには、こちらも年老いたベージュ色のスライムが心ここ地ちよい空気を纏まといながら寄り添そっている。ニコルのパートナー、ロロムはロロンがつらそうな表情を浮かべるたびに、甲か斐い甲が斐いしくその身体をすり寄せた。

　無茶をさせたロロンを引き合いに出され、さしものムギナも勢いをなくす。

　一方、そんなムギナと真向かいにある部屋の壁かべ際ぎわでは、青い顔をしたレインが正座を強しいられていた。

「さて、最さい期ごに言い残すことはあるか？　レイン・エルハルト」

「最後の晩ばん餐さんは何がいい？　レイン君」

「いや……あの……。落ち着いて話し合おうぜ、二人とも」

　目の前に立つ美少女二人に、レインが全身から汗を吹き出しながら声小さく提案する。エルニアが怒りを浮かべるのはいつものことだが、その隣に並ぶアリカは今までにない怒りを身に纏いながらレインの前に立っていた。その顔が笑え顔がおなだけに、ある意味、エルニアよりも迫力がある。

（助けなくてよいのか？）

　さすがに一時間近くも正座を続けているレインに同情したキールが、窓から差し込んだ首を捻ひねってガゼットに尋たずねる。ちなみに、その頭の上には早々と避ひ難なんしたペムペムが乗っていた。日ひ頃ごろは一いち蓮れん托たく生しようのレインとペムペムだが、こういうときの逃げ足は一級品である。

「ぴぎ、ぴぎぴぎ。ぴーぎ」

　とはいえ、ペムペムもやはりレインのことは心配らしい。その小さな身体からだを揺ゆすって、何とかしてくれとばかりに高威力の上うわ目め遣づかいでガゼットに懇こん願がんする。だが、肩にピックを乗せたガゼットは、小さく肩を竦すくめると微び苦く笑しようを浮かべながら首を横に振った。

「たまにはいい薬だよ」

「馬ば鹿かに効く薬はないと思うぞ。マスター」

　頰ほお杖づえを付きながら的確かつ辛しん辣らつな感想を述べるピックに、ガゼットが乾いた笑みを浮かべながら頰を搔かく。実際、レインは乙女おとめ心の地じ雷らいを、ものの見事に踏ふみ抜いたのだ。その鈍どん感かんさは、もはや芸術的と言ってもいい。──が、そろそろよい頃合いだろう。レインの眼がいよいよ涙なみだ目めになったのを見み越こして、ガゼットが僅かにその身を傾ける。

　しかし、ガゼットが仲ちゆう裁さいに入るよりも早く、銀色の髪かみがレインの隣となりへと寄り添った。

「二人とも。婿むこ様いじめるの良くな、い」

　頰を膨ふくらませ、僅かに眼を細めたジナが目の前に立つルームメイトを制止する。

　そんなジナ以上に、エルニアとアリカはその頰を膨らませ、桜さくら色の唇くちびるを尖とがらせた。

「ふん。貴様はいいだろうな、ジナ・レームライト」

「そうだよそうだよ。ジナちゃんばっかり、ずるい！」

　羨うらやましさと寂さびしさを織り交ぜた眼まな差ざしを向けてくるエルニアとアリカに、ジナは何を思ったのかスクッと立ち上がると、腰に手を当てて大きくふんぞり返った。

「えっへん。ついに告白された、ぞ」

「だから、それはじいさんを挑ちよう発はつするための冗じよう談だんだってーの！」

　なぜか二人を激しく煽あおり立てるジナに、レインが慌あわてて訂てい正せいする。その言葉に一いつ切さいの噓うそはなかった。あれはムギナを奮ふるい立たせたいがために思わず口から飛び出した言葉であり、勝負の後、レインは本気でジナに謝った。

　だが、そんなレインの弁明は、

「貴様は……」

「レイン君は……」

「婿様は……」

「「「黙だまってろ（て）（る）」」」

「は、はいっぃっ！」

　示し合わせたかのように口を揃えた三人に、一いつ瞬しゆんにして吹き飛ばされた。レインを罪悪感のどん底にたたき落とした三人が、再びその視線を交合わせる。六つの瞳ひとみの真ん中で飛び散る火花は、そのすぐそばで正座させられていたレインを震ふるえ上がらせた。

　そして、そんなにらみ合いで収まるはずもなく、ついにエルニアが勝負を申し出ようとした、まさにその時。

「はいはい。みんな、遊ぶのはそれくらいにして、そろそろご飯にしましょうか」

　絹のように柔やわらかな声が、レインたちの耳を撫でて溢あふれる苛いら立だちを拭い去った。たおやかでいながらスッと背筋を伸ばしたニコルが、そっとその口元を綻ほころばせ、まるで目の前にいる者全員が我が子であるかのように微笑ほほえむ。

「さぁさぁ。早くお台所に行きましょう。お腹が空すくとイライラするものですよ。腕によりを掛かけたから、いっぱい食べなさいね」

　笑い皺じわの浮かんだ目め尻じりを細め、ニコルが台所にみんなを促うながす。その柔らかな声こわ色いろは、否いや応おうなしにエルニアやアリカ、そしてジナの緊きん張ちようの糸を解ほぐした。途と端たん、全員の腹から「きゅるるる」と空腹を知らせる音が鳴る。長旅の疲つかれが、一気に空腹に変わったのだ。

「ふむ……しょうがない。この勝負、預けるぞ。ジナ・レームライト」

「いつでも返、す」

　にこりともせず真顔で応こたえるジナに、エルニアの拳が僅わずかに戦慄わななく。だが、快く家に泊とまることを承しよう諾だくし、さらには夕ゆう餉げの準備をしてくれたニコルを前に、さすがのエルニアもこれ以上怒いかりを蒸むし返そうとはしなかった。それはエルニアの隣となりにいたアリカも同様だ。

　ニコルの手招きに誘さそわれ、エルニアたちがレインの前から歩き出し、苦笑を零したガゼットがその後に続く。

　その瞬間を、レインは待っていた。正座で痺しびれた足に鞭むち打うち、四よつん這ばいになって床ゆかを這う。レインも勿もち論ろん空腹だったが、食事など二の次で良かった。

　レインは真まっ直すぐにソファーへと這い寄ると、その縁ふちから依い然ぜんとして苦く悶もんの表情を浮かべるムギナを覗のぞき込んだ。

「なぁ、じいさんじいさん」

「なんじゃ」

　ムギナが素っ気なく答える。その声は、ほとんど「あっちへ行け」といっているようなものだったが、レインは無む下げにされたことを悲しむどころか、その双眸をまるで目の前にご馳ち走そうを並べられた子供のように輝かがやかせながら、興奮を堪こらえきれず口の端はしを吊つり上げた。

「俺を、じいさんの弟で子しにしてくれよ！」

「なっ────んんっ!?」

　ムギナが絶句し、「こいつ正気か？」というような眼でレインを睨にらみ付ける。

「小こ僧ぞう、本気で言っているのか？」

「当たり前だろ。頼む、俺を弟子にしてくれ。そんで、教えてくれ。じいさんのスライムの力が増ぞう幅ふくした、あの【昇しよう華か】みたいな技わざを教えてくれ！」

　レインが両手を合わせ、ムギナを拝おがみ倒たおす。その双眸には一点の曇くもりもない。【昇華】を果たさずとも強敵と渡わたり合える微かすかな可能性を、ムギナとロロンは見せてくれたのだ。迷いなど、あるはずがなかった。

「ぴぎ、ぴぎぴぎっ！」

　いつの間にかレインの頭によじ登っていたペムペムが、主に倣ならってムギナに頭を下げる。ペムペムは直じかにロロンの力を味わったのだ。頭を下げるのに何の躊躇ためらいもなかった。

　そんなレインたちの熱意が通じたからこそ、ムギナはその眉み間けんに皺を寄せた。

「ワシがお前を嫌きらっているのは気がついているか、小僧？」

「そこはかとなく感じてる」

「それで、お前はワシに弟子にしてもらえると思っているのか？」

「思っちゃいねぇけど、諦あきらめる気もさらさらねぇ！」

　レインが語気を強める。

　その双そう眸ぼうは、認めてくれるまで諦めないことを、言葉よりも如によ実じつに語っていた。

　だからこそ、ムギナはハッキリと、この上なくスッパリと言い切った。

「絶対にやじゃ！」

「むぐっ……」

　いっそ清すが々すがしいまでの拒きよ絶ぜつに、レインが分かっていたとはいえ低く唸うなる。だが、レインの意志は木の葉ほども揺るがなかった。

「そこをなんとか！」

「そことはどこじゃ？」

「じいさんの心意気で何とか！」

「そんな心意気なんぞいらん！」

「弱よわ音ねなんて吐はかねぇし、どんな地獄の特訓でも受けてやるからっ！」

「小僧如ごときには地じ獄ごくですらもったいない！」

　ムギナがぷいっとその顔をレインから背そむける。

　完全拒絶を決め込むムギナに、レインは喉のどを唸らせた。自分が無理なことを頼んでいる自覚はあるし、もしかしたら他ほかにもっとムギナが納なつ得とくする頼み方があったかも知れない。

　だが、馬鹿なレインは、ペムペムの体当たりのようにただ真っ直ぐにぶつかることしか知らなかった。

　一いつ旦たん言葉を切ったレインが、ソファーの傍そばから膝ひざ立ちのまま後ずさる。そして、大きく息を吸うと、その両手と共に、床をぶち破らんばかりの勢いで今一度頭を下げた。

「じいさん。俺を、あんたの弟子にしてくれ！」

「ぴぎ！」

　レインの頭から飛び降りたペムペムが、これまた主あるじに倣って頭を下げる。

　沈ちん黙もく。

　ムギナの首を捻る音が、レインの耳を撫なでた。

「なぜ、そこまでする？」

　単純な疑問に、

「強くなりたいからだ」

　レインも単純に答えた。

　無言になったムギナの視線が、レインの頭頂部に突つき刺ささる。視線が痛いとはこのことだろう。だが、レインはその刺すような視線に、ピクリともその身体を震わせなかった。

　射い貫ぬくような視線とレインの鋼はがねの意志に、部屋の空気が引き絞しぼった弓の如く張り詰つめる。

　その強こわ張ばりを解いたのは、少しのほほんとさえした声だった。

「あなた。いいじゃないですか、弟子にとっても」

「ニコル!?　しかし……」

「しかしも案か山か子しもありません！　それに、村の子たちよりも気骨がありそうですよ」

「じゃが、【崩ほう哭こく】は我らが村でも秘伝。そう、易やす々やすとよそ者には……」

「では、彼がジナのお婿さんになってこの村の一員になれば問題ないわけですね」

「「「「はいっ!?」」」」

　一体、どんな解釈をしたらその結論に至るのか？　レインに対し含ふくみのある笑みを浮うかべるニコルに、ジナを除いたその場にいた全員が声を上げる。その中でも一番驚おどろいたムギナは、腰の痛みなど忘れてソファーから跳とび上がった。

「何を言っておるのじゃ、ニコル。気でも違ちがえたか!?」

「嫌いやですわぁ。まだまだボケちゃいませんよ」

「なおのことタチが悪い！　ワシは認めん。認めんぞぉおお！」

　両手を握にぎり締しめたムギナが、喉を反そらして絶ぜつ叫きようする。その姿に、レインは頭痛を覚えるように顔を顰しかめた。一体、ニコルはムギナを怒おこらせて何をしたいのか？

　目を血走らせ、ムギナが今にも再戦を申し込まんばかりにレインを睨み付ける。

　そんな殺意の籠こもった視線を受け止めるレインの目の端に、トタトタと軽い足取りで床を蹴けるジナの姿が映った。頭にルルを乗せたジナは滑すべるようにしてレインの前を横切ると、暴れ狂うムギナの腕うでに抱だきつき……

「父様。お願、い」

　上うわ目め遣づかいで見つめるや否いなや、熱の籠もった声を投げかけた。

「ハァウッ!?」

　ジナの囁ささやきに、ムギナが奇き声せいを上げて仰のけ反ぞる。そんなムギナの腕を、ジナは間かん髪はつ入れず抱きしめた。

「ムギ父様。お願い。婿むこ様を弟子にし、て」

「いや、しかしじゃな。ジナ……」

「お、ね、が、い」

「くぅぅぅう！」

　しなだれてくるジナに、ムギナが息も絶え絶えになりながら片かた膝ひざをつく。

　その恍こう惚こつとした表情は、レインの顔を見るや、血の気を失ったかのように青ざめた。

「な、なんじゃ」

「いや。孫まご娘むすめに『父様』って呼ばれて悶もん絶ぜつしてる奴やつに果たして弟子入りするべきか否かを、ちょっとな」

　身体からだを起こしたレインが、真ま面じ目めな顔で唸る。正直、本気でムギナへの弟子入りを取りやめたくなってきた。もしニコルがここまで想定していたのなら、かなりの策士だ。

　だが、レインはその思考を中断せざるをえなくなった。

「ムギじいは、私の父様で間違いない。だって……」

　ジナの栗くり色の瞳がレインを射貫き、

「私はムギじいとニコばぁに拾われた子だから」

　その言葉は、等しくその場にいた全員の耳じ朶だに滑り込んだ。

「え……」

　アホみたいな声が漏もれる。それが自分の漏らした声だと、レインは最初分からなかった。自分の耳を疑うように、レインがその視線をガゼットたちの方へ滑らせる。そして、呆ぼう然ぜんとするその表情を見て、耳にした言葉が幻げん聴ちようではないことが証明された。

　部屋の空気が凍こおり付く。

　先にその呪じゆ縛ばくを破ったのは、ムギナとニコルだった。

「「ジナ！」」

　二人が同時に声を上げて、ジナへと視線を走らせる。その双眸に宿るのは、怒いかりでも、罪悪感でもなく、激しい困こん惑わくの影かげに揺ゆれていた。

　声は上げられなかったが、レインも同じ心中だった。ジナの唐とう突とつな発言はいつものことだが、これはいささか度が過ぎている。

　しかし、緊きん張ちようするレインたちとは対照的に、ジナは極きわめて自然体のままでその両手を広げると、ムギナとニコルの腕を摑つかみ、微かに微笑ほほえみながらその唇くちびるを滑らせた。

「だから、ムギじいは私の『父様』。ニコばぁは私の『母様』。それで、間違いない。二人とも私の大切な家、族」

「きゅぴ！」

「うん、ルルも」

　忘れるなとばかりに声を上げるルルに頷うなずきながら、ジナがムギナとニコルの腕を抱きしめる。その時、ジナのお腹から夕ゆう餉げの時を知らせる音が鳴った。夏になり日が長いとはいえ、窓の外ではすっかり夕焼けの朱しゆを夕ゆう闇やみの紫むらさきが吞のみ込んでいる。

「お腹へ、った。ご飯！」

　ジナが声を弾はずませて、パッとムギナの腕を放し、ニコルの手を引っ張る。

　レインたちの緊張はいつの間にか解けていた。「ご飯ご飯」と囃はやし立てる、ジナに刺し激げきされたのか、思い出したようにレインの腹の虫が豪ごう快かいな音を上げる。

　そんな矢先だった。

「それに、私がムギじいとニコばぁの子供じゃないのは仕方ない」

　戸口を潜くぐろうとしたジナが突とつ然ぜんその足を止め、改めてレインの方を振ふり返ったのは。

「え、なんでだよ？」

　先ほどとは正反対なその台詞せりふに、レインが思わず首を傾かしげる。

　そんなレインに、ジナは静かに双眸を細めると、挑いどむような口調で続けた。

「だって。《血けつ命めい紋もん》同士じゃ子供を産めないか、ら」

　酷ひどく冷え、同時に何か強い決意を孕はらんだその言葉は、まるで溶とかした飴あめの如くレインの耳にこびり付いた。
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　ムギナ家の二階、廊ろう下かの隅すみ。天てん井じようから降りてきた階段を昇のぼったレインは、薄うす暗ぐらい天井裏に布ふ団とんを置きながらがっくりと肩かたを落とした。

「俺、本当にここで寝ねなきゃいけねぇのか？」

「ぴぎぃ～……」

　項うな垂だれるレインに、肩に乗っていたペムペムが天井裏に飛び降りて悲しげな鳴き声を上げる。散々レインの宿泊に難なん癖くせを示したムギナが、最後に妥だ協きようしたのがこの天井裏だった。ニコルの手入れが行き届いているのか、ほこりっぽくはないのがせめてもの救いだろう。

　哀あい愁しゆうを漂ただよわせながら天井の明かりを灯ともすレインに、後から枕まくらとシーツを持って階段を昇ってきたガゼットが苦く笑しようを零こぼす。

「まぁまぁ、そうしょげない。ほら、窓開けたら、けっこういい眺ながめだと思うよ」

　枕とシーツを布団の上に並べたガゼットが、天井裏の窓を開いて外の空気を誘さそい込む。確かに、窓から覗のぞく夜空は溜ため息いきが漏れるほど美しかった。手を伸のばせば届きそうなほど澄すんだ夜空に、無数の星々が燦さん然ぜんと瞬またたく。

　だが、その星々の輝かがやきも天井裏という寝ね床どこを与あたえられたレインの顔を晴らすには至らなかった。口をへの字に曲げたレインが、布団を整える手を止めてガゼットを睨にらむ。

「お前はイイよな、ちゃんと客間で寝られるんだから」

「ぴぎ～。ぴぎぴぎ。ぴぎ～っぎ！」

「あ、あはははは。ほら、僕にはピックがいるからさ。女の子を天井裏に寝かすのは可哀かわい想そうだろ。ねぇ、ピック」

「別に、私だけアリカたちと寝れば問題ないと思うが？　マスター」

「ちょっと、ピック！」

　窓の縁ふちに腰こし掛かけながら意地悪く微笑むピックに、ガゼットが声を上うわ擦ずらせながら手を伸ばす。その手をひらりと躱かわしながら、ピックはその身を闇の夜へと躍おどらせた。

「そろそろ、風ふ呂ろの準備ができたころだな。じゃあ、マスター。私はアリカたちと風呂に行ってくる」

「ちょ、ちょっと。待ってよ、ピック！」

「ふふ。では、さらばだ。覗いたら黒くろ焦こげにするから、それだけは覚えておけよ」

　バチンと雷かみなりの蕾つぼみを弾はじかせたピックが、俊しゆん敏びんな動きで風呂場の方へと消えてゆく。その姿を、ガゼットは何も出来ずに、ただただ口をあんぐりと開けながら見送っていた。

「相変わらずだな、お前らも」

　微笑ましい光景にレインが苦笑を漏らす。そして、そのまま布団に腰を下ろすと、少し真ま面じ目めな口調で口を開いた。

「そういや、ガゼットは知ってたのか？　《血命紋》同士じゃ子供が出来ないって」

　前にガゼットが《血命紋》について詳くわしく説明していたことを思い出しながら、レインがガゼットに尋たずねる。

　ガゼットは小さく肩を竦すくめながら首を横に振った。

「いや、初耳だよ。そもそも、《血命紋》はもの凄すごく希少だからね」

「だよな～」

　語尾を伸ばしたレインが、首をカクンと後ろに倒たおして低い天井を睨む。

　一方、窓まど枠わくに寄りかかったガゼットは、納なつ得とくするように眼鏡のブリッジを押し上げた。

「確かに、これなら結けつ婚こん相手に困るはずだよ。ついでに言えば、スライムの紋もん章しよう以外の村人が多いのも納得できる」

「だな」

　レインが頭を引き戻もどしながら短く頷く。ガゼットが昼間に感じた違い和わ感かん、そして若者が多いのに伴はん侶りよが不足する理由がこれだ。村人同士で子供が作れないのなら、外から伴侶を連れてくるしかない。

　そして、その事実はレインの頭の端はしに残っていたある疑問を氷解させた。

　実は、レインは前々から疑問に思っていた。なぜ、ジナは村の外に婿を探しに出たのだろう、と。スライムの村ならば、強いスライムトレーナーはたくさんいる。それでも敢あえて、いくつもの学園を転々としてまで強いスライムトレーナーを探していたのは、そう言う理由があってのこ……

　──あれ？

　そこまで淀よどみなく動いていたレインの思考が、唐突に停止する。まるで、危険な魔ま獣じゆうの生息域に踏ふみ込んだような緊張感が心臓を鷲わし摑づかみにしたのだ。

　もし、レインの考えが正しいのならば、ジナは本気で、しかも並々ならない決意で伴侶を探していたはずだ。そんなジナが、冗じよう談だんで告白などするだろうか？

　一つの事実から別の真実が見えてきたレインが、ゆっくりと思考の行き着く結論に手を伸ばす。

　──……え？　まさか、ジナ。本気で……

　指先に触ふれた結論に、レインの頰ほおが紅潮する。

　だが、その熱は耳を打つ声に、唐突にその勢いを失った。

「──イ──。──イン。レインっ!?」

「っぉおおおお!?　な、なななな。なんだ、ガゼット!?」

　ようやく認にん識しきしたガゼットの声に、レインが小さくその身体を跳はね上げ、声を上擦らせる。その大げさな反応に、ガゼットは呆あきれたように口を曲げた。

「なんだ、じゃないよ。急に黙だまりこくってどうしたんだい？」

「何でもない！　何でもない！　何でもないぞ!?」

　両手を顔の前で振りながら、レインが必死の声を上げる。その反応に、ガゼットと共に膝ひざに乗っていたペムペムが首を傾げた。このままではまずい。そう判断したレインは、無理矢理その顔に笑みを浮うかべながら、別の話題を切り出した。

「そ、それよりもっ！　じいさんの技わざ、すごかったな。なんとか教えてくんねぇかな」

　震ふるえる指をピンと立てながら、レインが何とか誤ご魔ま化かそうと声を大きくする。いや、誤魔化すのが目的とは言え、その言葉は本心から出たものだった。結局、ムギナは最後の最後までレインを弟で子しに取らず、技についても何も教えてくれなかったのだ。

　口にしてその事を改めて自覚したレインが、残念そうに目を伏ふせる。ジナのことは、頭の隅すみになんとか追いやることが出来たが、別の問題が再燃してしまった。熱を帯びていた頰が一気に冷える。

　どうすれば、ロロンのあの技を会え得とくすることが出来るだろうか。

　その難題解決の糸口は、別のところから現れた。

「ああ、レイン。その事だけど、あの技のからくり、ちょっとだけ分かったよ」

「ホントかガゼット!?　でも、どうやって!?」

「ピックに、ちょっと眼を借りてね」

　身を乗り出すレインに、ガゼットが少し得意げに自分の目を指さした。ガゼットはピックとの【契けい約やくの絆きずな】を発動したとき、恩おん恵けいで電磁波を見ることが出来るようになる。【契約の絆】は体力を使うので本来使用を控ひかえるのだが、最近は珍めずらしいものを発見する度たびに、ガゼットがほんの僅わずかな間だけ発動するようになっていたのをレインは知っていた。

「早く教えてくれ。早く！」

「ぴぎ！　ぴぎぴぎ！」

　レインとペムペムが待ちきれないとばかりに身体からだを揺ゆらし、双そう眸ぼうを輝かがやかせる。その期待に応こたえるように、ガゼットは軽く咳せき払ばらいをすると、どこか嬉うれしそうに口を開いた。

「レインも見たよね。ロロンの身体の中に太陽みたいなものが出来てたのを。おそらく、あの正体はプラズマだよ」

「プラズマ？　プラズマって、ピックとかが使う雷の塊かたまりみたいなやつか？」

　レインが素すっ頓とん狂きような声を上げて首を傾げる。その顔には、驚おどろきより疑問の色が濃こかった。

「でもよぉ、たぶんロロンは《ノーマルスライム》だぞ。《サンダースライム》ならともかく、《ノーマルスライム》はそういう電気とか使えねぇんじゃ……」

「ぴぎぴぎ」

　レインの言葉に、ペムペムが同意するように頷く。すると、ガゼットは「チッチッチ」と舌を鳴らしながら、ピンと立てた指をゆっくりと揺らして微笑んだ。

「それがそうとも言い切れないよ。というか、そもそもプラズマは雷のことを言うんじゃない。キールの吐はく炎ほのおだってプラズマの一種だからね」

「え！　そうなのか！」

　レインが目を丸くする。

　その反応を楽しむように、ガゼットは静かに眼を細めながら続けた。

「うん、そうだよ。時にレイン、物体の状態には『固体』『液体』『気体』の状態があるのは、いくら君でも知ってるよね？」

「そこまで馬ば鹿かじゃねぇよ！」

「よかった。それを聞いて安心したよ。──で、プラズマって言うのは、この『固体』『液体』『気体』に次ぐ、『第４の状態』のことを指す言葉なんだ。ざっっっくりと説明すると、物体の分子レベルでこれ以上ないくらいにバラバラになっている状態のこと」

「へぇ～……、そうなんだ。ふ～ん……」

　だんだん話についていけなくなってきたレインが、曖あい昧まいに頷うなずきながら生返事する。ペムペムに至っては、早々と話を聞くのを放ほう棄きして、大きなあくびを零している。

　だが、そんな不出来な生徒たちに怒いかりを浮かべることもなく、むしろここからが本題とばかりに、ガゼットはその眼鏡のレンズを輝かせた。

「それでね、ここで面おも白しろいのがこの状態変化に伴ともなうエネルギーの変化なんだ。元の質量は同じでも、物体は『固体』から『第４の状態』に移るにかけて、エネルギーが飛ひ躍やく的に増大する」

「ん～っと……だから？」

「ふふ。レイン、分からないのかい？　ペムペムたちスライムは『半固体』だ。じゃあ、そんなペムペムたちの身体の一部でも『第４の状態』に移行することが出来たら──」

　そこまで聞いたレインは、ガゼットの次の言葉を待たずにその身体を跳ね上げた。

「デカいエネルギーを生み出せる。それも【昇しよう華か】に頼たよらなくてもいい！」

「その通り。まったく、よく出来てるよ。こんなの、複雑な身体の他ほかのモンスターじゃ絶対に出来ない。単純設計、単たん細さい胞ぼう生物のスライムだからこそ出来る離はなれ業わざだ。意図的に自分の身体のバランスを崩くずして『第４の状態』移行して、エネルギーを生成するなんてね」

「んな小難しいことはどうでもいい！　どうすりゃいい。ガゼット。どうすりゃ、あの状態になれるんだ？」

「ぴぎ、ぴぎぴぎぴぎっ！」

　レインとペムペムが、その双眸をこれ以上ないほど輝かせながらガゼットに答えを求める。ガゼットは鷹おう揚ように頷くと、もう一度その指をピンと立てた。

「状態変化の肝きもは、分子レベルで細胞を不安定にさせること。そのひとつの手が音波だ」

「あの【崩ほう哭こく】ってヤツだな。おっしゃ、分かった。ペムペム、すぐに試ためしてみるぞ！」

「ぴぎぎ！　ぴぃゅぅ～～～～～～～っ！」

　意気込むように身体を震ふるわせたペムペムが、ロロンの放った【崩哭】を真ま似ねしようと、大きく息を吸い、その身体を膨ふくらませる。

　そんなペムペムに、ガゼットの口元が今日一番に綻ほころんだ。

「でも。ちゃんとした制せい御ぎよの仕方を習わないと、そのまま身体が崩ほう壊かいしちゃうかもね」

「ぴぎゃ!?」

　超音波の代わりに悲鳴を響ひびかせたペムペムが、その身体を縮み上がらせる。その姿に、ガゼットは我慢の限界とばかりにお腹を抱かかえながら笑い始めた。

「あははははははっ！」

「あははははははっ！　じゃねぇよっ！」

「ごめんごめん。まさか、今すぐに実じつ践せんするとは思わなくてさ。でも、僕はひとつも噓うそは言ってないよ。たぶん、パワーアップの原理は、これであってると思う。ただ、よく分からない技をそのまま使うと、大変な目に遭あうってのもちゃんと理解してね」

　目元に浮かんだ涙なみだを拭ぬぐい真しん剣けんな眼まな差ざしで忠告するガゼットに、レインの怒いかりは一気にその熱を引いた。約一カ月前、学園祭の最中に起こったある事件で、アリカとレオンはとんでもない技を披ひ露ろうして見せた。あとからガゼットに聞いた話だが、その時に使った技は、レインが思っているよりも遥はるかに危ないものだったらしい。

　表情を硬かたくしたレインとペムペムが、忠告を受け止めて静かに頷く。それでようやく、ガゼットも真剣な表情を崩した。

「まぁ、細かい部分は明日あしたジナさんにでも聞いてみたらどうかな？　たぶん、ジナさんとルルはこの技が使えないんだろうけど、少しぐらいは何か分かるかも知れないし」

「だな。そういや、浜はま辺べで何かスライムの特訓方法を教えてくれるって言ってたっけ」

「だったね。と、そろそろ僕も下に降りるよ。ピックが寂さびしがるといけないしね」

「ああ、分かった。それと、いろいろサンキューな」

「いいよ、別に」

　ガゼットが眼鏡の奥の双眸を柔やわらかく細め、軽く手を振ふってから階段を降り始める。だが、完全にその姿が消えたと思いきや、何を思ったのかひょっこりと顔だけ戻ってきた。

「ああ、そうそう。言い忘れた。レイン、明日の浜辺での特訓だけど、ジナさんがみんなの分の水着を用意してくれたって言ってたのよね」

「あ～、そういえば言ってたな。それがどうかしたのか？」

「アリカに欲情しちゃっても、僕は全然気にしないから。むしろ、頑がん張ばれ！」

「さっさと降りろ！」

　またしても意地悪い笑えみを浮かべるガゼットに、レインが渾こん身しんの力で枕まくらを投げつける。

　ボスッと、ガゼットの顔面──ではなく壁かべに直ちよく撃げきした枕ののどかな音が、どこか心ここ地ちよい屋根裏部屋の静せい寂じやくに響き渡わたった。
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　その夜、レインはなかなか寝ね付つけないでいた。長旅の疲つかれ、【契約の絆】の発動、身体は休息を求めているはずなのに、精神が高こう揚ようしてどうしても眠ねむれない。

「ペムペム……て、寝てるよな」

　寝返りをうったレインが、微び笑しようを零こぼしながら枕元で眠る相棒の頰をつつく。ぴぎぴぎと寝言を漏もらしながら眠る姿は、高揚した心をそっと静めてくれた。薄うす闇やみに溶とけるペムペムの寝息が睡すい魔まを誘さそい、レインの意識がまどろみに沈しずむ。

　視界がぼやけ、頰と瞼まぶたから力が抜ぬける。自分でも、ああもう寝るな、と分かる。

　その時だった。静寂を忍しのぶように、ガコンと小さな音が響いたのは。

「ぅ……ん……？」

　意識を半分以上手放していたレインが、小さく喉のどを鳴らす。だが、霞かすみがかった意識は、すぐにその疑問を塗ぬりつぶした。ここは屋根裏だ、《ライトラット》のような鼠ねずみ族ぞくがいても不思議じゃないし、野宿にも慣れているレインにしたら気に止める相手でもない。

　再び瞼の力を抜いたレインが、すーっと細い息を吐き出す。

　その吐と息いきの音に、ギシギシと天てん井じよう裏うらを踏ふみしめる音が重なった。

「んん？」

　ライトラットにしては重い足音に、レインが微かすかに眉まゆを寄せ、音の方へと首を捻ひねり──

「あ、よかった。婿むこ様起きて、る」

　自分の目と耳を疑った。

「ジィっ────っ！」

　レインが慌あわてて手を跳ね上げ、自分の口を塞ふさぐ。そして、そのまま喉までせり上がってきた悲鳴を息と一いつ緒しよに飲み込んだ。いや、飲み込まざるを得なかった。

　屋根裏の薄闇を照らす月光に、ジナはその白磁器のように白く美しい肌はだを晒さらしていた。レインの意識が、目の前の光景に飲み込まれる。ガラス細工のように繊せん細さいで細い肩かた。猫ねこ族ぞくのようにしなやかで引き締しまった四し肢し。背中に流れる幻げん想そう的な銀ぎん髪ぱつと、その銀髪を遮さえぎる蠱こ惑わく的な身体のライン。

　成長途と中ちゆうの乳ち房ぶさに銀髪を降ろし、下腹部をただ一枚の白い布で覆おおったジナは、魔ま獣じゆう絵師が古くから題材にしていた《月の女め神がみ・ルナ》と見み間ま違ちがうような神秘的な美しさを纏まとって、そっと月明かりの下に佇たたずんでいた。

　レインが起きていたことに安心したのか、ジナがほっと胸をなで下ろす。

　一方、その艶あで姿すがたを直視するのに耐たえきれなくなったレインは、布ふ団とんが浮うかび上がる勢いで寝返りをうつと、ジナに背を向けながら今度こそ小さな悲鳴を張り上げた。

「ジ、ジナ！　お前、なんでそんな格好を!?」

「お務めを果たしに来、た」

「お務めってなんだよ!?　いや、マジで勘かん弁べんしてくれ。こんなとこ、ガゼットたちに見られたらどうするんだよ!?」

「大だい丈じよう夫ぶ。寝ね床どこには《アロマスライム》がい、る。みんなぐっすり夢の、中」

　いつもの抑よく揚ようのない話し方ではなく微かに声を震わせるジナに、レインは激しい頭痛でもするかのように顔を顰しかめる。ただでさえ、ジナに対しては寝る前に変な考えが浮かんでしまったのだ。これでは、意識せずにはいられない。

　いろんな葛かつ藤とうを抱えながら、レインはどうすることも出来ずその身体を強こわ張ばらせる。ただ、ひとつだけ分かる。このままでは何かがヤバい。

　何とか窮きゆう地ちを打破しようと、レインが相棒に小声で助けを求める。

「なぁ、ペムペム。助けてくれ。ペムペ──」

　レインが喉を詰つまらせる。先ほどまで枕元で寝ていたペムペムの姿がどこにもないのだ。

　この肝かん心じんなときに、いったいどこへ？

「ぴぎぎぎぎ!?」

「きゅぴぴぴ！　きゅーっぴ」

「むぎぎゅぎゅぎゅぅ～……」

　その疑問は、瞬またたく間に解決した。レインが助けを求めたペムペムは、いつの間にかルルに屋根裏の隅っこへと引きずられていたのだ。悲鳴を上げて助けを求めるペムペムの口を、ルルがその身体を使って封ふうじ込める。

　孤こ立りつ無む援えんになってしまったレインがゴクリと生暖かいツバを飲み、その体を硬くする。

　そんなレインに、ジナは不思議そうな声で呟つぶやいた。

「婿様。なんでこっち見ない、の？」

「いや、ほら。薄暗いから、どうせよく見えないし……」

「じゃあ。もっとそっち行、く」

「ごめんなさい。恥はずかしくて見れないんです。許してください！」

　ギシギシと音を鳴らしながら歩み寄ってくるジナを、レインが泣き出しそうな声で押し止とどめる。しかし、ジナはその制止に構うことなく歩を進めると、レインの背中、同じ布団の上にそっとその腰こしを下ろした。

「ねぇ、婿様」

　耳を舐なめるようなその声に、レインの心臓が跳はね上がる。触ふれていないのに、空気を通してジナの体温が伝わってくるような気がした。今までとは打って変わって、潜ひそめるような息いき遣づかい。ジナには危機感というものがないのだろうか。レインも男だ。この状じよう況きようで、気持ちが昂たかぶらないはずがない。

　だが、気持ちの昂ぶり以上にレインは混乱していた。今日の今日まで、レインはジナの告白を本当に冗じよう談だんだと思っていた。そして、ジナのことを、ちょっとつかみ所がないが頼りになる仲間だと思っていた。確かに、ジナを異性として見ることがないわけではないが、恋れん愛あい感情の芽は全くといっていいほど育ってはいなかった。

　ジナは、本気でレインに告白したのだろうか。

　それとも、それはやはりレインの独りよがりな都合の良い考えなのだろうか。

　これは、重要な分ぶん岐き点だった。一歩間違えれば、向かう先は破は滅めつのみ。レインが自分自身に問いただす。よく考えろ、と。昼間のことを思い出せ、と。レインは伴はん侶りよが不足するこの村ですら、恋愛対象として見てもらえなかった。スライムトレーナーはモテないという認にん識しきに、レインは確固たる自信、いや、もはや信念のようなものを抱いだいていた。

　では、やはりジナの態度は冗談なのだろうか。いや、しかし、冗談でわざわざ夜に、しかもあんな姿で男の寝床に来るだろうか？

「婿、様」

　睦むつ言ごとのような声を零し、布団の上に身体からだを落としたジナがレインの脇わきからその細い腕うでを胸へと滑すべり込ませる。

　その瞬しゆん間かん、ついにレインの何かが限界を超こえ──

「わ、悪いジナ！　ちょっと俺、トイレ！」

　レインは布団から跳ね起きると、その場から逃とう走そうを図はかった。

「婿様!?」

「すまん！　漏れそうなんだわっ！　マジですまん！」

　伸のばしたジナの手をすり抜け、ペムペムに一瞬だけ視線を走らせたレインは時間が惜おしいとばかりに階段を飛び降りる。衝しよう撃げきと音を膝ひざのクッションで完全に殺し、転げるように廊ろう下かを疾しつ走そう。誰かが、おそらく自分の中の何かが「おいヘタレ」と叫さけんだが、そんな戯ざれ言ごとは無視。衝しよう突とつさながらにトイレのドアを開けたレインは、その中へと逃にげ込むと間かん髪はつ入れずにドアを閉め、固くその鍵かぎを落とした。

「～～～～～～～～～～～～かッはっ!?」

　蓋ふたを降ろしたまま便器に腰掛かけたレインが、胸の中の空気をこれでもかというくらい吐はき出す。同時に、全身から汗あせが噴ふき出した。

「はぁはぁっ。スゥ～～～～～～～…………ふうっ！」

　喉が痛くなるほど息を限界まで吸い込み、一いつ瞬しゆん肺で留めた空気を再び一気に吐き出す。自分の心臓の音がうるさいくらいに耳を叩たたく。

「たく、ジナのヤツ。ホント、何考えてんだよ？　どこまでが冗談なんだよ？」

　ジナの真意が読めず、レインが荒あらい息を吐きながら頭を搔かく。ひとまず、今すぐに天上裏に戻もどるのはまずい。非常にまずい。今は上う手まく逃げられたが、次また同じように逃げられるかは分からない。

　そもそも、ジナは何であんな格好でレインの寝床に現れたのか。あれでは、襲おそわれたって文句は言えないだろうに……

「──て、まさか。ジナ！」

　頭を駆かけ巡めぐった甘い考えに、レインが声を裏ずらせる。だが、寸前のところで、心に深く刻みつけられた信念が、流される感情を踏み留とどまらせた。

　そうだ。何を都合良く考えているのだろうか。スライムトレーナーの自分が、異性にモテるはずがない。昼間の一件を思い出せ。仲間の中で唯ゆい一いつ、恋こいの円えん舞ぶ曲きよくからはじき出された現実を思い出せ。モテるわけがないのだ。スライムトレーナーの自分が、スライムトレーナーの自分が、スライムトレーナーの自分があぁぁぁああああぁぁあ────

「って、あれ？」

　突とつ如じよ、レインの思考が停止する。

　そして、レインはごくごく当たり前なことを思い出した。

「でも、ジナもスライムトレーナー……なんだよな？　しかも、《血けつ命めい紋もん》の……」

　数秒間、レインの心は完全な無になった。

　そして、その数秒がバネであったかのように、レインの心が一気に爆ばく発はつした。

「いやいやいやいやいや！　ないないないないない！　だって、だってだぜ！　ジナが、俺に、そんな。ねーだろ。そんな、傷の舐なめ合いみたいなこと」

　顔を真っ赤にしたレインが、慌てて両手でその顔を覆い隠かくす。考えてみればそうだ。確かに、スライムトレーナーはモテない。これはレインだけでなく全世界の共通認識と言っても過言ではない。だが、スライムトレーナーであることを誇ほこりに思うジナならば、《血命紋》を刻むジナならば例外だ。

　だが、同時にやはりそれはないと思ってしまう。モテないと言っても、やはり例外はある。ごくごく少数ではあるが、異性に紋もん章しようの位を求めない人も確かにいる。ぱっとしない容姿のレインならともかく、ジナの容姿なら間違いなく嫁よめの貰もらい手はいるはずだ。

　人類史上最大の難問に直面したレインが、トイレの中でない頭を振ふり絞しぼる。

　そして、その難問が解けないこと数分。

「あれ？」

　レインは唐とう突とつに気がついた。トイレに駆け込んでから数分が経たつが、ジナは一向に追ってこないのだ。いや、そもそも。あの場に本当にジナがいたのだろうか。長旅の疲つかれとジナへの変な意識で見た幻覚。そんな可能性がレインの脳のう裏りを掠かすめる。

「夢でも見てたのか？　俺？」

　自分で零こぼした言葉が耳から体内に戻り、暗示の如ごとく自分自身を納なつ得とくさせる。冷静になって考えてみれば、さすがのジナでもあそこまでの暴挙は出ないだろう。

　自分で自分を無理矢理納得させ、レインがトイレの中で「うんうん」と一人頷うなずく。それでも、万が一にも現実だったことを考えて、もう少しだけトイレに潜むことにした。

　落ち着きなく体を揺ゆすりながらたっぷりと時間をかけて五百秒を数え、ようやくレインがその身体を便器から持ち上げる。虫の音ほどの音も立てないようにトイレの扉とびらを開き、闇やみに紛まぎれて廊下の奥へ。そして、屋根裏へと続く階段を挑いどむように睨にらみ付けると、意を決してゆっくりとその階段を昇のぼり始めた。

　ひょっこりと頭だけを持ち上げ、天井裏の様子を盗ぬすみ見る。物が少なく、奥まで見通せる屋根裏部屋。目を凝こらしても、その薄うす暗くら闇やみに紛れる影かげはない。どうやら、アレは本当にレインの見た幻まぼろしだったらしい。いや、もしかしたら本当にジナがいたかも知れないが、どちらにしろこの様子なら部屋に戻ったのだろう。安あん堵どの息を吐ついたレインがその身体を屋根裏に持ち上げ、ゆっくりと布ふ団とんの方へと歩み寄る。

「ペムペム、どこだ？」

　心細くなったレインが、思わず相棒の名を呼ぶ。返事はない。さすがに、もう寝ているのだろう。そう思った瞬間、強きよう烈れつな睡すい魔まが襲ってきた。欲の赴おもむくままにレインが無造作に布団へと足を進める。

　それは、疲つかれが溜たまって警けい戒かい心しんを緩ゆるめたが故ゆえの致ち命めい的なミスだった。レインは、自分が跳ね起きたときに捲まくれ上がった布団が不自然に膨ふくらんでいることに気がつかなかった。

　まさに一瞬。不用意に近づいた獲え物ものを捕とらえるが如く、布団から飛び出た指先が腰を下ろしたレインの腕に絡からみつく。

「婿むこ様。なんで逃げ、る？」

　レインが悲鳴を上げるよりも早く、布団から顔を覗のぞかせたジナの不満そうな声が、屋根裏部屋の暗闇に吸い込まれた。

「いや、あの！　その……あのな」

　完全に虚きよを突つかれたレインが、あたふたと自由な手を空中に彷徨さまよわせる。そんなレインに、ジナは怒おこったように眼を細めると、その細い身体を布団の中から引き抜ぬいた。視界の大半を侵しん略りやくするジナの白い肌はだの色に、レインの血流が一気に速度を上げる。

　そして、最後のトドメとばかりに、ジナはそっとレインの両肩かたに手を付くと、そのか細い息を止めて、レインの胸に自分の体を預けてきた。

　レインの息が詰つまる。直視を免まぬがれた代だい償しように、人一人分の重みが胸にのし掛かる。

「ジナ、務めって。なんなんだ？」

　詰まった息をレインが震ふるえる言葉と共に吐き出す。

　ジナは小さく体を震わせると、一呼吸置いて、答えた。

「子を残、す」

　ガンッと、頭の芯しんを殴なぐられたかのような衝撃がレインを襲った。慌あわててジナの両肩に手を当て、その軽い体を押し戻す。

「ちょ、ちょっと待て。ジナ。どうしたんだよ。何があったんだ!?」

「何も、ない。私が望んだこ、と」

「噓うそつけよ。何、焦あせってんだよ！」

「焦ってな、い。噓なんかついて、ない」

「じゃあ、なんで！」

　レインは一度言葉を切ると、呻うめくように叫んだ。

「なんで、お前は泣いてんだよ！」

「え……」

　ジナの声を残し、屋根裏部屋はしぃん──と静まり返った。

　たどたどしい手つきで、ジナが自分の目元へ指先を伸ばす。その細い指先を、透とう明めいな滴しずくがつぅーっと流れる。

「なん……で」

　指先を伝う涙なみだに、ジナが儚はかなげに双そう眸ぼうを震わせる。

　レインは胸が貫つらぬかれるような痛みを感じながら、それでも尋たずねずにはいられなかった。

「あのなぁ。泣くほど俺が嫌いやなら、なんでそんな格好でここに来たんだよ？」

「ち、違う！　婿様のこと、嫌なんかじゃ、ない！」

　ジナが声を震わせて、レインの言葉を否定する。

　その細い肩を、ふわりと真っ白なシーツが包み込んだ。

「え？」

　今までの勢いが噓のように、ジナが不思議そうな表情をしながら肩に掛けられたシーツに視線を滑すべらせる。

　一方レインは、胸むな元もとまで隠かくれるようにしっかりとシーツでジナの身体を包み込むと、今度は優やさしく、そして支えるようにその肩に両手を押し当てた。

「なに、必死になってんだよ。いつものマイペースはどこ行った？　何があったんだよ？　教えてくれよ？　今度は逃げねぇから。お前の話、ちゃんと聞いてやるから。だから、話してくれよ！　ジナっ！」

　レインが力強くジナの名を呼ぶ。そして、まずは自分の本心で語りかける。ジナの涙を見て、もう頭は完全に冷えていた。ジナの様子は、いつもと明らかに違ちがっていた。つかみ所のない行動はいつものマイペースではなく、何かから必死に逃げているようだった。

　だが同時に、その双眸は並々ならない決意が込こめられていた。

　それは、夜に一人で、レインのもとを訪おとずれなければならない程ほどのことなのだろう。それほどまでに追い詰められているから、ジナは、ある意味、自分の身に危険が及およぶことも覚かく悟ごでここに来たのだろう。

　だが、方法が間違っている。

　レインは自分が馬ば鹿かだと知っている。だが、そんな馬鹿なレインでも男としての意地がある。決意を込めた話に耳を傾かたむけないほど、レインは男として腐くさってない。

　レインの深い茶色の双眸とジナの栗くり色の双眸が薄闇の中で交差する。だが、ジナは数回瞬まばたきをすると、レインの眼まな差ざしから逃げるようにその双眸を逸そらしてしまった。

　ダメか、とレインの胸が締しめ付けられる。

　その掌てのひらからスッと温ぬくもりが消えた。

　レインの視界の中で、ジナの長い銀ぎん髪ぱつが揺らめく。反転する細い身体からだ。レインが慌てて手を伸のばした、その時。

　ジナの体がゆっくりと傾き、幻げん想そう的な銀髪がレインの膝の上に広がった。

「ジィ──」

　突然の行動に驚おどろいたレインが、悲鳴のような声を上げる。その視界を、シーツの艶つややかな起き伏ふくが魅み了りようする。

　言葉を無くすレインの耳を、子供の寝ね言ごとのような声が静かにくすぐった。

「婿様。《血けつ命めい紋もん》のこと。少し話を聞いて欲し、い」

　その声は、まるで子供が親に絵本を読んでと縋すがるような音色を奏かなでていた。

　膝に預けられた小さな頭に、レインはぐっと恥はずかしさを堪こらえ小さな微笑ほほえみを零す。

「ああ、いいぜ。なんだって聞いてやる」

　力強く頷くレインに、ジナが微かすかに緊きん張ちようを解き、そっと瞼まぶたを閉じる。まるで眠ねむるかのようなジナの相そう貌ぼうを、レインは黙だまって見つめていた。おそらく、何から話すべきかを考えているのだろう。

　ジナはゆっくりと瞼を開くと、決意と悲しみを漂ただよわせながら呟つぶやいた。

「婿様。私、スライムの《血命紋》のこと、本当に誇りに思って、る。スライムは確かに弱いけど、ルルと一いつ緒しよならどんな相手も怖こわくない」

「ああ。そうだな」

　確固たる誇り。揺るぎない意志を込めて話すジナに、レインが静かに頷く。世界がどんなにスライムの紋章を卑ひ下げしようと関係ない。笑いたいなら笑えばいい。そんな嘲ちよう笑しようで、レインも、ジナも揺るぎはしない。

　……と、レインは思っていた。

　だが、レインを見つめるジナの澄すんだ双眸は、レインよりも遥はるか先を見つめていた。

　抑よく揚ようの少ないジナの声が、熱い、熱い熱ねつを帯びる。

「私、見せてやりたい。スライムはすごいって、世界中に見せてやりた、い。それで、世界中に自じ慢まんしてやりた、い。私たちの村のこ、と。孤こ児じの私を育ててくれたムギじいとニコばぁのこと、を！」

「ジナ……」

　気き迫はくに圧あつ倒とうされたレインが、零すようにジナの名を呼ぶ。正直なところ、レインはスライムの紋もん章しようの力を示すことに執しゆう着ちやくはなかった。レインが求めるのは、単純な強さ。目の前の壁かべをぶち抜くための強さ。死に物狂いで成し遂とげた大業を、誰だれも認めてくれなくても構わない。ペムペムと共に、自分が望む高みを目指すのがレインのスライムトレーナーとしての源泉だった。

　だが、ジナは違うのだ。ジナは自分を育はぐくんでくれたムギナとニコルのため、そしてスライムの《血命紋》を持つ村のために戦っているのだ。

　転校してきた初日に、ジナが言った言葉がレインの脳裏を掠める。




『今までさげすまれ続けてきたスライムの紋章、我が一族の名声を得る』




　あの言葉こそ、ジナの力の源泉なのだろう。並々ならない覚悟を背負うジナに、レインが自分の都合ばかり考えていた己おのれを、そして剰あまつさえ邪よこしまな感情を抱いだいてしまった自分を恥じて唇くちびるを嚙かむ。天井裏の暗がり。明かりは窓から差し込む月光のみ。だが、レインにはそんな月明かりよりもジナが輝かがやいて見えた。

　──ああ。出来るよ、お前ならきっと

　胸を温める想おもいを言葉にしようと、レインが唇を嚙んでいた歯を僅わずかに持ち上げる。

「でも、婿様。私、同じくらい何とかしてこの《血命紋》を消したいと思って、る。その方法もずっと探してい、た」

「……え」

　胸に浮うかんだ想いは、間の抜けた声と共に天井裏の夕ゆう闇やみに霧む散さんした。聞き間違いではないかと、レインがジナの栗色の双眸を覗き込む。

　悲しみと強い意志の光は、薄暗闇に紛まぎれることなくレインの双眸へと吸い込まれた。

　口を引き結んだレインが、ジナの言葉を待つ。

　ジナは僅かに葛かつ藤とうするように音もなく唇を何度か開くと、その思いの丈たけをレインに向けて吐はき出した。

「《血命紋》同士じゃ子供が産まれな、い。だから、ムギじいとニコばぁには子供がいない。私は二人の子供。だけど、好きな人の子供を作れないのはとても悲しい。そんなの、やだ！」

　一度言葉を切ったジナが、挑いどむような眼まな差ざしのまま、小さな声で叫さけんだ。

「村は掟おきてで、村の人以外の人と子を作ることにして、る。でも、村の中には、それを我慢している人も、いる。本当は、村に好きな人がいるの、に。──私、なんとか《血命紋》を解いて、村のみんなが、村の好きな人と一緒になれる方法を探し、たい！」

　ジナの告白にレインは頷うなずくことすらできなかった。そのどこまでも強い決意は、否いや応おうなしにレインの心を揺ゆさぶった。

　だが、レインはすぐに返事を返すことが出来なかった。

　見下ろすジナの双眸には、耐たえがたいほどの悲しみが浮かんでいた。

　そして、ジナは初めて、レインからその視線を逸らした。

「でも、これは村と《血命紋》に対する裏切りだってみんなは言って、た」

　その声は、今までの激情が幻まぼろしだったかのように弱々しかった。

　その弱々しい声に、さらに弱々しい声が重なった。

「婿むこ様、私。やっぱりスライムの紋章が嫌きらいなのか、な」

　膝の上に乗るジナの頭が、僅かに震える。レインは、なるほどと声に出さずに納なつ得とくした。村の入り口でラードゥがジナに威い圧あつ的な態度を取っていた原因はこれなのだろう。確かに、ジナの行こう為いが結果的に《血命紋》を消す行為になるなら、それを裏切りと捉とらえる者もいるかも知れない。その軋あつ轢れきが、ジナを不安にさせていた。

　怯えるように体を丸くしながら、ジナがレインの言葉を待つ。

　レインは──そっとジナの額にスライムの紋章が刻まれた自分の掌を乗せながら、ふっとその表情を和やわらげた。

「例えばさ、ジナ。俺、エルニアのこと、アレでけっこう気に入ってんだ」

「婿様!?」

　唐とう突とつに切り出されたエルニアの名に、ジナがその視線を戻もどしムッと唇くちびるを尖とがらせる。

　その表情に苦く笑しようを零こぼしながら、レインはさらに言葉を紡つむいだ。

「でもよ、俺はあいつの全部を気に入ってるわけじゃない。飯は毒みたいなものを作るし、言葉は棘とげだらけだし、粗そ野やだし、がさつだし、人の言葉は全然聞いてねぇし、そのくせ自分の言葉で自じ爆ばくばっかりするし……」

「婿、様？」

　溢あふれ出るエルニアへの不満に、ジナはレインが何を言いたいのかが分からず困こん惑わくする。

　そんなジナに、レインはスゥーッと息を吸うと、どこか照れくさそうに頰ほおを搔かいた。

「けどさ、それを含ふくめて俺はあいつをすげぇヤツだと思ってる」

　エルニアを褒ほめるレインに、ジナが再び不満そうに頰を膨ふくらます。だが、ジナはすぐにレインの伝えたかった本当の意味に気づくと、その瞼を大きく持ち上げた。

「いいんじゃねぇか。ジナは、《血命紋》の悪いところを直したい。それで、いいんじゃないのか？。全部が全部じゃなくていいんだよ。嫌いな所があっても良いんだよ。間違ってる所があるなら直してやれば良いんだよ。心配すんな。俺はちゃんと知ってるから。ジナが誰よりも《血命紋》を誇ほこりに思ってるって知ってるから。だから──」

　瞼を細めたレインが、ジナの額をそっと撫なでる。そして、その掌てのひらを銀髪へと滑すべらしながら、揺るぎない口調で囁ささやいた。

「お前は、お前のやりたいようにしろ！」

　優しく落とされた言葉に、ジナがその顔をくしゃりと歪ゆがめる。それは、今にも泣き出しそうな表情だった。きっと今まで張り続けていた緊張の糸が切れたのだろう。

　ジナが落ち着ければいいと思い、レインが再び銀髪に自分の手を滑らせる。その手は、皮が強こわばった無骨な手だった。だが、その硬かたい掌に、ジナはすぅーと息を吐くと、赤ん坊ぼうのように無む垢くな表情を浮かべながら目を閉じ、その身をレインへと委ゆだねた。

　心ここ地ちの良い、穏おだやかな静せい寂じやくが屋根裏部屋に満ちる。

「ジナ。俺からも一つ聞いていいか」

　そんな心地よい空気の中に、ぽつっとレインは声を落とした。

「何？　婿、様」

　静寂を断ち切った声に何かを感じたジナが、微かに瞼を持ち上げ栗色の双そう眸ぼうにレインを映す。瞳ひとみの中のレインは、この心地よい空気を壊こわしても良いかという葛藤を抱かかえていた。

　レインが、言葉の続きを躊躇ためらう。

　そんなレインに、ジナはふっと表情を和らげながら、再び尋たずねた。

「なぁに？　婿様？」

　その声は、子供をあやす母親のように温かかった。

　その声に、レインは喉のどの奥に留めていた言葉を手放した。

「ジナ。何でお前は──そんなに村のために頑がん張ばれるんだ？」

「え？」

　落とされた疑問に、ジナがきょとんと目を丸くする。しかし、次の瞬しゆん間かん、その桃もも色の唇はためらいなく想いを紡いでいた。

「だって好きだか、ら。私この村が好きだ、から」

　それは、単純な答えだった。

　好きだから頑張れる。好きな人のために、頑張れる。

　それがジナの原点。それがジナの原動力。

　愚ぐ問もんを零した自分に、レインが苦笑する。

　その顔を不思議そうに見上げるジナに向けて、レインは本当に何気なく呟いた。

「俺は、そんなお前が好きだよ。ジナ」

　苦笑を微び笑しように変えながら、レインが再びその手をジナの髪かみの上で滑らせる。

　その手が、突とつ然ぜんパチンという乾かわいた音とともにはじき飛ばされた。

「あ、れ？」

　いきなり身体からだを起こしたジナが、直前にレインの手を弾はじいた自分の手を見つめて首を傾かしげる。まるで、自分がなんで手を弾いたのかが分かっていないようだった。

　しばし自分の手を睨にらみ付けていたジナの視線が、思い出したようにレインへと滑る。

　その白桃のように白い頰が、林りん檎ごのように真っ赤に染まった。

「～～～～～～っ！　ルル！　【体当たり】！」

「きゅっぴぃぃーっ！」

「え？　な、ぐはっ!?」

　いったいどこに隠かくれていたのか。突然闇夜から飛び出して来たルルが、避よける間もなくレインの顎あごに直撃する。その一撃は適確に脳を揺さぶり、レインから意識を奪うばい去る。

　ルルを抱だきかかえながら慌あわてて階段を降りていくジナ。暗くら闇やみから酷ひどく疲ひ弊へいした状態で這はい出てくるペムペム。その光景を朧おぼろ気げに見ながらレインはようやく眠ねむりについた。







　　　第三章




　青い海。白い砂すな浜はま。焼け付くような真っ赤な太陽。

　スライム島の東沿岸にある浜辺に来たレインはニコルに持たされた麻あさのシートを広げると、これまたニコルに持たされたパラソルを焼けた砂へと突つき刺さした。

「よいしょっと。ガゼット、こんなもんでいいか？」

「うん。いいんじゃない」

　シートの上に軽食の入った氷箱（レオン製）を置くガゼットが、パラソルを見上げながら軽く頷く。そんな二人を尻しり目めに、ペムペムは興奮に目を輝かせながら待ちきれないとばかりにレインの肩かたから砂浜に飛び降り──

「ぴぎゃ!?」

　そのあまりの熱さに、悲鳴を上げるや否いなや慌ててレインの肩へと舞まい戻った。ふぅふぅと若じやつ干かん赤くなったところを冷ますペムペムに、レインが思わず苦笑を零す。

「バッカだな、おまえは」

「モンスターは主あるじに似るってほんとなんだね」

「おいこら、どういう意味だ」

「言葉通りの意味だよ。っと、これで良し。あとはアリカたちを待つだけなんだけど……。ところでレイン、昨日、ジナさんと何かあったの？」

「は？　ハァ？　ハァあアぁァア!?　なな、なんだよ突然？」

　予想外の質問に、レインの声が一オクターブ跳はね上がる。

　そんなレインに、ガゼットは心底残念そうな表情で首を横に振ふった。

「いやいや、馬ば鹿か正直にもほどがあるでしょ。もうちょっと、楽しませてよ」

「お前は俺をなんだと思ってるんだ？」

「ん？　いいおもちゃ」

　真顔で答えられたレインが、二の句を続けられずに押し黙だまる。ガゼットはその反応に含み笑いを浮かべながらも、どこか顔の端はしに緊きん張ちようを浮かべつつ、固い声で尋たずねた。

「で、本当に何かあったの？」

「いや、お前の方から聞いてきたんだろうが」

「いやいや。僕はただカマを掛かけただけなんだけど。ジナさんの実家だし、もしかしたらと思って」

　あっけらかんと話すガゼットに、レインは言葉を失った。考えてみれば、ガゼットは昨日早々と就しゆう寝しんしているはずだ。レインとジナに何があったかなど、知る由よしもないだろう。

　完全に嵌はめられたレインが、憮ぶ然ぜんと口をへの字に曲げる。一方、ガゼットは機き嫌げんを損そこねるレインに躊ちゆう躇ちよすることもなく、むしろ何かに挑いどむような眼まな差ざしを以もつて尋ねた。

「それで、レイン。昨日、ジナさんと何があったんだい？　まさか、最後の一線を越こえたなんてことは……！」

「待て待て。落ち着け、ガゼット。お前が考えてるようなことは、一いつ切さいなかったから！　ちょっと、ジナの相談に乗ってたんだよ。内容は……言えねぇけど」

　自信なさげに、レインが言葉を濁にごらせる。瞬間、レインの脳のう裏りに昨晩の出来事が蘇よみがえった。自分でも驚おどろくほど鮮せん明めいにジナの艶あで姿すがたと、その目の端から零れた涙なみだが蘇る。

　結局、朝になって顔を合わせても、ジナは昨日のことについて一切触ふれようとはしなかった。最後は拒きよ絶ぜつするように走り去られてしまったので、レインとしては気になって仕方がない。本当は朝にでももう一度話を聞いてみようかと思ったのだが、追つい及きゆうする前にジナはエルニアとアリカを連れて部屋へ引き籠こもってしまうし、レインとガゼットはニコルに道具だけ持たされて家を追い出されてしまった。

　はぁ、と思わずレインの口から暗あん澹たんとした溜ため息いきが漏もれる。

　その重い息を、ガゼットは見み逃のがさなかった。

「レイン。本当に、本当に相談だけだったのかい？　ピックが来たら、ちょっと【契けい約やくの絆きずな】使ってもいい？」

「あ～、もう。使え使え。それで満足するなら、いくらでも使え」

　双眸に剣けん吞のんな光を宿すガゼットに、レインが半ば投げやりに腕うでを振った、その時。

「婿むこ、様ーっ！」

「こら、ジナ・レームライト。引っ張るな。私は、まだ心の準備がっ！」

「ジナちゃん、待って待って。ストップ。ストーップ!!」

　嬉き々きとした声と盛せい大だいな悲鳴が耳を打ち、振り返ったレインはガゼット共々息を飲んだ。

　水着姿のジナに手を摑つかまれて引き摺ずられるように浜辺を歩いてくるエルニアとアリカ。

　その三人は、浜辺の解放感にも負けない華はなやかな水着に身を包んでいた。

　まず目を引いたのは、二人を引っ張って先頭に立つジナだ。肩かた紐ひものないチューブトップタイプのビキニは、ジナの戦せん闘とう衣い装しようと同じく泉の如ごとき青色。両腰こしにスライムの紋もん章しようを象かたどった留め具をあしらったその水着は、真夏の太陽にジナの白い肌はだを惜おしみなく晒さらしていた。

　ジナの水着姿に、レインが思わず赤面する。いや、ある意味昨晩はもっとものすごい格好を見ているのだが、明るいところで見せつけられる水着姿は、別の意味で艶あでやかだった。

　レインの視線を感じ取ったジナがエルニアとアリカから手を放し、えっへんと胸を張る。
















「どう、婿様！　自信、作っ！」

「あ、ああ。すげぇーよく似合ってるぞ、ジナ」

　声を弾はずませるジナに、レインはどぎまぎしながら、何とか言葉を吐はき出した。

　その言葉に、ジナが満足そうに顔を赤らめて身を捩よじる。

　昨晩とは打って変わって明るい表情を浮うかべるジナに、レインは思わず首を傾かしげた。もしかして、昨晩の出来事は全すべて夢だったのでは、という疑問さえ浮かんでしまう。

　そんな昨晩の記き憶おくを呼び起こすレインの脇わき腹ばらが、唐とう突とつに突つつかれた。レインの意識を引き寄せたガゼットが、怪け訝げんな顔を浮かべてそっと耳打ちする。

　──レイン。本当に、ジナさんと何もなかったんだよね

　──なんだよ。疑ってんのかよ？

　──そりゃ、疑うよ。だって……

　ガゼットは、一瞬ジナに視線を走らせると、確信を以て続けた。

　──ジナさん、昨日と全然違ちがうじゃん

　──え、どこが？

　レインが慌てて視線をジナへと走らせる。水着に着き替がえても恥はずかしがることなく自分の仕立てた服を自じ慢まんするジナは、レインの目からはいつも通りの姿に思えた。違いと言えば、少しだけ明るい表情を浮かべていることくらいだろうが、それでも全然違うというほどの変化とも思えない。

　改めて首を傾げるレインに、ガゼットが頭痛でもするかのようにこめかみを押さえる。

　そんなガゼットの髪の中に、紫し電でんを纏まとった何かが突っ込んできた。

「わっと？　ピ、ピック？　どうしたんだ──」

「み、見るな。マスター。見るんじゃない！」

　目にも止まらない早さで髪の中へと逃にげ込んだピックに、レインとガゼットが首を捻ひねる。だが、ガゼットはすぐにその顔に邪じや悪あくな笑えみを浮かべると、指先を自分の髪の中へと差し込んだ。雷らい鳴めいの如き悲鳴を轟とどろかせるピックに構わず、ガゼットがゆっくりと手を引き抜ぬく。

「あは！」

　手の中に摑んだ精せい霊れいに視線を落としたガゼットは、その顔を太陽の如く輝かがやかせた。

　ガゼットの手の中には、雷かみなりの紋もん章しようが刺し繡しゆうされた小さな水着に着替えさせられたピックが、憮然とした表情で膝ひざを抱き締しめていた。

「く、屈くつ辱じよくだ……」

「いいじゃん、ピック。可愛かわいいよ。最高だよ！」

「うるさい！　黙れ！　馬鹿マスター！」

　特大の雷の蕾つぼみを作り出したピックが、全身全霊を以てその蕾をガゼットに向けて投げつける。慌てて飛び退のいたレインの視界で、鋭するどい稲いな光びかりが踊おどり狂った。さすがのガゼットも今回ばかりは悲鳴を上げていたが、まあ、どう考えても自業自得だろう。

　黒くろ焦こげになったガゼットに向けて、レインは静かに合がつ掌しようする。

　その肩が、不意に細い指先で叩たたかれた。

「婿様。婿様。二人のも、見て」

「二人のも、て──っ？」

　振り返ったレインは、思わず声を詰つまらせた。

「こっちも、自信、作！」

　ジナがエルニアとアリカを無理矢理前へと押し出し胸を張る。確かに、並び立つエルニアとアリカの水着姿は、その自信を裏付けるものだった。

　レインの視線が、目の前の光景に釘くぎ付づけになる。

　言葉を無くすレインに、まずはエルニアが嚙かみついてきた。

「な、なんだ。言いたいことがあるならば、ハッキリと……言えばいい……だろう」

　エルニアが顔を髪かみと同じ朱しゆ色いろに染め、恥ずかしさを堪こらえるように口籠もる。その姿に、レインは声を上げることも出来ず、口をパクパクと動かすことしかできなかった。

　ただ正直に──かわいい──そう思った。

　渚なぎさの太陽に照らされる艶つややかな肌はだ。爽さわやかなオレンジ色を基調としたその水着は、健康的なエルニアの四し肢しをよりいっそう際立たせていた。その一方で、顔を真っ赤にして身を捩よじるのだから始末が悪い。

　活発そうなイメージを醸かもし出しながら恥はずかしそうに顔も赤くするエルニアのギャップにレインは頰ほおに加えて耳まで熱くなってくる。

　そんなレインの耳を、今度は少し上うわ擦ずった声が叩いた。

「レ、レイン君。そのっ！　私も、どうかな？　変じゃない、かな？」

　エルニアの隣となりで縮こまっていたアリカが、顔を真っ赤にしながら身を乗り出す。その瞬しゆん間かん、ただでさえ顔の熱いレインの鼻はな頭がしらに、マグマのような熱が突き刺さった。

　その水着姿は、もはや兵器といっても過言ではなかった。

　アリカが着ているのは、髪と同じ薄うす黄色を基調としたいわゆるワンピースタイプの水着で他ほかの二人と比べて露ろ出しゆつは少ない。だが、それをアリカが着れば話は別だ。窮きゆう屈くつそうに胸むな元もとを押し上げられた水着の破壊力は、他の二人に一切引けをとらない。

　慌あわてて顔を背そむけたレインが確信する。水着に着替えたアリカならば、ただそこに立つだけで、たいていの男は落ちる。

「ど、どうしたのだ。レイン・エルハルト。何を押し黙っている、のだ？」

「レイン君。やっぱり……変なの、かな」

　感想を零こぼさないレインに、エルニアとアリカが顔を曇くもらせる。その悲しそうな表情は、レインの罪悪感を尽ことごとく突つき刺さした。

　これは、日ひ頃ごろ鍛たん錬れんに勤いそしんでいたレインに神が与あたえたもうたご褒ほう美びなのだろうか？

　それとも、悪戯いたずら好きの悪あく魔まが落としたもうた試練なのだろうか？

　様々な葛かつ藤とうに揺ゆれながら、それでも何か言わねばと追い詰められたレインは、自分でも味気ないと思う言葉を吐き出した。

「その、二人ともすごく似合ってるぞ」

　ジナにかけた言葉と全まつたく同じ言葉になり、「馬鹿野郎」と心の中で自分を罵ののしる。

　だが、そんなレインの苦悩に反して、エルニアとアリカはパッとその表情を輝かせた。

「そ、そうかっ。まぁ、当然だろう、な……」

「ホント!?　ホントにそう思う？　ありがとうっ！　レイン君！」

　予想以上に喜んでくれた二人に、レインが胸を痛めつつ安あん堵どの息を吐く。

　エルニアの後ろからその一部始終を見ていたキールは、そっと自分の傍かたわらに控ひかえるレオンへと念話を飛ばした。

（我が主あるじも、お主ぬしの主と同じくらい素す直なおになれば良いのだがなぁ）

「ぐるぅ？」

（だが、ヤツの鈍にぶさよりはましだな）

「ぐるぅっ！」

　キールの念話に、レオンが小さく喉のどを鳴らしながらゆったりとその尾おをくねらせる。

　一方、そんな会話が繰くり広げられていることなど知るよしもないレインは、二人から逃げるように身を引くと、一人満足そうに水着の出来を眺ながめていたジナの手をサッと摑つかんだ。

「さ、さあ。ジナ。そろそろ、修しゆ行ぎようしようぜ。昨日言ってた特訓、教えてくれよ！」

「ぴぎ、ぴいぴぎぴぎ！」

　レインの肩に乗るペムペムが、やる気に満ちた声を張り上げる。

　そんなレインに、ジナは得意げな顔で細い指先を青い大おお海うな原ばらに向けて持ち上げた。

「分かっ、た。じゃあ、海の方に行、く」

「おっしゃ。頼たのむぞ、ジナ」

　レインがジナの手を引き、海へ向けて歩き出す。

　一方、手を引かれたジナは、不思議そうに自分の腕を摑むレインの手をジッと見つめると、零すように呟つぶやいた。

「あれ、やっぱり大だい丈じよう夫ぶ？」

「ん？　なんか言ったか、ジナ」

「なんでも、ない」

　首を横に振ふるジナに、レインが小さく小首を傾かしげる。眠ねむたげに半分閉じられた瞼まぶたの奥の双そう眸ぼうは、本当に何でもなさそうに海の水面みなもを映している。

　──空耳か？

　レインがもう一度小首を傾かたむける。昨晩の一件もあるので、レインは水着に圧あつ倒とうされながらもそれとなくジナの様子には気を配っていた。同じスライムの紋章を誇ほこりに思う仲間として、できる限りのことをしてやりたい。

　ジナが言葉を零せるように、レインが口を閉じる。浜はま辺べの砂を踏ふみしめる音だけが、静かに耳を叩く。

　しかし、結局ジナはそれ以上の言葉を零さなかった。だから、レインはすぐに気持ちを切り替えた。ガゼットのように、話を上う手まく促うながす技術をレインは持っていない。

　だったら、レインの取る行動はひとつだ。ジナがまた話をしてくれるまで辛しん抱ぼう強く待つ。それまでは、いつも通りに振る舞まうのがレインの取れる最良の方法だ。

　波打ち際ぎわでジナの手を放したレインは、いつものように声を弾ませて振り返った。

「それで、ジナ、特訓て何すんだ？　じいさんが使ってた【崩ほう哭こく】ってヤツか？」

「ぴぎ、ぴぎぴぎ！」

　レインとペムペムが、ムギナとロロンが繰り出した強化の技法【崩哭】の威い力りよくを思い出し、待ちきれないとばかりに眼を輝かせる。結局、朝から何度ムギナに教えてくれるように頼んでも、返答は「いやじゃ」の一点張りだった。頼むことを諦あきらめるつもりは毛頭ないが、ジナが教えてくれるならば、それで申し分ない。

　だが、レインの期待に反し、ジナはその長い銀ぎん髪ぱつをゆっくりと横に揺らした。

「私とルルは【崩哭】を使えな、い」

「あ……やっぱりそうなのか」

　ジナとルルは、レインたちの前で【崩哭】を使ったことがない。あれ程ほどに強力な身体強化を身につけていたなら、とっくの昔に使っているはずだろう。分かっていたことだが、望んでいたトレーニングが出来ないことに、レインとペムペムががっくりと項うな垂だれる。

「ごめんなさい。婿むこ、様」

「あ、いや。こっちこそ悪い！　気にすんなって！　ジナのせいじゃねぇよ！」

　申し訳なさそうに俯うつむくジナに、レインが慌ててその両手をばたつかせる。

「それより。早くトレーニングしようぜ。教えてくれ、ジナ。頼たよりにしてんだからよ」

「本、当？」

「お、おう！」

　上うわ目め遣づかいで尋たずねるジナに、レインが一瞬どきっとしながらハッキリと答える。

　その誠意が通じたのか、ジナはほんの少しだけその口元を嬉うれしそうに綻ほころばせると、潮しおの匂においとさざ波の音を奏かなでる波間に向けてスッとその腕うでを持ち上げた。

「ルルっ！」

「きゅぴっ！」

　ジナの鋭い声に、ルルが声を弾ませて元気よく飛び上がる。桃もも色の身体からだは綺き麗れいな放物線を描えがくと、その水面に着地するや否いなや──

「きゅっぴ！」

　美しい水みず飛沫しぶきと共に、再び空高く舞い上がった。

「おお！」

「ぴぎぎ！」

　レインとペムペムは思わずその身を乗り出した。一度だけではない。何度も何度も、青い水面に着地するたびに、ルルの身体が水を足場に飛び跳はねる。

　ルルは高い白波を踏み台に一際大きく飛び跳ねると、その軌き跡せきに水の橋を残しながらジナの肩かたに舞い戻もどった。

「今のはっ!?」

「私の村の伝統鍛、錬。スライムの瞬発力の強化法【海うみ跳とび】。鍛きたえれば水の上でも【体当たり】が出来るようになるし、上達すればこういうことも出来、る」

「きゅっぴっぴ」

　ジナの言葉を待っていたように、肩に乗っていたルルがゆっくりと桃色の身体を地面に落とす。そして、その身体が地面に着地した刹せつ那な、白い砂が大きく吹ふき上がった。

「きゅぴっ！」

「ぴぎゃう！」

　慌てて身体を潰つぶしたペムペムの頭上を、ルルの砲ほう弾だんが突き抜ぬける。そのすれ違ちがい様にまき散らされた砂は、レインの頰ほおや髪、さらには口の中へと容よう赦しやなく降りかかった。

「ぺ、っぺっっぺ。い、今のは、じいさんのスライムが使ってた技わざか」

　口の中の砂じや利りを吐はき出しながら、レインがジナへ視線を走らせる。ジナは戻ってきたルルをその水着から覗のぞく白い胸に抱だき締しめると、どこか誇らしげに答えた。

「うん！　着地の衝しよう撃げきを【体当たり】に上乗せして、タメなしで早く飛べ、る。ムギじいとロロンの得意、技」

「なるほど、な。んで、ジナたちの早さの秘密はこれだったんだ」

　腕を組んだレインが納なつ得とくするように頷うなずく。正直、レインはジナの戦せん闘とうの時に見せる加速や跳ちよう躍やくに疑問を持っていた。前にペムペムに真ま似ねさせてみたがどうも上手くいかなかったからくりはここにあるらしい。

　そうと分かれば善は急げだ。

　レインが組んだ腕を解き、スライムの紋もん章しようが刻まれた掌てのひらを大きく海へと突き出す。

「じゃあ、とりあえずやってみるか！　ペムペム！」

「ぴぎ！　ぴぃ～～っぎ！」

　身体を大きく揺さぶったペムペムが、緩ゆるやかな波を立てる水面へと飛び出す。

「ぴ、ぴ、ぴ、ぴ……ぴぃ～っぎ！」

　着水の瞬間を計り、ペムペムが勢いよくその身体を弾はずませる。

　だが、潰した身体を復元したペムペムは、全く飛び跳ねることなく、ぽちゃんと小気味のいい音を浜辺に響ひびかせながら海へと落っこちた。

「ぴぎ？　ぴぎっ！　ぴぎっ　ぴぎっ！　ぴぎぴぎぴぎ！　ぴぃ～ぴぎぎぎぃっ！」

　ばちゃばちゃばちゃと、何とか再び飛び跳ねようとするペムペムが海面で必死に【体当たり】を繰くり返す。しかし、縮んでは伸びるを繰り返すペムペムの身体は一向に跳び上がる素振りを見せず、ただ遊んでいるようにしか見えなかった。

「あちゃ～、やっぱりいきなりは無理か！」

　ムキになるペムペムを見ながら、レインが苦く笑しよう交じりに髪かみを搔かく。波に揺られるペムペムはなかなか岸に戻ってこようとはしなかった。どうやら、よほど悔くやしいらしい。

　そんなペムペムに向けて、意地悪い表情を浮うかべたルルがジナの肩から飛び跳ねる。

「きゅっぴ。きゅっぴ。きゅぴぴぴぴぴ♪」

「ぴぎぃ！」

　楽しげに海面をジャンプしながら挑ちよう発はつするルルに、ペムペムが悔しそうな表情を浮かべながらバチャバチャと激しく海面を叩たたく。

　そんなペムペムを、ルルは躊ちゆう躇ちよすることなく踏んづけた。

「ぴぎゅぷぐぶぐぶぐ!?」

「きゅぴぃ～♪　きゅぴきゅぴ、きゅ～っぴ♪」

「ぐぷぷぷ……ぐぷぽぷ……っぴ。ぴぎーっ！」

　ルルが会心の笑えみを浮かべながら一層高く舞い上がり、反動で海に沈しずめられたペムペムが海面に浮ふ上じようするや否いなや怒いかりの声を張り上げる。

「ふーん。上う手まいもんだな」

　完全にからかわれている相棒を気にすることなく、レインがジッとルルの動きを観察しながら感心するように呟いた、その時。

「あ、婿様。ひとつ、言い忘れ──」

「ぴぎいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!?」

　思い出したように指を立てたジナと、水面でばしゃばしゃと身体を揺ゆさぶっていたペムペムの悲鳴が同時に浜辺を貫つらぬいた。

「ペムペム！」

　相棒の悲鳴に、レインが慌あわててその視線を走らせる。

　悲鳴を上げたペムペムは、大きな水飛沫を上げながら何かを懸けん命めいに追っ払ぱらっていた。

　水飛沫に混じり、細長い影かげが跳とび上がる。

「マリンスネイク！」

　大きく波打ったその長い身体に、レインは思わず叫さけんだ。《マリンスネイク》は海に広く生息するウミヘビのモンスターで、藻もや海かい藻そう、そして……

　スライムを捕ほ食しよくするモンスターだ。

「ペムペム！　早く戻ってこい！」

　顔を引き攣つらせたレインが、慌ててペムペムに向かって叫ぶ。だが、既すでに手て遅おくれだった。しっかりと獲え物ものを捕とらえたマリンスネイクは、何とか逃のがれようと抵てい抗こうするのをものともせず絡からみつき、長い舌でペムペムの身体を舐なめ上げる。

「ぴぎいいいいいいい！」

　再び響くペムペムの悲鳴。マリンスネイクの舌は岩に張り付く藻を削けずり取るため、スリ金状に進化していた。そんなものに舐められては、ペムペムの柔やわ肌はだなどひとたまりもない。

「くっそ！」

　悪態を吐ついたレインが、沖おきに向けて駆かけ出し、打ち寄せる波を踏み抜く。

　その傍かたわらを、緋ひ色いろの鱗うろこが熱風と共に駆け抜けた。

（まったく、世話が焼ける）

　砂浜を蹴けり上げたキールが、水面に巨きよ影えいを落としながら助けを求めるペムペムへと飛ひ翔しようする。炎ほのおの翼つばさで雄ゆう大だいに梶かじを取り、その翼から発せられる熱気で推進力を増大させたキールは瞬またたく間にペムペムを咥くわえ上げると、大きく首を振ってマリンスネイクを振り落としながら、再び浜辺へと戻ってきた。

「ぴぎーっ！」

「おお～、よしよし。大変だったなペムペム」

　キールの口から飛び出したペムペムを受け止めたレインが、赤くなった部分を撫なでながら悲運な相棒を慰なぐさめる。どうやら本気で怖こわかったらしく、ペムペムは完全に泣いていた。キールに続き余よ裕ゆうで海から戻ってきたルルが「ぴっ」と残念そうに鳴いたのは、どうか気のせいだと願いたい。

「サンキュー、キール。随ずい分ぶんと長く飛べるようになったな」

（ふ。我も主あるじも、貴様らに負けてはおられぬからな）

　レインに向けて不敵に口の端はしを吊つり上げたキールが、颯さつ爽そうと身を翻ひるがえし駆け寄ってきたエルニアのもとへと舞まい戻る。キールは何やら大声を上げるエルニアを宥なだめると、半ば無理矢理にその身体を背負い、レオンの作り出した氷の滑すべり台で心配そうな表情を浮かべるアリカのもとへと連れて行った。キールなりに、レインたちが集中してトレーニングできるようには配はい慮りよしてくれたのだろう。

　その気き遣づかいに感謝しつつ、レインはゾクリと沸わき上がる興奮に激しく胸を躍おどらせていた。少し前までのキールは助走を付けての滑かつ空くうは出来たものの、長時間の飛行は難しかった。だが、今は自らの翼で生み出した推進力で見事な飛行を見せた。

　キールはまだドラゴンとしては成長期だ。これから、まだまだ強くなるだろう。

　見せつけられたライバルの成長に、レインが好戦的にその口元に笑みを作る。

　そんなレインの肩を、片手でルルを抱かかえるジナがトントンと叩いた。

「この辺には《マリンスネイク》が多いから要注、意」

「多いって、村は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「《マリンスネイク》は海洋魔ま獣じゆう。淡たん水すいの川は上がってこな、い。陸なら安、全」

「なるほど、な。でも、そういうのは先に言おうな。ジナ」

「……うっか、り」

　コツンと、舌を出したジナが自分の頭を叩く。

　その仕草があまりにも可愛かわいくて、レインは何も言えなくなった。

　赤くなる顔を慌てて背そむけ、レインが広い大おお海うな原ばらを睨にらみ付ける。

「まぁ、いいや。あんまり沖に行かなきゃ問題なさそうだし、キールに負けてらんねぇからな。さぁ、やるぞ！　ペムペム」

「ぴぎ!?」

　ふぅふぅと、マリンスネイクに舐められて赤くなったところ心配するペムペムが、レインの言葉に震ふるえ上がる。

　だが、すぐにどんな説得をしても無む駄だだと悟さとるやいなや、半ばやけ気味に飛び跳ねると、涙ながらに波打つ大海原へ飛び込んでいったのだった。
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「レイン・エルハルトは、まだ帰ってないのか？」

　ニコルに教わっていた織物の手を止め、空腹を覚えたお腹を擦さすったエルニアはふと思い出したようにリビングを見み渡わたしながら呟つぶやいた。

「え？　あ、本当だ」

　エルニアよりも遥はるかに織物の進みが早いアリカが、レインの姿を探して小さく声を上げる。隣となりにいたジナも作業の手を止めて周りを見渡すが、当然のようにレインの姿はない。

　眉まゆを顰ひそめたエルニアが、壁かべ時計を確かく認にんしながら小首を傾かしげる。午前中をレインとは別にトレーニングに励はげんでいたエルニアだったが、午後のほとんどをニコルから織物を教わるのに費ついやしていた。ジナに服作りを教えたのがニコルだと聞き、エルニアとアリカが頼たのみ込んだのだ。時間を忘れて没ぼつ頭とうしているうちに、気がつけばもう夕刻。東の空には、夜の色が滲にじみ始めている。

　一いつ瞬しゆん、ムギナに薪まき割り要員として連れて行かれたガゼットと合流したのかと思ったが、レインは水着だ。さすがに、一度くらいは家に帰ってくるだろう。

　エルニアは編みかけのスカーフ──のような毛糸の塊かたまりを降ろすと、窓からその身を乗り出した。

「キール。レイン・エルハルトを見なかったか？」

（いや、我は一度も見ていないが）

　窓の下で身体からだを休ませていたキールが、ゆっくりと首を横に振ふる。キールの場所からは、家の玄げん関かん先が一望できたはずだ。レインが帰ってきたならば、その姿を見ないはずがない。

　考えられる可能性に、エルニアはぴくっと頰ほおを痙けい攣れんさせた。

「まさかとは思うが……」

（その、まさかだと思うが）

　キールが呆あきれとも感心ともつかない笑みを浮かべながら、ゆったりとその首を横に振る。

　肩かたを震わせたエルニアは、海の方を睨み付けると、それでも信じられないような表情を浮かべながらその喉のどを震わせた。

「あの馬ば鹿かは！　あれからずっと海にいるのかっ！」

　悲鳴の如ごとき絶ぜつ叫きようが、夜の迫せまったスライム島に木霊こだまする。

　その声に、そろそろ夕ゆう餉げの支し度たくにと腰こしを持ち上げたニコルは、頰に手を当てると困ったように眉まゆ尻じりを下げた。

「あれあれ、そろそろ晩ご飯の時間なのにね。誰だれか呼んできてくれないかい？」

「あ、それなら私がレオンと……」

「私、ルルと行って……」

　ニコルの言葉に、アリカとジナがほぼ同時に腰を浮かす。

　だが、その時すでに、エルニアは窓から跳とび出していた。

「いい！　二人は夕餉の準備を頼む！」

「え！　え？　エルちゃん!?」

「朱あか髪がみ!?」

　窓の外へと消えたエルニアに、アリカとジナが大きく目を見開く。

　一方、キールの背に跨またがったエルニアは窓から顔を覗のぞかせると、口を尖とがらせて叫んだ。

「あの馬鹿は私が連れてくる！　どうせ、疲つかれ果てて動けなくなっているのだろう。簀す巻まきにしてキールに引きずらせる！　行ゆくぞ、キール！」

　海の方を睨にらみながら、エルニアが力強くキールの首を叩く。

（ふむ。たまには、全力で走るのも悪くないな）

　いきり立つ主に、キールは楽しげに首を揺らすと力強く四し肢しを撓たわめかせた。

（主よ、振り落とされるなよ！）

　念話をその場に置き去りにして、キールは赤い疾しつ風ぷうとなった。

　身体に襲おそいかかる負ふ荷かに、エルニアがグッと内うち股またに力を入れる。走り出したキールは、まるで走る喜びに震える駿しゆん馬めのようだった。景色があっという間に後方へと流れ、真夏の熱を帯びた風がエルニアの身体を攫さらおうと襲いかかる。

　人の足ならば三十分は掛かかる林道も、キールに掛かればものの数分と持たなかった。

「も、もういいぞ。キール。充じゆう分ぶんだ」

（なんだ、もういいのか？）

　海辺にたどり着いたエルニアが、慌ててキールの首を叩たたく。キールは走り足りないとばかりに身を揺するが、エルニアの方は既に限界だった。慌てて背中から降りるが、地面についた足はまるで綿を踏ふんでいるかのように安定しない。

「ふぅ。これからは、騎き乗じようの訓練も増やさねばなら──っ！」

　額の汗あせを拭ぬぐうエルニアが赤く染まった浜辺に目を馳はせ、息を吞のむ。

　世界が、夕焼け色に染まっていた。

　夕ゆう陽ひに焼かれた砂すな浜はま、朱あか黄ぎ色に彩いろどられた天てん蓋がい。水平線に沈しずみ始めた夕陽が茜あかね色いろの帯を水面みなもに走らせ、波打つ海を鮮あざやかに両断する。人の手では作ることの出来ない自然の芸術。溜ため息いきすらも躊ちゆう躇ちよするようなその光景に、エルニアは一瞬にして吞み込まれてしまった。

　さざ波が打ち寄せ、潮風が夕焼けに焼かれ一層赤く染まるエルニアの髪かみを静かに揺ゆらす。

「きれい……だな」

（そうだな）

　無む垢くな子供のような呟きに、キールが静かに頷うなずく。

　その直後、黄昏たそがれに染まった砂浜に、水の弾はじけるパチャンと言う音が響ひびき渡った。

「ぬ。あっちか？」

　ようやく感動の呪じゆ縛ばくから逃れたエルニアが音のした方へと視線を流し、赤い砂さ丘きゆうに足あし跡あとを刻みながら歩き出す。

　レインとペムペムはすぐに見つかった。

　だが、彼らを見つけたエルニアは、容易に声をかけることが出来なかった。

「ペムペム。もう一回だ！」

「ぴっぎ！」

　レインとペムペムの声が、夕ゆう闇やみに染まり始めた空を貫つらぬく。

　彼らは未いまだにジナに教わったトレーニングを続けていた。

　レインの肩から跳び上がったペムペムが、その身を鮮やかな茜色に染めながら浅あさ瀬せへ向けて放物線を描えがく。着水の瞬間に、身体を押し潰つぶして生み出したエネルギーを解放。緩ゆるやかな波を立てる海面で、ペムペムが僅わずかに浮うき上がる。

「よしっ！　いいぞ、ペムペム！」

　マリンスネイクに齧かじられまいと急いで戻もどってきたペムペムに、レインが小さく拳こぶしを握にぎる。

　その姿にエルニアは戦せん慄りつした。

　いったい何時間、何百回、彼らはこの反復練習を繰くり返していたのだろうか？

　ペムペムの上げた水みず飛沫しぶきは打ち寄せる波に搔かき消され、この海にどれだけの鍛たん錬れんが刻まれていたのかを知る術すべはない。

　だが、これだけは分かる。

　レインとペムペムは、この狂気じみたトレーニングを楽しんでいた。再び海に向かって飛び出すペムペムの顔にも、指示を出すレインの顔にも、刻まれているのは笑え顔がおのみ。

　その飽あくなき強さへの執しゆう念ねんに、エルニアが思わず身震いする。

　しかし、同時にエルニアは目を奪うばわれてしまった。

　上達を褒ほめてくれと言わんばかりに大きく飛び跳はねるペムペム。その身体を嬉うれしそうに抱だき締しめるレインの横顔から、エルニアは目が離はなせなくなってしまった。

　夕焼けに顔を染めるレインは本当に楽しそうに笑っていた。どこまでも真まっ直すぐで、飾かざりっ気のない笑み。その顔を見た途と端たん、エルニアは思わずキールの背中に隠かくれてしまった。

　──私は、なにを!?

　エルニアが自分自身に自問する。自分はレインの恋こい人びとだ。コソコソする理由なんて何もない。いつものように出て行けばいい。怒ど鳴なってやればいい。

　ただ、それだけでいいはずなのに……

　エルニアの指先が助けを求めるように、腰のポーチに付けられたブローチへと伸のびる。ドラゴンの紋もん章しようを象かたどった、安物のブローチ。エルニアの、この世で一番大切と思える宝物。

　しかし、安心を求めて伸ばした指先が与あたえたのは、更さらなる胸の苦しさだった。

　胸の中に渦うず巻まく感情のうねりに、エルニアが激しく動どう揺ようする。

　だが、その動揺は、

「エルニア、お前なにやってんだ？」

「レ、レレレ、レイン・エルハルト!?」

　突とつ如じよ自分を覗き込んできたレインの顔に、解決する間もなくはじけ飛んだ。

　一瞬頭が真っ白になったエルニアが、背中を預けていたキールを睨にらみ付ける。

（キール！　なぜ、教えなかったのだ!?）

（はて？　これは異な事を尋たずねるな。主あるじはこの男を呼びに来たのだろう？）

　キールが鋭するどい牙きばの覗く口こう端たんを吊つり上げる。その顔は明らかに笑っていた。

　だが、エルニアにキールを咎とがめる時間はなかった。不思議そうな顔をしたレインが、ペムペムと共にエルニアの言葉を待っているのだ。

　──な、何か言わねば

　目まぐるしい思考の渦の中、エルニアは反射的に叫さけんでしまった。

「レイン・エルハルト！　わ、私の──私の水着姿はどうだった!?」

「え？　あ？　んな？」

　目の前に立つレインが、顔を茜色に染めながら目に見えて狼狽うろたえる。

　だが、それ以上にエルニアは狼狽えていた。

　──何を口走っているのだ、私は!?

　叫びにならない心の悲鳴を上げ、エルニアが思わず後ずさる。その背はすぐに、キールの大きな身体によって止められた。

　退路を断たれたエルニアが大おお慌あわてでその両手を振り回し、自分の失言を弁解する。

「ち、違ちがうぞ。レイン・エルハルト。私は、ただ、水着が初めてで。その、変ではないかと。いや、私に限ってそんな変なことはないのだが。そ、それでも。その、あれだ。お、お、お、男のお前から見て、ど、どどど、どうだったのだ!?」

　もはやドツボだった。

　それでも、自分が吐はいた言葉に赤面しながらも、エルニアはレインから目を離さなかった。いや、離せなかった。

「い、いや。どうだったって……」

　レインが困ったように顔を逸そらしながら、ぼそぼそと口早に答える。

「昼間にも言っただろ。その、まぁ……似合ってたぞ」

「そ、そうではない！」

　気がついたとき、エルニアは両手でレインの頰を挟はさんでいた。

　エルニアのつま先が僅かに砂に沈み、乗り出した身体がレインへと傾かたむく。目と鼻の先に迫ったレインの双そう眸ぼうをエルニアは期待の眼まな差ざしで見つめながらも、心の奥底では逃にげ出したい気持ちで一いつ杯ぱいになっていた。自分が問いただしているはずなのに、その回答を聞くのが怖こわい。そもそも、なんで自分がそんな質問をしたのかが分からない。自分が自分でなくなるような感覚に、身体を焦こがし脳を沸ふつ騰とうさせるような焦しよう燥そう感かんに、エルニアが胸むな苦ぐるしさを覚え恐きよう怖ふする。

　──い、一体。私はどうしてしまったのだ？

　自分自身に向け、エルニアが渾こん身しんの力で問いただす。なぜ、自分はこんなにも取り乱しているのか。その理由が分からない。

「もう一度聞くぞ。私の水着姿は、どうだったのだ？」

　またしても、意識より先に口が動く。

　レインは、逃げるように視線を逸らすと、素す早ばやくその唇くちびるを動かした。

「わ、わりぃ……。その…………かわい、かった」

　波音に搔き消されそうな小声が、エルニアの耳を貫いた。

　同時に、学園祭の最中、ブローチを受け取ったときと同じマグマのような衝しよう動どうがエルニアの心を搔き乱した。ドンと、エルニアの両手が衝撃を捕とらえる。ほとんど無意識のうちに、エルニアはレインのことを突つき飛ばしていた。

「うわっどぉ!?」

　バランスを崩くずして尻しり餅もちをついたレインが、盛せい大だいに白い砂を巻き上げる。

　そして、その後に。

「わわわわ、わっくぅ!?」

　同じくバランスを崩したエルニアが倒たおれ込んだ。

　レインにのし掛かってしまったエルニアが、慌てて砂浜に腕うでを突き立てる。だが、『立て』という理性を、なぜか『待て』という本能が押さえ込む。

「エ、エルニア。どうしたんだよ？　どいて、くれよ」

「分かっている。分かっているのだ」

　なかなか身体からだを起こさないエルニアに、レインが困こん惑わく気味に声を上げる。いや、エルニアも分かってはいる。だが、腕に、足に、力が籠こもらないのだ。

　昼間、海岸での光景が脳のう裏りを掠かすめる。レインのジナに対する態度が昨日までとは微び妙みように違うことを、エルニアは俄にわかに感じていた。胸を焦がす焦燥感。この気持ちを抱いだくのは、実はこれが初めてではない。学園祭以降、微妙に積極的になったアリカにも、エルニアは言葉では言い表せない何かを感じていた。

　──嫌いやだ！　渡わたしたくない。この世の、誰だれにも！

　何かが、エルニアの中ではじける。このままでは大切な何かをなくしてしまうと。

　重心が僅かに前に倒れる。砂の粒りゆう子しが膝ひざを滑すべり、無む性しように心をざわめかせる。

　自分を突き動かす何かに、エルニアがその身体を委ゆだねようとした、その時。

「な!?」

　突然、夕焼けをも吞のみ込む閃せん光こうが、朱あかく染まった浜辺を包み込んだ。

（主よ！）

　キールの念話が心に響き、襟えり首くびを咥くわえられたエルニアの身体が横手へと引っ張られる。

　砂浜に倒れ込んだエルニアが身を起こしたとき、すでに辺り一帯を包み込んでいた閃光は消え去っていた。
















　ついさっきまでエルニアが押し倒していたレインの姿と共に。

「レ、レイン・エルハルト!?」

　消えたレインの姿を探し、エルニアが悲鳴に近い声を上げる。だが、周囲に視線を走らせても、その姿はどこにもない。

　困惑するエルニア。その耳と心に、二つの声が突き刺ささった。

「うおおおおお!?　た、たたた、高っけぇえええええええええええ!?」

（上だ！　主よ！）

　心を打つキールの念話と、耳に落ちてきた悲鳴に、エルニアが視線を空へと走らせる。その双眸に、顔を真っ青にするレインと、その喉のど元もとに夕暮れの朱あか色いろにも染まらない白銀の刃やいばを押しつける神の姿が飛び込んできた。

「あ、アレは。姉上のシャルネラ!?」

　片手一本でレインを宙づりにする女め神がみに、エルニアが目を見張りながらその名を叫ぶ。見間違うはずがない。白銀の甲かつ冑ちゆうと翡ひ翠すい色の腰こし飾り。翼つばさではなく奇き跡せきで空を飛び、夕ゆう陽ひを切り裂さく白銀の剣けんを携たずさえた、エルニアの敬愛する姉アリエルと契けい約やくを結んだ女神。

　戦せん姫き神しんワルキューレが、レインの命を握にぎっていた。

「ぴぎっ！　ぴぎぴぎぴぎ、ぴぎーっ！」

　いつの間にかキールの頭に避ひ難なんしていたペムペムが、天高く持ち上げられた主の姿に悲鳴を上げる。だが、今のペムペムでは、どう足あ搔がいてもワルキューレからレインを取り返すことは出来ない。ペムペムが出来るのは、いつ主が真っ逆さまに落下してきてもいいように、受け止める体勢を整えることだけだ。

　だが、レインを受け止めるために身体を撓たわめかせていたペムペムは、唐とう突とつにその身体を強こわ張ばらせた。

「ぴ、ぴぴぴ、ぴぎぎぎぎぃ!?」

　全身を震ふるわせたペムペムが、戦せん慄りつしながらある一点を睨み付ける。その視線の先をエルニアが慌てて追いかけると、焼け付くような夕陽の奥に、その夕陽を喰くらうような黒点が生まれていることに気がついた。

「なんだ、アレは？」

　逆光に目を細めながら、エルニアが目を凝こらす。夕陽に生まれた黒点は、緩ゆるやかに波打ちながら、驚おどろくほどの速さで浜はま辺べへと近づいていた。

「な……っ！」

　目まの当たりにした黒点の正体に、エルニアが思わず息を吞む。

　夕陽を喰らって現れたのは、エルニアが以前対たい峙じした数百年を生きる風のドラゴンに勝まさるとも劣おとらない巨きよ軀く、その頭部から尾おの先までの長さがもはや見当もつかないほどの体たい軀くを誇ほこる漆しつ黒こくのドラゴンだった。

　夕暮れの空を悠ゆう然ぜんと泳ぐドラゴンが、ゆっくりと滑かつ空くうし、威い光こうを纏まとった長い髭ひげの伸びる鼻先を浜辺へと降ろす。

　その並の大型モンスターよりも大きな鼻を踏ふみ台にしたアリエルは、金色の髪かみを夕陽に靡なびかせエルニアの前へと降り立つや否いなや、顔面蒼そう白はくになりながら叫んだ。

「エルニアァアアア！　あなたはいったい、何をしているのですか。こんな南の島で、かかかか、駆かけ落ちなんて！　たとえ神が許してもこの私が許しませんよ！」

「か、駆け落ち!?　あ、姉上。いったい何を言っているのですか？」

　とんでもないことを口走った姉に、エルニアが顔を真っ赤にして叫ぶ。

　だが、アリエルはエルニアの声が耳に届いていないのか、その憤ふん怒ぬに染まった黄金の双眸を天上へ傾けると、神の紋章を刻んで手を突き上げながら鬼き気き迫せまる声で叫んだ。

「エルニアを惑まどわす悪い虫は、この私が塵ちりも残さず消し去ります。殺やりなさい、シャルネラ。【トゥインクルブレイド】」

「どわああああ！　ちょちょちょ、たんまあぁぁー！」

「ぴぎぃー！　ぴぎぴぎぴぎ！　ぴぎぎーっ！」

　殺気に満ちた燦きらめきを放つ白はく刃じんに、レインが大慌てで身を捩よじる。ペムペムが大慌てで受け止める準備を整えるが、アリエルの言葉が本当ならば欠片かけらすら残らない。

「落ち着いてください。姉上！」

「大だい丈じよう夫ぶです、エルニア。私は落ち着いています。──絶対に外しません」

「そうではなくてっ！　キール！」

　アリエルの正常でない眼の輝かがやきに、エルニアが説得を諦あきらめ咄とつ嗟さにキールへと視線を走らせる。だが、口の中で火か焰えんを燻くゆらせたキールは苦々しくその首を横に振ふった。

（ダメだ。この位置ではヤツまで黒焦げだぞ）

「くっ。姉上っ！」

　喉のどを鳴らしたエルニアが、再び姉の名を呼びその身体に縋すがり付く。アリエルはそれすら意に介かいさず処しよ刑けいを決行しようとしたが、その寸前で、涼すずやかな黒髪が黒こく竜りゆうから飛び降り、静かに神の紋もん章しようが刻まれた手を抑おさえた。

「アリエル会長。落ち着いてください」

「サラ教官！」

　アリエルを唯ゆい一いつ諫いさめることのできるサラの登場に、エルニアが声を弾はずませる。

　サラはそんなエルニアに微笑ほほえむと、今度は溜ため息いき交じりにアリエルの手を押し下げた。

「会長、彼を解放してあげてください。彼とエルニアさんは友人の故郷に旅行と、外がい泊はく届けに書いてあったではないですか」

「ですが！」

　冷静な口調で説得するサラに、アリエルが駄だ々だっ子のように声を張り上げる。だが、無言で諫める黒眸に反論出来なかったのか、最後には口を尖とがらせながらも納なつ得とくした。

　アリエルがその金色の双眸をシャルネラに向け、小さくその顎あごを引く。その意を汲くみ、シャルネラは白刃の輝きを収めると、パッとレインの腕を握る手を放した。

「ひぃぅっっ！」

　顔を引き攣つらせたレインが、叫さけぶ間もなく落下する。その光景にエルニアは思わず声を上げそうになったが、目の端はしを走り抜ぬけた青い砲ほう弾だんにぐっとその声を吞み込んだ。

「ぴぎぴぎぴぎぴぎ。ぴぎゅぅぅぅぅっぎ！」

　素す早ばやくレインの落下地点に滑り込んだペムペムが、身体を膨ぼう張ちようさせて落ちてきたレインを見事に受け止める。

　ホッと胸をなで下ろすエルニアの吐と息いきに、サラの深い溜息が重なった。

「はぁ、大人げないですよ。アリエル会長」

「私ではありません。シャルネラが勝手にやったことです」
















　落ち着いた口調で悪気なく答えるアリエルに、サラが困ったように手で顔を覆おおう。

　そんな二人の上級生に、エルニアはふて腐くされたレインが混ざるタイミングを見計らいながら、胸に渦うず巻まいていた疑問を吐き出した。

「あ、あの。それで、姉上たちはなぜこちらに？」

　その疑問に、依い然ぜんとして敵意を露あらわにレインを睨にらむアリエルに代わってサラが答えた。

「あなたに討とう伐ばつの依い頼らいが来ているのです。エルニアさん」

「私に、ですか？」

「そうです。詳しよう細さいは……極ごく秘ひにつきこの場では説明できませんが、かなりの大がかりな討伐依頼と思っていただいて構いません」

　一いつ瞬しゆん、レインへ視線を走らせたサラが、言葉を選ぶように説明する。その口調は、言葉よりも雄ゆう弁べんに依頼の重大さを語っていた。その上、サラが今回連れているのは幼竜のツキヨミではない。彼女本来のパートナー、ドラゴン喰らいのドラゴン、黒竜イザナギを連れてきたのだ。ただ事ではない。

　エルニアの顔に緊きん張ちようが走ったのを確かめ、サラが再び口を開く。

「ただし、この依頼は強制ではありません。それに、どんな危険があるか分かりません」

「いえ、強制的に連れて行きます。確かに危険は大きいですが、何があろうとこの私が守りますし、この魔ま獣じゆうの側そばに置いておくよりよっぽどましです！」

「その魔獣って、まさか俺のことっすか？」

「会長、少し静かに。──で、どうしますか？　エルニアさん」

　溜息交じりにアリエルを窘たしなめたサラが、一転して真剣な表情を浮かべ黒眸をエルニアへと定める。その眼まな差ざしは、エルニアに鍛たん錬れんを付けてくれる時と同じ輝きを放っていた。この目になったとき、いい意味でも悪い意味でもサラは絶対に容よう赦しやしない。エルニアが強くなることを望むなら、サラは一いつ切さいの情を捨てた鬼おにになる。

　エルニアは押し黙だまり、そして考えた。

　詳細が分からないが、アリエルとサラが直じき々じきに呼びに来るほどの依頼、そしてここまで脅おどしをかけるほどの討伐ならば、間ま違ちがいなく生半可な気持ちでは成し遂とげられないだろう。

　エルニアが、以前サラに言われた言葉を思い出す。弱く、そして何よりも大切なエルニアが一いつ緒しよにいれば、それを守ろうとしてアリエルの攻こう防ぼうに隙すきが出来る、と。

　自分は、まだまだ未熟者で弱い。

　それを自覚したから、エルニアは夏休みに入る前にレインに相談した。弱さから這はい上がる術を、レインなら知っていると思ったから。

　だが、今なら分かる。

　エルニアの考えは間違っていた。

　レインは弱さから這い上がる術を知っているから強いのではない。ただ純じゆん粋すいに、強さだけを求めているから強いのだ。

　夕焼けの浜辺、朝から一心不乱に修しゆ行ぎように明け暮れたレインの横顔が蘇よみがえる。

　レインには躊ちゆう躇ちよがない、迷いがない、諦めがない、恥はじがない。

　逆の立場ならレインは喜んで危険の中に身を投じるだろう。

　負けたくない、とエルニアは思った。

　強くなりたい、とエルニアは祈いのった。

　対等でいたい、とエルニアは願った。

　考えてみればおかしな話だ。ドラゴントレーナーであるエルニアが、スライムトレーナーであるレインに対しこれほどまでの対たい抗こう心しんを持つのは。

　だが、それはどこか心ここ地ちよかった。

「レイン・エルハルト。すまないが、アリカたちに説明しておいてくれ」

「おい、エルニ──」

　エルニアに手を伸のばしたレインが、唐とう突とつにその言葉を切る。エルニアを見つめるその顔は、夕焼けのせいなのか、耳まで真っ赤に染まっていた。

　アリエルが小さな悲鳴を上げ、サラがどこか娘むすめの成長を見守る親のように小さく微笑ほほえむ。

（主あるじよ、いい顔だな）

　楽しげに口の端を吊つり上げたキールが、実に嬉うれしそうな念話を飛ばす。

　自分がどんな顔をしていたのか、エルニアには分からない。

「行ってくる。レイン・エルハルト！」

　ただ、自分の口から零こぼれたその声は、今まで耳にしたことがないほど艶つややかだった。
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　コツ、コツ、コツ……

　石いし壁かべの廊ろう下かにむなしく響ひびいていた足音が、唐突に途と絶だえる。

　スライム島から遠く離はなれた小さな孤こ島とう。その島の一角に聳そびえる忘れられた神しん殿でんの中を、漆しつ黒こくのコートと帽ぼう子しに身を包んだグレイスは静かに歩き、ある部屋の前でその足を止めた。

「お疲つかれ様です、ガリアさん。フェティとフェルの調子はどうですか？」

　瞼まぶたを閉じ、腕うでを組みながら扉とびらの隣に寄りかかる女性、デビルトレーナーの傭よう兵へいガリアに向けてグレイスが軽く手を上げる。天てん井じように角を擦こすりつけるほどの巨軀を誇る鬼を傍かたわらに控ひかえさせたガリアは、閉じていた瞼を僅わずかに開くと、荒あら々あらしく顔を顰しかめ、肩かたをすくめた。

「相変わらず、だ。ずっと引きこもったままで出てこねぇし、ドルフの馬ば鹿かが作った飯もほとんど食ってねぇ」

「そう、ですか」

　予想通りの返答に、グレイスが声を落とす。

　ガリアはやるせなさそうに眉まゆを顰ひそめた。

「くっそ。あたしに、何かできることはねぇのかよ」

　苛いら立だちを吐はき捨てたガリアが、微かすかに【契けい約やくの絆きずな】の燐りん光こうを纏まとった拳こぶしを背中の壁に打ち付ける。その衝しよう撃げきは長い廊下中に響き、ぱらぱらと砂すな埃ぼこりが天井からこぼれ落ちた。

　廊下に木霊こだまする轟ごう音おんが、ほの暗い闇やみに飲み込まれる。そして、その残響すらも聞こえなくなった時、そっと大きな掌てのひらがガリアの頭に乗せられた。

「そうやって彼女たちを想おもってくれるだけで十分ですよ。ガリアさん。そして、どうか。何が起ころうとも、彼女たちの味方であってくださいね」

「子供扱あつかいすんなよ！」

　唇くちびるを尖らせ、ガリアが頭に乗せられた手を振り払はらう。

　そんなガリアに、グレイスは老熟した相そう貌ぼうを優やさしく崩くずし、そっと微笑ほほえんだ。

「してませんよ。ガリアさんは超ちよう一流の一人前の傭兵です。ちょっと、甘いですけどね」

　ガリアの頭を撫なでた手を引き戻もどし、グレイスが目の前の扉を軽くノックする。

「フェティ、フェル。入りますよ」

　返事を待たずして、グレイスは目の前の扉を押し開けた。

　そこは、初めて立ち入る者ならばまず首を傾かしげるような、ひどくちぐはぐな部屋だった。

　部屋の片側を占せん領りようする大量のぬいぐるみや絵本。しかし、その対面に据すえられた本ほん棚だなには、背表紙だけで顔を顰めるような、難解な論文や哲てつ学がく書が理路整然と収められている。

　足あし下もとに気を付け、グレイスが部屋の奥へと足を進める。すると、ようやくその気配に気が付いたのか、気け怠だるげな表情を浮うかべた少女が、のっそりとベッドから身体からだを起こした。

　まだまだ顔に幼さが残る10歳ほどの少女。彼女はその身体に二つの心を宿していた。歳相応の少女の主人格フェティ。学者並みの頭脳を誇ほこる裏の人格フェル。今、表に出ているのはフェルの方なのだろう。体調を崩しているのかその顔色は優すぐれないが、その大きな瞳ひとみには幼さとは裏腹な深い英知が隠かくれることなく浮かんでいた。

　フェルが手て探さぐりでベッドの脇わきに置かれたコップを手に取り、喉をこくりと鳴らして水を一口飲んでふぅと小さく息をつく。

「グレイスか、どうしたのじゃ？」

「間者たちより連れん絡らくが入りました。明日あした、各国の討伐隊が掃そう討とう作戦を仕し掛かけるそうです」

「そうか。くふふふふ、自分たちで最強の魔獣を依頼しながら掃討とは、本当に好き勝手なやつらじゃな」

「まぁ、掃討とは名ばかりの強ごう奪だつ作戦ですからね。成果の独ひとり占じめの争奪戦。まだ、学生の魔獣錬磨師モンスタートレーナーまで駆かり出しているようですよ。予想以上の戦力が集まっています」

「ほぉ、それはつまり」

　辛つらそうだったフェルの顔に、好こう奇き心しんにうずく学者の笑みが浮かぶ。

「あの、ドラゴン使いも来るのじゃな」

「はい。その旨むねはエルグ王国の間者から連絡が入っています。作戦実行の鍵かぎですからね。彼女が来ないことには始まりません」

「ふふ、そうじゃな」

　予定通りに運んでいる作戦にフェルが無む邪じや気きに微笑む。しかし、唐突にその顔が苦痛に歪ゆがんだ。苦しそうに胸を押さえ、小さな身体を丸めたフェルが顔を歪めて咳せき込む。

「フェル博士！」

　荒い息を吐くフェルに、グレイスは慌あわててベッドの脇に置かれた薬瓶びんを摑つかむと、細い注ぎ口を小さな口に押し当てた。

「むぐぅにゅうっ！」

　口に流れ込んできた薬に、フェルが苦く悶もんの表情を浮かべ小さく呻うめく。しかし、その効果は確かだったらしい。顔を顰めながら無理矢理その薬を吞のみ込んだフェルの呼吸は驚おどろくほど落ち着いていた。

「相変わらず苦いのぉ。苦虫でも磨すり潰つぶしとるんじゃないじゃろうな？」

「あ、さすがフェル博士。よく分かりましたね」

「なっ!?」

　絶句したフェルに、グレイスが小さく吹ふき出しながら肩を竦すくめる。

「て、冗じよう談だんですよ。冗談」

「にぃ～……。うぬぅ～。これ！　病人をからかうでない！」

　フェルがパンパンと布ふ団とんを叩たたきながらグレイスに憤ふん慨がいする。だが、そんな自分の反応がグレイスの笑みを濃こくするだけだとすぐに悟さとったのだろう。悔くやしげに頰ほおを膨ふくらませたフェルが、ぷいっとグレイスから顔を背そむける。

「あ、そうじゃ……」

　しかし、フェルの顔はすぐにグレイスの方へと戻ってきた。はて、と首を傾げるグレイスに、フェルが期待するような声こわ色いろで尋ねる。

「奴やつは来ぬのか？」

「奴とは？」

「あの、大おお馬ば鹿か者もののスライムトレーナーじゃよ！　ほれ、ドルフの剣けん狼ろうを下しおった」

「ああ、彼ですか。確か、レイン・エルハルトという名でしたね。残念ながら、間者からの情報に彼の名はありませんでしたよ。なにしろ、スライムトレーナーですから」

「なんじゃ、つまらんのぉ」

　すねたように口を窄すぼめながら、再びフェルがこくりと水を飲む。

　そして、コップの中の水をすべて飲み干したフェルは、その瞳に無邪気で、どこまでも透とう徹てつした輝かがやきを宿しながら、ベッドの枕まくら元もとで身体を丸くして寝ねている神、子犬のような体で額に生命の誕生と加護を司つかさどる七色の宝玉を埋うめ込んだパラパの背をそっと撫でた。

「まぁ、よい。では、グレイス。明日も頼たのむのじゃ」

「フェル博士の御み心こころのままに」

　孫に向けるような微び笑しようを湛たたえたグレイスが、恭うやうやしく頭を下げて部屋を後にする。

　その胸に、世界すべてを敵に回す狂気を秘めながら。







　　　第四章




　レインたちと別れ、スライム島を旅だった三日目の正午。

　エルニアとキールはエルグ王国から遥はるか西方、グレイテリア大陸の西沿岸を越こえたセイル海の上にいた。見み渡わたす限りの青い大おお海うな原ばら。だが、その海原はジナの故郷、スライム島のある海よりも、どこか寂せき寥りようとした雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

　空は晴れているのに、鉛なまり雲ぐものような重い空気が肩にのし掛かる。

「もうすぐだな。キール」

　エルグ王国が結集した飛行部隊の右う舷げん班、サラの契約した黒こく竜りゆうの背に乗るエルニアが、その顔に緊きん張ちようを走らせながら傍らのキールの首に手を当てる。

　そんなエルニアにキールは竜眼を細めると、首を大きくしならせて、主の頰にそっとその鼻先を押しつけた。

（案ずるな、主よ）

　気き概がいに溢あふれ、それでいて暖かなキールの念話に、エルニアがふっとその頰を緩ゆるめる。

　僅かに落ち着きを取り戻したエルニアは、キールの首から頰に手を滑すべらせながら、今回の作戦の指揮を執とる男、ハルと名乗ったエルグ王国特務討とう伐ばつ隊の副隊長の言葉を思い出す。

　掃討作戦の目標は、とある組織の壊かい滅めつ、及およびその組織が密ひそかに生み出そうとしていた魔ま獣じゆうの討伐というものだった。しかも──これはアリエルから聞かされた情報だが──その組織というのが学園祭の際にエルニアを捕ほ縛ばくした者の属する組織らしい。

　妙みような因いん縁ねんを感じつつ、エルニアがさらに作戦の内容を思い出す。今回の掃討作戦は、いくつかの国が別々に編隊を組み、四方から組織のアジトがある孤こ島とうを目指していた。このような闇組織壊滅作戦の定石である夜に攻せめ込まないのは、味方同士での相打ちを防ぐためらしい。

　だが、それにしてもだ。

　エルニアは討伐隊の戦力を聞いた当初、耳を疑わざるを得なかった。エルグ王国の特務討伐隊のみならず、ゴッドトレーナーであるアリエルを初めとしたベギオムの各学年上じよう位い陣じんへの協力要よう請せい。これはエルグ王国に限らず、他国でも各おの々おのが保有する魔獣錬磨師モンスタートレーナー育成学園に協力を請こい、同等程度の戦力を投じているらしい。こんなもの、一組織を相手取るのに投入する戦力の常識を遥かに超こえている。それこそ、軍事大国に対して戦争を仕掛けるような戦力が集まっていた。

　果たして、敵はそれほどまでに強大だというのか？

　エルニアの顔に再び緊張が走る。学年三位に名を連ねるエルニアだが、大々的な討伐作戦に参加するのはこれが初めてなのだ。緊張しないはずがない。

　キールの頰を撫でる手に、自然と力が籠こもる。

　その時、重い討伐部隊の雰囲気とはかけ離はなれた、妙に軽い声がエルニアの耳を撫でた。

「やほほほ～い！　エルニア嬢じよう!!　相も変わらず美しい。君の前には、海の宝石《マーメイド》たちも裸足はだしで逃にげ出してしまうよン！」

「人魚に足なんてないでしょ、ファルド。馬鹿なこと言ってないで警けい戒かいしていなさい」

「ファルド・グランサンダー。ミストリア・クラウリス」

　緊張感のかけらもない男と、その男に憂うれいを浮かべる麗れい女じよ、学年ランキングで自分の上に名を連ねる二人の登場に、エルニアの顔が微かすかに陰かげる。

　その表情の機き微びを、ミストリアは見み逃のがしてはくれなかった。

「あら、どうしたの。エルニアさん？」

「いや、その。たいしたことではないのだが……」

　風に靡なびく横よこ髪がみを押さえながら尋たずねるミストリアに、エルニアが視線を斜ななめ下に流しながら言い淀よどむ。思いが喉のどを突つくが、弱い心を零こぼすのにささやかなプライドが邪じや魔まをする。レインには弱みを見せたエルニアだが、ファルドとミストリアに同じ弱さを見せられるほど、二人と交友が深いわけでもないのだ。

　風に大きく揺ゆれる三つ編みのように、エルニアの心が揺れ動く。

　その時、ある光景が迷うエルニアの背中を押した。

『じいさん。俺を、あんたの弟で子しにしてくれ！』

　恥はじも外聞も関係なく、ただ強くなりたい一心でムギナに頭を下げるレインの姿が脳のう裏りを掠かすめる。

　──馬鹿者は、私だな。

　心の中で静かに呟つぶやき、エルニアが苦く笑しようを零す。レインと対等でありたい。その一心で自分は危険に身を投じることを選んだはずだ。

　小さなプライドなど、捨ててしまえばいい。

　エルニアは弱い自分と決別する強い笑みを浮かべると、その決意に満ちた煉れん瓦が色いろの双そう眸ぼうをファルドとミストリアへ傾かたむけた。

「では。不ふ肖しようを承知で二人に聞きたい。どうすれば、二人のように強くなれるのだ？」

「え？」

　真しん剣けんな眼まな差ざしで尋ねるエルニアに、ミストリアが鼻白む。まさか、二人より劣おとるとはいえ三位に名を連ねるエルニアが、これほどまでに率直な質問をしてくるとは思っていなかったのだろう。

　ミストリアが、その細いあご先に指を当てながら黙だまり込む。突とつ拍ぴよう子しもない質問に真しん摯しに考えてくれるのは、彼女の持つ美徳のひとつだろう。

　だが、真剣に悩なやむミストリアの姿に、エルニアは今いま更さらながらハッとした。エルニアが尋ねたことは、すぐに答えが出るようなものではない。こんな、大討伐作戦の最中、本来なら緊張と集中力を高める時に相談するなどもっての外だ。

　謝罪と共に「もういい」と、エルニアがミストリアに声を掛かけようとした、その時。

「空と海と白と黒。うむ、これは絶景だ！　すばらしい！」

　妙に軽けい薄はくな声が、足あし下もとの方から響ひびいてきた。

　不思議に思ったエルニアとミストリアが、同時にその視線を自分たちの足下へと落とす。その煉瓦色と紫し紺こんの双眸の視線を受け止めたのは、眼を焼く西日のようなオレンジ色の髪よりも眩まぶしい、しゃがみ込んだファルドの浮うかべる満面の笑えみだった。

　迷いのない笑みに一いつ瞬しゆん戸と惑まどったエルニアとミストリアの双眸が、今度は自分の腰こしの辺りに滑る。激しい風に翻ほん弄ろうされるスカートの裾すそが、二人の視界に滑り込む。

「「っ!!」」

　声を上げる時間すら惜おしみ、二人はファルドを黒竜から落とすつもりで、乙女おとめの怒いかりを纏まとわせたつま先を蹴けり上げた。

　その二本の烈れつ脚きやくの僅わずかな隙すき間まに、ファルドが微笑ほほえみと共に滑り込む。半身に体を捌さばいたファルドは烈風に髪を踊おどらせながら二人の間を滑り抜ぬけると、両手を広げて哄こう笑しようした。

「はっはははは。甘いぞ！　二人とも!!」

「くっ！　キール！」

「ジャンブルウ！」

　渾こん身しんの蹴りでファルドを仕留め損そこなったエルニアとミストリアが、羞しゆう恥ちに顔を染めながら下げ劣れつな男を消し去るべくパートナーへ呼びかける。その時、すでにキールはその長い竜りゆう尾びをファルドに向けて繰くり出していたが、その強きよう靭じんな竜の尾おはファルドに直ちよく撃げきする直前で突とつ如じよ出現した金色の天輪に受け止められた。

　悔くやしげに頰ほおを歪ゆがませたキールが、追撃を仕掛けようとした身体からだを咄とつ嗟さに押し止とどめる。キールとは反対側から、空間の歪みを引き裂さいて現れた漆黒の鎖くさりも、まるで時を止められたように空中で静止する。

　ミストリアと並び立つエルニアが息を飲む。

　二人の目の前には、キールの尾を受け止めたものとは別の天輪が、鋭するどい風切り音を立てて待ち構えていた。

　その天輪の先、先ほどまでの軽薄な雰囲気を搔かき消したファルドが、思わずぞっとするような精せい悍かんな眼まな差ざしを携たずさえ、静かに口を開く。

「二人とも緊張感が足りないぞ。強くなりたいと願うなら、一瞬一秒も気を抜かないことだ。まぁ、その点、僕たちは不幸にも艦かん隊たいの外がい郭かくで雑ざ魚こモンスターの露つゆ払はらい専門部隊だから、緊張する方がむりかもしれないけどね～ン」

　最後は再び軽薄な口調に戻ったファルドが、わざとらしく慌あわてながら鋭い殺気を放つキールから離れ、黒竜の尾っぽの方へと逃げていく。

　その背中を見送ったエルニアとミストリアは、自然にその顔を突き合わせた。

「これは、教えを受けたと思っていいのか？」

「どうでしょう？　本当に、ただ覗のぞいていただけかも」

　ファルドの真意を推おし量れず、エルニアとミストリアが揃そろって首を傾かしげる。

　そんな一年生を見守る竜の頭では、今にもファルドにシャルネラをけしかけようとするアリエルを、サラが必死の思いで説得していた。




　　　　＊




「エルグ王国・ガンデール共和国・ブランドル帝てい国こくの合同討伐部隊全軍に告ぐ。約五キロ前方に目標の島を捕ほ捉そく。各魔獣錬磨師モンスタートレーナーは所定の指示の通り、襲しゆう撃げき陣じん形けいを整えよ。迎げい撃げきするモンスターは速すみやかに掃そう討とうしつつ、最終攻こう撃げきの合図を待て。繰くり返す──」

　各部隊班に頒はん布ぷされた《拡かく声せい蝶ちよう》の羽根から響く指揮に、エルニアがその顔に緊張を走らせる。耳を打つその声の通り、目標の島はもはや肉眼で確かく認にんできるまでになっていた。さらに目を凝こらせば、島の四方の海上から、エルグ王国とは別国の討伐隊が接近している姿が確認できる。

　初めて身を投じた大がかりな討伐作戦。一秒ごとに、緊張が、鼓こ動どうが加速する。

　そして、島の全ぜん貌ぼうが、いよいよエルニアの目にも明らかになった、次の瞬間。

「敵てき影えい捕捉。海から来ます！」

　拡かく声せい蝶ちようから響いた警告と共に、突とつ然ぜん穏おだやかだった海が討伐隊目がけて吹ふき上がった。

　天に向かって逆巻く水柱。その異常な海流を凶きよう悪あくな背びれが駆かけ上がる。一嚙かみで相手の頭と身体を分断する海の断頭台《ギロチンシャーク》だ。

「キール！」

　鋭い声を発しながら、エルニアが浅く《契けい約やくの絆きずな》を発動しつつ、凶悪な殺気を放つ背びれを睨にらみ付ける。

　一度水柱の中に潜もぐり込んだ背びれが、鋭い牙きばと共に現れた。

「な!?」

　だが、目の前に現れたその魔獣の姿に、エルニアは攻撃を躊ちゆう躇ちよしてしまった。

　エルニアの前に飛び出して来たのは、ギロチンシャークの背びれを頭部に携えた、虎とらの頭部に魚族の身体を携えた奇きっ怪かいな魔獣だった。

（エルニアッ！）

「くっ！　【ブレススパイラ──」

　キールの念話で我に返ったエルニアが、咄嗟に声を張り上げる。だが、キールがその口こう腔こうに練り上げた火か焰えんを解き放つ前に、眩まばゆいオーロラがエルニアの目の前を通り過ぎ、謎なぞのモンスターを吞のみ込んだ。

「エルニア、しっかりしなさい。このくらいで驚おどろいてどうするのですか？　ここは、《キマイラ》の巣そう窟くつと呼ばれる島なのですよ！」

「わ、分かっています」

　鋭い[image: しつ]しつ責せきを飛ばすアリエルに、エルニアが暴れ回る心臓を抑おさえるように胸に手を当てながらも、負けまいという強い意志をその双眸に刻み、答える。ほぼ同時に目の前に立ち上った水柱が割れ、魚族の身体に鹿しか、大おお鷲わし、蜘く蛛もの頭部を携えたモンスター達が飛び出して来た。不ふ揃ぞろいな頭部だが、その口から覗く牙は揃いも揃って凶悪だ。

「【ブレススパイラル】」

　その凶悪な牙を、キールは螺ら旋せんの炎ほのおで薙なぎ払はらった。横薙ぎに吐はき出された火か焰えんが水柱を両断し、大量に生まれた水蒸気が海上を吹く風に攫さらわれる。

　火だるまになって落ちていく魔ま獣じゆうたち。その姿を見送るエルニアの耳に、アリエルが叫さけんだ魔獣の名が蘇よみがえる。

《キマイラ》。それは、複数の魔獣の能力が混在した謎の多い魔獣だ。その生態系や繁はん殖しよく方法は一いつ切さい明確になっておらず、全すべての個体が非常に獰どう猛もうで共食いなど日常茶飯事だ。だが同族以外に獲え物ものが現れたと知れば途と端たんに団結し、一斉に獲物へと襲おそいかかるという集団戦法を仕掛けてくる。

　だが、それはキマイラの一面に過ぎない。キマイラの最も特異な点は、その生態や戦せん闘とう方法ではなく、契約できる紋もん章しようが未いまだ発見されていないということだ。

　あらゆる常識が通じないモンスター。それがキマイラだ。

　だが、特異だからといって、必ずしもそれは驚きよう異いにはなり得なかった。

　討とう伐ばつ隊の行ゆく方えを阻はばむ無数の立ち上る海流。だが、その海流から飛び出してくる無数のキマイラの群れに、討伐隊は微び動どうだにしなかった。海に適応したキマイラの襲しゆう撃げきを、飛行部隊の底部に配備された部隊、極ごつ寒かんの土地で鍛きたえられたブランドル帝国の魔獣錬磨師モンスタートレーナーたちが迎撃する。学生らしき魔獣錬磨師モンスタートレーナーが操あやつるモンスターも含ふくめ、最前列に並んだモンスターたちが一いつ斉せいにその口を開き、強力な冷気の渦うずを放出する。絶対零れい度どの突風は飛び出すキマイラの一群を吞み込むに飽あき足らず、水柱を氷の柱に変え、その根本を支える海までもを凍こおり付かせた。

　真下の海を氷の大地に変えながら、討伐隊はさらに島へと接近する。

　エルニアは一瞬、それを暗雲かと思った。

　だが、その考えはすぐに正されることとなった。

「なっ──」

　目め眩まいを覚えたかのように、声を上げたエルニアが後ずさる。孤こ島とうの上空。遠目ではそれこそ分厚い雲に見えたそれは、島の制空権を牛ぎゆう耳じる夥おびただしいキマイラの大群だった。

　いったい、何十体、何千体、いや、何万体いるのだろうか。その大群の前には、討伐部隊ですら小さく感じてしまう。

「エルニアさん。こういう時こそ、一点集中ですよ」

　たじろぐエルニアに、耳を撫なでた声はむしろ優やさしかった。

「サラ、教官……」

　黒竜の文字通り先頭から振ふり返るサラに、エルニアが小さく声を零こぼす。そんなエルニアに優やさしく微笑んだサラは、その掌てのひらに刻まれたドラゴンの紋章からまるで黒刀の如ごとき鋭い燐りん光こうを解き放つと、再び前方に向けた黒眸でキマイラの軍勢を睨み、静かに、そして容よう赦しやなくその腕うでを薙ぎ払った。

「イザナギ。【黒こく竜りゆうの死し咆ほう】」

　主あるじの命に従い、黒竜イザナギが大きくその口を広げる。次の瞬間。イザナギの口腔から死の淵ふちから這はい上がってきたかのような黒い息い吹ぶきが吹き荒あれ、まるで墨ぼく筆ひつで空をなぞるが如くキマイラの軍勢の一角を貫つらぬいた。漆しつ黒こくに塗ぬりつぶされた大量のキマイラが、身み動じろぎもしないまま次々に島へと落下する。数の優位を嘲あざ笑わらうかのようなイザナギの一撃。その黒き初撃を皮切りに、飛行部隊の中ちゆう核かくとして部隊を運んでいた超ちよう大型のモンスター達が、一斉にキマイラに向けて超ちよう弩ど級きゆうの一撃を解き放つ。

　キマイラたちも黙だまってはいなかった。敏びん捷しよう性に優すぐれた羽根を持つキマイラたちが、自分たちに敗北をまき散らす砲ほう撃げきの合間を縫ぬい、討伐部隊へと飛ひ翔しようする。

　疾しつ風ぷうと化したキマイラの飛翔部隊が、討伐隊の前へと躍おどり出た。

　だが、キマイラたちは歪いびつな爪つま先さきを振り上げながら、唐とう突とつにその動きを停止させた。もし、彼らに人間の顔が備わっていれば、もしくはキールやジャンブルウ並みの知性があれば、さぞ不思議そうな表情を浮かべていただろう。

　討伐隊へのある一線を越こえた瞬しゆん間かん、キマイラたちの胸の中心を光のダガーが貫いていた。

「ふむふむ。君たちでは、僕の引き立て役には足りなそうだなン」

　つまらなそうに呟つぶやきながら楽しげな笑みを浮うかべたファルドが、天輪を球体状に展開したエルデミオールに向けて叫ぶ。

「まあ、いい。エルデミオール、たまには思う存分暴れてこい」

　嬉き々きとした主の声に、エルデミオールは小さく首しゆ肯こうすると、目の前に降りてきた天輪にその腕を差し込んだ。天てん騎き士しの腕が緊きん張ちようし、筋肉が怒ど張ちようする。天輪から引き抜かれた腕が携えたもの。それは、身の丈たけ３メートルはあろうかという金こん色じきの大たい剣けんだった。

　天輪の防ぼう御ぎよ陣じんを残し、エルデミオールがその背に携えた八枚の翼つばさを大きく羽ばたかせる。イザナギからキマイラの大群までに光り輝かがやく光路を刻んだエルデミオールは、その天騎士の名を遺い憾かんなく発揮した。

　金色の大剣が掬すくい上がる。その一撃は目の前に立ちはだかるゴーレムとミノタウロスが合わさったキマイラの股こ間かんに滑すべり込み、岩の身体を縦一線に両断した。天上に切り上げられた刀身が、身を翻ひるがえすエルデミオールの動きに合わせて横に流れる。その流りゆう麗れいさと鮮せん烈れつさを併あわせ持った薙ぎ払いに、周囲を取り囲んでいたキマイラの腕が導かれるように宙を舞まった。身を翻したエルデミオールが、その勢いをさらに加速させて旋せん回かいする。空中に生まれる巨きよ大だいな光輪が波は紋もん状に広がり、並み居るキマイラを切り伏ふせる。だが、キマイラも黙ってはいなかった。天騎士の仮面目がけて降りかかる強酸の雨。降りかかれば腐ふ食しよくし、吸い込めば肺が焼き爛ただれる死の雨をまき散らしたのは、口が横に大きく裂さけた巨大なコウモリ型のキマイラだった。そのキマイラの赤い瞳ひとみが、突とつ如じよとして色を失う。今の今まで自分の真下で舞い踊おどっていたエルデミオールは、気がつけば真上から大刀の一撃を振り落としていた。光の刃やいばに貫かれたキマイラは、その身にため込んだ強酸の毒どく袋ぶくろごと気化する間もなく消しよう滅めつする。

　幾いくつもの閃せん光こうを生み出し、確実かつ俊しゆん敏びんにエルデミオールが敵の数を減らしてゆく。

　そんな圧あつ倒とう的な天騎士の傍かたわらを、突如黒い翼が横切った。

「ふむ、随ずい分ぶんと効率の悪い戦いをしておるな」

　漆黒の翼を羽ばたかせるジャンブルウが、周囲のキマイラなど意に介かいさずエルデミオールを挑ちよう発はつする。

「吾わが輩はいが駆く逐ちくの仕方を教えてやろう」

　凶悪な笑えみをその場に残し、ジャンブルウが悪魔の翼を羽ばたかせキマイラたちが密集する最深部へと滑り込む。突然現れた悪魔に、キマイラたちは躊躇なく襲いかかった。

　キマイラたちの挟きよう撃げきに、悪魔の口こう端たんが吊つり上がる。

　ジャンブルウは自分を狙ねらって牙と爪つめを掲かかげるキマイラたちを睥へい睨げいすると、悪魔の腕を大きく突つき上げて、大気を震しん撼かんさせる咆ほう哮こうを張り上げた。

「蹴け散ちらすぞ、ロードよ」

「わかっているわ。ジャンブルウ、【ゼス・チェーン】！」

　悪魔の紋章を高こう潔けつな漆黒の輝きで塗ぬり潰つぶし、イザナギの背に乗るミストリアが敵陣の真ん中に突入したパートナーへ向けて叫ぶ。すると、ジャンブルウの両肩かたに巻き付いていた鎖くさりが解け、青い炎をまき散らそうと機を窺うかがっていたキマイラに容赦なく巻き付き始めた。漆黒の鎖が、身を捩よじるキマイラを容赦なく包み込んでゆく。そして、そのキマイラの姿が完全に鎖に覆おおい隠かくされた次の瞬間、巨大な漆黒の球体と化した鎖の塊かたまりが、キマイラの吐き出そうとしていた青色の炎を宿して燃え上がった。

「ふん！」

　大きく鼻を鳴らしたジャンブルウが、その腕を一回りも膨ぼう張ちようさせ力任せに鎖を振り回す。キマイラの力を吞み込み青い炎を纏まとわせた鎖球は、轟ごう音おんと共に横に流れると、次々と周りのキマイラに牙を剝むいた。抵てい抗こうする暇ひまも、逃にげる暇も与えず、凶器と化した鎖球が辺り一体を蹂じゆう躙りんし、片かたっ端ぱしから空中のキマイラを一いつ掃そうする。密集していた全すべてのキマイラが地に落ちるまで、ものの十秒と掛かからなかった。

　戦場に於おいて圧倒的な力を誇ほこる天使と悪魔に、エルニアが身体からだを硬かたくする。突き付けられる力の差。自分の強さに対して疑念を抱いだいていたエルニアの心が激しく揺ゆれ動く。

（主よ、我らも続こうぞ！）

　そんなエルニアの背を押したのは、エルニアの傍らで力強く翼を羽ばたかせるキールの、優しくも闘志に溢あふれた念話だった。

「キール？」

（指示をくれ！　力をくれ！　我らの力を戦場に刻みつけろ！）

　鋭するどく気高い竜りゆう眼がんがエルニアの双そう眸ぼうを射い貫ぬく。戦場の熱気に負けじと熱を持つキールの身体が、エルニアの身体の芯しんを熱くする。

　そして、心の奥底からくすぶり始めた闘争心は、次なるキールの念話で一気に爆ばく発はつした。

（あの男とスライムに勝つのだろう！）

「っ！」

　声もなく、エルニアの身体が震ふるえ上がる。そうだ、エルニア達は力を求めてこの場に来た。あの大おお馬ば鹿か者もののレイン・エルハルトに追いつきたい。いや、追い抜ぬきたい。あの馬鹿者に勝って、圧倒的な強さを見せつけて、そして……

　自分だけを見て欲しい。

　キマイラと、討伐隊が入り乱れる修しゆ羅らの坩る堝つぼの中、エルニアの中でけっして覆くつがえらない意志が定まった。その意志に応こたえ、エルニアの掌に刻まれたドラゴンの紋章が、エルデミオールの極きよつ光こう、ジャンブルウの真しん影えいにも負けない、神しん火かの如き輝きを放つ。

　エルニアが緊張の糸を張り巡めぐらせる。しかし、それはただの糸ではなく導火線だ。激情の炎が緊張の糸をひた走り、強さへの欲求を爆発させる。

　煉れん瓦が色いろの双眸が、暗き戦場を射貫く。

「キール。【クリムゾンジェット】！」

　その暗き戦場へ向けて、翼から紅ぐ蓮れんの爆風を放つキールは飛び立った。飛翔の推すい進しん力りよくに、緋ひ色いろの鱗うろこを爆発させて生み出した加速を上乗せしたキールが、キマイラの群れに突入する。振り落とされた強きよう靭じんな前足の一撃は、蛇へびの尾おをくねらせるキマイラを、天から地へ叩たたき落とした。踏ふみ台にしたキマイラに一いち瞥べつもくれることなく、キールがその首を大きく振り払う。開かれた顎あごから迸ほとばしる螺旋の炎が、目の前のキマイラの一軍を包み込む。天上に広がる炎の波。その上じよう昇しよう気き流りゆうを翼に捉とらえたキールは再び加速すると、手当たり次し第だいに目の前にいたキマイラへとその強靭な爪を振りかざした。反撃する間もなく次々にキマイラを屠ほふったキールの双眸が、横手から奇き襲しゆうをかけてきた敵てき影えいを捕とらえる。それは歪な羽を生やす熊くま型のキマイラだった。熊のキマイラが、大気を切り裂きながら凶きよう悪あくな爪を振り下ろす。だが、その爪が緋色の鱗を抉えぐるよりも速く、キールの強靭な尾が熊型キマイラの首に巻き付いていた。敵は相当な重量だったが、今のキールにとっては細やかな重さだ。飛翔の加速を十分に乗せ、キールが尾で捕らえたキマイラを力の限り前方へと投げつける。砲ほう弾だんもかくやという速度で投げ飛ばされたキマイラは、鈍にぶい音と共に数体のキメラを巻き込むと、真っ逆さまに島へと落下していった。

　緋色の軌き跡せきを残しながら、キールがエルデミオールやジャンブルウに引けを取らない勢いで敵を打ち落としてく。

　だが、そのキールですら、その敵に対しては攻こう撃げきを躊ちゆう躇ちよせざるを得なかった。

　デカい。遥はるかにデカい巨体。キマイラの軍団の一部を、そっくりそのまま身体で支配する、山のような蜘く蛛も型のキマイラが、その八つある複眼で飛び交かう敵を見定める。

　討とう伐ばつ隊のモンスター達が、目の前に出現した驚きよう異いへ向けて一斉に攻撃を仕掛ける。だが、巨大であることはそれだけで一種の暴力だった。強力な攻撃が、無骨な巨体にぶち当たるや否いなや衝しよう撃げきと爆音をだけを残して霧む散さんする。

　ゆっくりと、蜘蛛型キマイラの複眼が討伐隊へと向けられる。そして、キマイラはその八本ある足の一本を振り上げた。それはまるで巨大な塔だ。大気を押し潰しながら、無む慈じ悲ひな鉄てつ槌ついが討伐隊の先陣に振り落とされる。

　きれいな断面を残し、突如として空を覆ったオーロラに触れた鉄槌が消滅した。

「あなた、少しお邪じや魔まですね」

　血ち腥なまぐさい戦場を洗うかのような凜りんとした声。アリエルが焦あせりなど一いつ片ぺんもない双眸で、巨大な蜘蛛型のキマイラを見定める。その時、すでに彼女のパートナー、シャルネラは敵の懐ふところ深くに潜もぐり込み、白銀に輝く剣を振り上げていた。剣から迸るオーロラがキマイラの身体に滑り込み、汚けがれた血肉を浄じよう化かする。身体を消滅させる一撃に、蜘蛛型のキマイラは恍こう惚こつとした断だん末まつ魔まを上げながら、静かにその身を海の方へと傾かたむけた。

　戦せん況きようは、討伐部隊の圧倒的優位だった。島の上空を埋うめ尽つくしていたキマイラが、次々に強力なモンスター達に掃そう討とうされる。

　開戦から半刻。

『全軍に告ぐ。島北東部に神しん殿でんを捕ほ捉そくした。各員、攻撃に備えろ』

　拡かく声せい蝶ちようの羽から響ひびく声に、魔獣錬磨師モンスタートレーナーたちの視線が一いつ斉せいに島の一角に集中する。薄うすくなったキマイラの暗雲の隙すき間まからは、確かに神殿のような建物が垣かい間ま見れた。規模としてはかなり大きなものだろう。

　その神殿に向かって、強力な紫し電でんが迸った。何ど処こかの部隊が、先んじて神殿に攻撃を仕掛けたのだ。だが、その雷かみなりが直撃すると思われた刹せつ那な、まるで攻撃すること自体を躊躇ためらうかの如ごとく、雷は自ら神殿を避さけ、島の大地に突き刺ささった。

　魔獣錬磨師モンスタートレーナーたちの視線の先で、七色の皮ひ膜まくが揺らめく。

『生半可な攻撃は無意味だ。全軍一斉攻撃を仕掛け、敵魔ま獣じゆうが展開した結界を突破する』

　拡かく声せい蝶ちようから流れる声は焦りを孕はらんでいた。いや、その声の主だけでなく、百戦錬れん磨まの魔獣錬磨師モンスタートレーナーたちが一様に得体の知れない不安に襲おそわれる。

　その最中、エルニアは思わず叫さけんでしまった。

「あれは！」

　エルニアの双眸が、神殿の上に立つ数人の人ひと影かげを捉とらえる。漆しつ黒こくのコートを身に纏う老人。非常に好戦的な笑みを相そう貌ぼうに刻む若い女性。剣けん狼ろうを傍かたわらに控ひかえさせる青年。

　そして、戦場にはおおよそ似つかわしくない、子犬のようなモンスターを抱かかえた少女。

　それはまさしく、学園祭でエルニアを傀かい儡らいに落とした一派の姿だった。

『──今だ！　全軍攻撃！』

　だが、エルニアがそれ以上の声を上げる間もなく、討伐隊を襲った不安を搔かき消すかのように攻撃の号令が下された。

　既すでにキールをイザナギの背に戻もどらせていたエルニアが、逡しゆん巡じゆんする暇もなく慌あわててドラゴンの紋もん章しようを突き付け、他ほかのモンスターとタイミングを合わせて攻撃を解き放つ。

　そして、その攻撃が神殿に届く寸前、エルニアは確かに見た。

　神殿の屋根の上、学園祭を襲った一派の中心で不ふ穏おんな気配を身に纏う〝何か〟の光のない暗黒の瞳を。

　崇あがめる神を失った神殿へ向けて、業火が、極光が、闇やみが、雷が、氷が、暴風が、ありとあらゆるモンスターの攻撃が雨あめ霰あられと降り注ぐ。国家すら壊かい滅めつさせる一斉攻撃。これほどの攻撃に耐たえきるのは、たとえ神と言われたモンスターでも不可能だろう。

　とてつもないエネルギーの塊が、神殿に向けて落下する。

　そして、まるでその攻撃を待ち構えていたかのように、神殿を纏っていた虹にじ色いろの皮膜が搔き消えた。幾いく人にんかの魔獣錬磨師モンスタートレーナーはそれに気がついたが、訝いぶかしむ暇はない。

　最後の防ぼう御ぎよ壁へきすら消失した神殿。

　だが、一秒後。

　その神殿は変わらぬ姿のままそこに聳そびえ立っていた。

「吞のみ込まれた、だと!?」

　呻うめくような声が、拡かく声せい蝶ちようから零こぼれた。

　それは、エルニアも同意見だった。

　そう。吞み込まれたのだ。国すら滅ほろぼす凄すさまじい大攻撃が、一片の跡あと形かたもなく。

　突とつ如じよ、神殿の上に現れた、あの〝何か〟によって。

　その〝何か〟の身体の一部が、突然大きく膨張した。虹色に輝かがやく卵のようなそれは瞬またたく間に巨きよ大だい化かし、臨界に達するや否いなや無数の虹色の破片となって弾はじけた。

　流れ星の如き虹色の破片が、全世界へ向けて解き放たれる。

　それが良くないものだと、多くの魔獣錬磨師モンスタートレーナーたちは直感した。吹ふき飛ぶ虹色の欠片かけらを阻そ止ししようと、モンスター達が再び力を解放する。

　その、次の瞬間。

　強きよう烈れつな衝撃が天空で弾け、魔獣錬磨師モンスタートレーナー連合軍の一角が壊滅した。
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　エルニアが討伐依い頼らいへ向かってから三日目の正午。

　早朝からのトレーニングによる空腹をニコルとアリカの手料理で黙だまらせたレインは、度たび重かさなる拒きよ絶ぜつにもめげることなくムギナに向けて頭を下げていた。

「なぁ、じいさん。頼むよ！　【崩ほう哭こく】、教えてくれよ！」

「お前は……本っっっっっっ当にしつこいのぉ」

　辟へき易えきとした声を吐はき出すムギナが、もはやうんざりとした表情で肩かたを落とす。エルニアが旅立ってからというもの、レインはより一層しつこくムギナに技わざの伝授を頼たのみ込んでいた。それはもう、顔を付合わせれば条件反射で頼み込むレベルにすら達していた。

　正座して頭を下げるレインに、ムギナがそっぽを向きながらお茶を啜すする。だが、頑がんとして動こうとしないレインに、遂ついに根負けして溜ため息いき交じりに顎あご髭ひげを撫なでた。

「たく……。ジナに【海うみ跳とび】を教えて貰もらったんじゃろうが。貴様はそれで充じゆう分ぶんじゃ」

「充分じゃ、足りねぇんだよっ！」

　拳こぶしを床ゆかに突つき付けたレインの声が、部屋の壁を叩く。その双そう眸ぼうは、貪どん欲よくな成長への執しゆう念ねんに充みち満ちていた。

「エルニアとキールは、もとからすんげぇー強いんだよ。そんなあいつらが、でっけぇ討伐に向かったんだ。絶対にもっと強くなって帰ってくる。俺は、俺はあいつらに負けたくねぇんだ！」

　闘とう志しを剝むき出しにしたレインが、声の限り叫ぶ。その声には、今までただ力を渇かつ望ぼうしていた時とは別の熱が宿っていた。

　人も魔獣も、競きそい合いあえばこそ強くなれる。

　同時に、人も魔獣も明確な目標があれば燃え滾たぎる。

　溢あふれんばかりの熱意を双眸に宿し、レインが無言の懇こん願がんをムギナに向けて投げつける。

　そんなレインを暑苦しそうに一瞥したムギナは、小さく鼻を鳴らすと、湯飲みの中のお茶を一気に喉のどの奥へと流し込んだ。

「ニコル。森へ行って薪まきを拾ってくる。おい、眼鏡小こ僧ぞう。貴様も付合え」

「ええ！　また僕ですか!?」

　ソファーでへばっていたガゼットが、ムギナの声に悲鳴を上げる。スライム島に来てからというもの、ガゼットはずっとムギナの農作業や薪拾いに駆かり出されていた。慣れない作業に、そろそろ筋肉痛も限界なのだろう。少し身じろぎしただけで、いつも涼すずやかな表情を浮うかべている相貌が面おも白しろいように痙けい攣れんする。

　そんなガゼットに構うことなく、ムギナはロロンを自分の肩に乗せると、情けない眼鏡小僧の首根っこを摑つかみ子こ猫ねこの如く持ち上げた。

「若いもんが何を甘えたことを言っておるんじゃ。腰こしをヤッとる老人を労いたわろうという気はないのか？」

「腰を痛めてる老人は、こんな風に人の首根っこを引っ摑んで持ち上げられません！　それに、僕よりもレインの方が体力もあるし役に立つって言ってるじゃないですか！」

「ヤツは好かん！」

　ガゼットの必死のサポート──という名の逃にげ道を、ムギナがにべもなく一いつ蹴しゆうする。

　すげなく断られたガゼットはその眼鏡の奥の双眸に落らく胆たんの色を浮かべると、今度はリビングの机の上でニコルに小さな妖よう精せい用の服を作って貰もらっているピックに助けを求めた。

「ちょっと、ピックからも何とか言ってよ！」

「敬老精神だ。頑張ってこい、マスター」

「ちょっとぉおおおっ！」

「ええい！　ごちゃごちゃ言ってないでさっさとこんか！」

「ふぎゃん!?」

　ムギナのげんこつを頭に受けたガゼットが、昏こん倒とうした身体からだをずるずると問答無用で引きずられていく。

　その姿が完全に扉とびらの向こうに消えたところで、レインはようやく足を崩くずした。

「あ～あ。今日もダメか」

　失望、というにはあまりにも前向きな声こわ色いろに、ニコルと一いつ緒しよに編み物をしていたアリカは小さな笑えみを浮かべてその手を止めた。

「残念だったね、レイン君。えっと、今日も海行くの？」

「もち！」

　レインが今の今まで弟で子し入りを断られていた男とは思えない程ほど、気持ちの良い笑みを浮かべて立ち上がる。

　そんなレインにアリカは羨せん望ぼうを浮かべてはにかんだが、ふとそこで何かを思い出したように小首を傾かしげた。

「えっと、ガッちゃんが言ってたんだけど。もう、ペムちゃん【海うみ跳はね】を出来るようになったんだよね。昨日は、隣となりの小島を往復してきたって聞いたけど」

【海跳ね】を収めたと言っても過言でない成果に、アリカが苦く笑しよう気味に尋たずねる。すると、レインはどこかもどかしそうに頭を搔きながら、珍めずらしくハッキリしない口調で答えた。

「いや。確かに【海跳ね】はかなり出来るようになったんだけど。ペムペム見てると、もうちょっと何か出来そうなんだよな」

「ペムちゃんが？」

　アリカが不思議そうな声を上げながら、その視線を窓まど際ぎわで空を眺ながめるペムペムへ流す。だが、アリカがペムペムから感じる印象は、抱だき締しめたらきもちいいだろうな～という、いつもと同じ欲求だった。

　レインの感じた可能性が分からず、アリカが再び小首を傾げる。

　そんなアリカに、レインは肩を竦すくめながら苦笑を零した。

「まぁ、それは措おいといても、せっかくの海だ。波があるとトレーニングの難易度も跳ね上がるから、ここでできる限り鍛たん錬れんすんのも悪くないだろ。アリカも来るか？」

　手て際ぎわよく準備を整えたレインが、首だけ振ふり返り肩越ごしに尋ねる。

「ふぇっ!?」

　その突然の誘さそいに、アリカの顔が突然真っ赤になり、ぼふっという音を立てて柔やわらかな薄うす黄色の髪かみが吹き上がった。せっかく編んだ糸を指先で崩し、チラチラとレインの様子を窺うかがうアリカが震ふるえる声を吐き出す。

「え、ええ、えっと。それって、やっぱり。み、水着の方がいいの、かな？」

「え？　いや、トレーニングだからいつもの格好の方がイイんじゃねぇのか」

「え……。あ、うん。そ、そうだよね。あはははは、私、何言ってるのかな？」

　乾かわいた笑い声を漏もらしながら、アリカが恥はずかしげに顔を伏ふせる。その顔には微かすかに失望の色が混ざっていた。

「え？　アリカ？」

　アリカの反応に、至し極ごくまっとうな意見を述べたつもりのレインが困こん惑わくしながら首を捻ひねる。

　その両りよう袖そでが、突然迸ほとばしった紫し電でんに焦こげ付き、吹き抜ぬけた冷気に凍こおり付いた。

「うおおおっ!?　な、なんなんだよ。お前ら！」

「さぁ、なんのことだか？」

「ぐるぅ？」

　咄とつ嗟さに飛び退のいたレインに、ピックとレオンがしれっと応こたえてそっぽを向く。謎なぞの反はん抗こう期を見せる魔ま獣じゆうたちに頭を搔かきながら、レインは気を取り直して再びアリカに声をかけた。

「んで、どうする？　アリカ、一緒に行くか？」

「えっと、どうしよぉ……。う～ん……。ごめん、レイン君。もう少しで編み物終わりそうだから、残念だけど遠えん慮りよするね。そ、その代わり、おいしいご飯作っておくから！」

「ホントか！　よっしゃー。んじゃ、今日も頑張らねぇとなっ！」

　アリカの『おいしいご飯』という言葉に、レインが声を弾はずませる。編み物の手を止めたニコルが、何やら微笑ほほえみながら「若いわね～」と意味ありげな視線を投げかける。

　そんな生暖かい視線にレインが気が付くよりも早く、不意にその肩が叩たたかれた。

「婿むこ、様。準備完かん、了りよう！」

　尋ねられるまでもなくレインのトレーニングに同行するつもりだったジナが、早く行こうとばかりにレインの袖を引っ張る。

　だが、今の今までトレーニングと息巻いていたレインは、頑としてその場から動こうとしなかった。足を止めたジナが、不思議そうな顔をして振り返る。

　そんなジナに、レインは顔を引き攣つらせながら尋ねた。

「ジナ。何しに海に行くか、分かってるよな？」

「トレーニン、グ」

「そうか。トレーニングは水着じゃなくて良いよな？」

「大サービ、スッ!!」

「着き替がえてこい！」

　胸を張って応えるジナをレインが一いつ喝かつする。ジナは不服そうに頰ほおを膨ふくらませたが「着替えてこないと連れて行かない」とレインが言うと、しぶしぶながら着替えを取りに自分の部屋へと戻もどっていった。

「はぁ、なんで出発前にこんなに疲つかれてんだろ。俺。なぁ、ペムペム。──ペムペム？」

　謎の疲ひ労ろう感に肩を落としたレインが、昼ご飯を食べてからというものずっと窓に張り付いていたペムペムに首を傾げる。

「────ぴぎ」

　結局、着替えて戻ってきたジナの肩に乗るルルが【体当たり】を仕し掛かけるまで、ペムペムはずっと窓から覗のぞく西の空を眺ながめていた。
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　スライム島の中心から少し北に進むと、そこは瑞みず々みずしい緑の森が広がっていた。鬱うつ蒼そうと生い茂しげる森の中に息づくのは、スライムを初めとした小さくて弱いモンスターたち。

　ピックを同どう伴はんさせずとも全く危険のない森の中で薪拾いに精を出していたガゼットは、粗あら方かた集めた薪をロープで纏まとめながら、何気ない口調で口を開いた。

「ムギナさん。まだ、レインのことは認められませんか？」

　人好きされる柔にゆう和わな笑みを浮かべながら、ガゼットが尋ねる。

「また、その話か……」

　ムギナは背中の籠かごを地面に降ろすと、近場の切り株かぶに腰を落ち着けながら呆あきれたようにその仏ぶつ頂ちよう面づらを崩した。

「悪くない話だと思うんですけどねぇ～。レインは馬ば鹿かだけど、スライムトレーナーという点においては村の方々に引けを取りませんよ。それは、僕が保証します」

　邪じや険けんにされても全くめげることなく、ガゼットは朗ほがらかな笑みを浮かべながらムギナの籠から枝を取り出し、話を続けながらロープで括くくっていく。

　ここ数日、手伝いに駆り出されていたガゼットは、あくまでしつこくならない程度にムギナに探さぐりを入れていた。それは勿もち論ろん、ムギナになんとか【崩ほう哭こく】をレインとペムペムへ授さずけて貰もらうためだ。だからこそ、ガゼットは疲れた身体に鞭むち打うちながらも、ムギナの手伝いを放ほうり出さずにいられるのだ。

　だが、三日目に突とつ入にゆうしてガゼットは幾いくばくかの焦あせりを感じていた。学園に提出したスライム島の滞たい在ざい期間は明日あしたまでだ。延長することは出来なくもないが、あまりに無理な延長は今後の外がい泊はく許可が下り難にくくなる。

　昨日までならここで身を引いていたガゼットだが、今日はもう一歩踏ふみ込むことにした。

「じゃあ、弟子に取らないまでも。【崩哭】のコツとか制せい御ぎよ方法だけでも教えてくれませんか？」

　あくまで柔やわらかな声こわ色いろでガゼットがムギナに尋ねる。だが、柔らかな口調を意識していても、その語ご尾びは抑おさえきれない興奮に強くなってしまった。

　ロロンの【崩哭】は画期的な技わざだった。まさに単たん細さい胞ぼう生物であるスライムだからこそ可能になる、エネルギーの生成と一時的なパワーアップ。それは、敵の力量に大きく左右される【昇しよう華か】を待つよりも、遥はるかに実戦的な技だ。

　この技をペムペムが会え得とくすれば、レインとペムペムはさらに強くなる。そして彼らの戦いを見守るガゼットはさらに面白くなる。

　正直なところ、ガゼットはムギナがレインに【崩哭】を教えてくれるとは既すでに思っていなかった。だからこそ、ガゼットは情報を求めた。

　学園祭の時にアリカとレオンが放った液体窒ちつ素その氷玉を見てからというもの、ガゼットはあらゆるモンスターの可能性を探究したくなり、前以上に知識を貪むさぼった。だからこそ、ガゼットは初見で【崩哭】の大部分の原理を解明できたのだ。

　自分自身ですら気がつかないまま、魔獣学者の素質を開花し始めていたガゼットが、その知識欲を孕はらんだ双そう眸ぼうをムギナに傾かたむける。

　柔和な表情とは裏腹な強い知識欲を秘めた瞳ひとみ。その眼光にムギナは溜ため息いき交じりの吐と息いきを吐はき出すと、どこか懐なつかしむように老成された双眸を細めた。

「おい、眼鏡小こ僧ぞう。貴様には、ワシがどう見える？　娘むすめを溺でき愛あいする頑がん固こじじいか？　それとも、老いて枯かれ果てた魔獣錬磨師モンスタートレーナーか？」

「え？　えっと、そうですね……」

　予想外の質問を返されたガゼットが、口元を手で覆おおいながら口くち籠ごもる。それは、数日間行動を共にして、初めてムギナの方から投げかけてきた質問だった。この質問には、慎しん重ちように応えなければならない。ガゼットが眼鏡の位置を直しながら、蓄たくわえた知識を総動員して言葉を模も索さくする。

　だが、その作業は徒労に終わった。

　表情を和やわらげたムギナが、肩かたから膝ひざに降ろしたロロンを撫なでながら、静かに口を開く。

「先に言っておくぞ、眼鏡小僧。このムギナを見くびるなよ。ワシとて、馬鹿ではない。あの小僧が今までにどれほどの鍛錬を積んできたか。一度拳こぶしを交えた瞬間にすぐに分かったわ。スライムトレーナーを相手取って寒気を覚えたのは、ヤツで二人目じゃ」

「そこまで認めているなら、レインに【崩哭】を教えても……」

「それは嫌いやじゃ」

「どうしてですか？」

　薪を纏める手を止め、ガゼットが身を乗り出す。今この場を逃のがせば、永遠にレインが【崩哭】を会得するチャンスを失ってしまう。

　知識量や落ち着きはあっても年相応の焦りを見せるガゼットに、ムギナはその仏頂面をさらに柔らかく崩すと、どこかからかうような口調で続けた。

「そんなもん、あの間抜け面づらが嫌きらいだからに決まっとるじゃろうが！」

「結局そこに行き着くんですか……」

「かーっかっかっか。残念じゃったのぉ。──まぁ、その他ほかにも理由はあるんじゃがな」

「え？」

　弾はじけたように哄こう笑しようしたかと思いきや突然声を落としたムギナに、落ち込んでいたガゼットが慌あわてて顔を持ち上げる。虚きよを突つかれて返す言葉の見つからないガゼットに、ムギナは笑い皺じわを深くすると、どこか悔くやしそうに口を開いた。

「そもそも、ヤツに【崩哭】を教える必要はないんじゃよ」

「どういう、ことです？」

「──少し、昔話をしてやろう」

　訝いぶかしげに目を細めるガゼットに、ムギナは懐かしむように目を細めると、どこか遠くを見み据すえながらゆっくりと語り始めた。

「そもそものぉ、ワシとロロンが使っておる【崩哭】は、ある跳はねっ返り小僧が使っていた技をワシなりに再現した技なのじゃ。そやつは元の技を【崩ほう身しん】と名付けておったかのう。して、その【崩身】は気の遠くなるような錬れん磨まを積み重ね、鍛きたえ上げられたスライムにしか扱あつかえん技じゃった。ワシもロロンも若い頃ころはかなり馬鹿をして鍛えてはいたが、悔しいかな、その頃すでに一線を退しりぞいておってのぉ。──いや、全ぜん盛せい期であっても扱えたかどうか」

　口の端はし々ばしに悔しさと懐かしさを織り交ぜるムギナの声が、静かに森の中へと溶とける。

　そして、一度言葉を切ったムギナは、遥はるか昔の興奮を思い出したかのように、ハリのある声で続きを語り始めた。

「ロロンでは、ヤツの技は扱えん。じゃが、ヤツの技が使えるようになれば、一時的にじゃが全盛期の力が蘇よみがえる。じゃから、ワシはロロンの得意としていた鳴き声の技を応用し、【崩哭】を編み出したのじゃ。じゃが、【崩哭】を発動させるためには、そのスライムにあったある特定の声を見つけねばならぬ。──ワシとロロンは、その声を見つけるために十年掛かった」

「じゅ、十年!?」

　ガゼットが上うわ擦ずった声を上げ、眼鏡をズリ落とす。簡単に会得できるものではないと思ってはいたが、それはさすがに想定外の年数だった。

　落らく胆たんを顕あらわに、ガゼットががっくりと肩を落とす。

　そんなガゼットの耳に、低い笑い声が響ひびいた。

「くっくっく。残念か？　残念じゃな！　これで分かったじゃろ。これ以上、ワシに教えを請こうても無意味じゃと」

「……無意味かどうかは分かりませんが、確かに難しそうですね」

　下した唇くちびるを嚙かみながら、ガゼットが精せい一いつ杯ぱいの気力で言い返す。だが、声を零こぼせたのはそこまでだった。沈ちん黙もくするガゼットの傍そばを風が吹ふき抜ぬけ、森の若葉が大きくざわめく。

「ああ、そういえば──これは独り言じゃが」

　その独り言は、森のざわめきに屈くつすることなくガゼットの耳に届いた。

「あの跳ねっ返りは【崩身】を会得するためにある訓練をずっと積んでおったのぉ。あ～、なんていったか。最近、ボケが酷ひどくていかんな。確か、ヤツはよく海におったのじゃが」

　腕うでを組みながら、ムギナが「ムムムムム」と大きな声で唸うなる。

　その唸り声は、ガゼットの耳に届いてはいなかった。【崩身】と【崩哭】。技の名と、その意味。自ら細胞を崩すことにより生まれるエネルギー。音波？　電気？　どうすれば、細胞という極ごく小しようの単位を揺ゆさぶれる？

　ガゼットの脳細胞が目まぐるしく動く。

　そして数秒後、

「そうか！　わかった！」

　明確なロジックがガゼットの頭で成立した。

　だが、ただひとつ、ガゼットには解けない疑問が残った。

「ムギナさん？　なんでそんなヒントを？」

　尋たずねながらガゼットがここ数日のムギナの言動を思い出す。

　ムギナは、それこそ独り言のようにロロンの頭を撫でながら口を開いた。

「さて、な。まぁ、ここ最近、ジナがよく笑うようにはなったかのぉ」

　ムギナが目を伏ふせる。その老成された双眸がどんな光を湛たたえているか、ガゼットに知る術すべはなく、そしてその謎なぞを解決しようとも思わなかった。

「ムギナさん。ありがとうございます」

　大きく頭を下げたガゼットが、足あし下もとにあった薪まきの束を纏めて走り出す。

「あ、薪は置いといてください。あとでちゃんと運びますから。レインが！」

「ふん。期待せずにまっとるわい」

　小さくなっていくガゼットの背に、顔を持ち上げたムギナが再び仏ぶつ頂ちよう面づらを浮うかべながら憎にくまれ口を零す。

　そして、完全にガゼットの姿が見えなくなってから、ムギナは苦く笑しようと共に呟つぶやいた。

「まったく。何な故ぜ、今お前の顔を思い出すのかのぉ？　カルナよ」

　零れた声が、森を吹き抜ける風に攫さらわれる。

　その時、ムギナの頭上を七色に煌きらめく何かが駆かけ抜けた。




　　　　＊




　ガゼットがムギナのもとを走り去る少し前。

　スライム島の東沿岸。透すき通る青空を映す大おお海うな原ばらを、ペムペムは風よりも、波よりも速く駆け抜けていた。

「ペムペム。もっと、もっと速くだ！」

「ぴぎぃ！　ぴぎぴぎぴぎぴぎぴぎぴぎっ！　ぴっぎぃー！」

　無数の水みず飛沫しぶきを後方へ跳ね上げながら、海上を駆け抜けるペムペムが主あるじの無茶な要望に応こたえ加速する。群れで海面を跳ねる《ジャンピングフィッシュ》を瞬またたく間に追い抜いたペムペムはそのまま山なりに大きく飛び跳ねると、楽しくてたまらないという風に満面の笑えみを浮かべながら浜はま辺べへと戻もどってきた。

「ぴぎ！」

　どうだ！　と言わんばかりに、ペムペムが得意げな顔をして胸を張る。

「うんうん。だいぶ良くなったな。じゃあ、次は今の二倍の速さに挑ちよう戦せんしてみよう」

「ぴぎゃ!?」

　だが、その得意げな顔は、レインの放った鬼おにのような注文にすぐさま凍こおり付いた。目まぐるしい成長を見せても一向に満足してくれない主に、ペムペムががっくりとその身体からだを押しつぶす。しかし、その落胆は一いつ瞬しゆん。レインのスパルタは今に始まったことじゃない。

「ぴぃ～っぎ。ぴぎっ！」

　反骨精神を奮ふるい立たせたペムペムが、ぴょんと軽快に飛び跳ねて身を翻ひるがえし、波打つ大海原をそのつぶらな瞳に映す。

　そして、ペムペムは再びその身を海へと投げ出した。

　ぱしゃ、ぱしゃ、ぱしゃっと、軽快なリズムで飛び跳ねながら、次なる競争相手を探して海上に目を走らせる。その視界の端で、鮮あざやかな薄うす紅べに色の肌はだを持つ《珊さん瑚ごイルカ》が大きく飛び跳ねた。その遊泳速度は《ジャンプフィッシュ》を遥かに凌しのぐ。

「ぴぎ！」

　絶好の競泳相手を見つけたペムペムが声高らかに叫さけび、嬉き々きとして水色の身体を珊瑚イルカに向けて弾き出す。あっという間に珊瑚イルカに並んだペムペムは、ここ一番のジャンプを見せると、一気に珊瑚イルカを追い抜いた。しかし、珊瑚イルカも黙だまってはいない。突とつ如じよ現れたペムペムを遊び相手と見定めたのか、珊瑚イルカは力強く身体をくねらせると、すさまじい加速を見せて弾はずむペムペムを追いかけた。

　ペムペムと珊瑚イルカが、広い海を追いつ追われつ並走する。

　その姿に、レインの隣となりでトレーニングを見守っていたジナとルルは、キョトンとした表情を浮かべ、ただただ圧あつ倒とうされていた。

「……すご、い」

「きゅぴ」

「ん？　そうか？　ルルも、あのくらい出来るだろ？」

「ルル。出来、る？」

「きゅっ！　きゅぴっ。きゅぴ。きゅ……きゅ……きゅぴ……」

　ジナの腕の中で身体を撓たわめかせたルルが、悔しそうな声を漏もらしながら俯うつむく。

「きゅ、きゅぴ」

　ふて腐くされた鳴き声を上げながら、ルルがペムペムに背を向けてジナの腕の中で丸くなる。そんなルルをジナは慰なぐさめるように優やさしく撫でながら、驚おどろきを隠かくせない声で呟いた。

「婿むこ様。いったいペムペムに何した、の？」

「別に、なにも特別なことしてねぇよ。ただ、いつもは別のトレーニングの時間を、全部【海うみ跳はね】につぎ込んでやっただけだ。おかげで、めっちゃ日焼けしたけどな」

　にっと白い歯を見せて笑いながら、レインが服の袖そでを捲まくりあげる。そこには、島を訪おとずれてから毎日浜辺に通い詰つめた証あかしである日焼けの跡あとがくっきりと残っていた。とはいえ、実際にこれほど短期間で【海跳ね】を会え得とくできたのは、日頃の鍛たん練れんの賜たま物ものでもあった。

　目には表れ難にくいすさまじいトレーニングの成果。気の遠くなるような鍛練の基礎があるからこそ、あらゆる応用が可能になる。

　日焼けしてひり付く腕に、その掌てのひらに刻まれたスライムの紋もん章しようを、レインがどこか誇ほこらしげに握にぎり締しめる。

　そして、暫しばしその拳こぶしに視線を落としていたレインは、ついに珊瑚イルカに競せり勝ったペムペムへ向けて小さな拍はく手しゆを送るジナに、少し逡しゆん巡じゆんしながらもその双そう眸ぼうを持ち上げた。

「ジナ。ちょっと、いいか？」

「何？　婿様？」

　突然声こわ色いろを固くしたレインに、ジナが不思議そうに小首を傾かしげる。その視線から、レインは逃にげるよう目を逸そらすと、がむしゃらに髪かみをかき上げながら再びジナと向かい合った。

「ジナっ。あの、よ。村の奴やつらに、もう一回ちゃんと話してみないか？　お前がやりたいことを。やろうとしていることを、よ」

「っ!?」

　ジナがビクッと身体を強こわ張ばらせる。その双眸に揺れるのは困こん惑わくと不安。

「どう、して？」

　ルルをギュッと抱だき締めたジナが、視線をレインから足元に落としながら尋たずねる。

　レインは自分の胸を襲おそう痛みに奥歯を嚙みしめながら、その痛みに抗あらがうように胸から湧わき上がる願望に、無理やりきつく嚙み合った歯をこじ開けた。

「だってよ。認めてほしいじゃんか。ジナ、こんなに頑がん張ばってるんだし。──話し合ってみようぜ。分かってくれるって。お前ら、同じ《血けつ命めい紋もん》を刻んだ仲間じゃねぇか」

　叫びたいほどの激情を堪こらえ、レインが出来るだけ柔やわらかな口調でジナに語りかける。その想おもいを受け止めるジナの方は小さく震ふるえていた。当然だ。村人のプレッシャーに、ジナはレインに夜よ這ばいをかけるほど追いつめられていたのだ。今まで、どれだけジナが否定されてきたのか、レインには分からない。もう一度、村人に対して自分の想いを訴うつたえることがどれだけ過か酷こくなことか、レインには想像もつかない。

　自分でも酷ひどいことを言っていることは分かっている。

　だが、それでも、レインは村人たちにジナを理解してほしかった。同じスライムの紋章を刻む仲間として、こんなに思い悩なやんでいるジナが理解されないことが、レインには堪たまらなく悔くやしかった。

　恨うらまれたって構わない。

　ジナが村人たちともう一度話し合える勇気を出せるなら。

　口から溢あふれ出そうになるわがままを飲み込み、レインが静かにジナの答えを待つ。寄せては返すさざ波が、静せい寂じやくを埋うめようと音を立てる。

　果たして、ジナの想いはどちらに流れるのか。

　その気持ちをレインが確かめる前に、

「ふん、裏切り者が。まだ村にいたのか」

　拒きよ絶ぜつを孕はらんだ声が、浜辺の静寂を断ち切った。

　レインが苦にが虫むしを嚙み潰つぶしたような表情を浮かべながら、ゆっくりとその視線を声の方へと流す。できれば空耳であってほしいと願ったが、それは儚はかない希望だった。

　数人の取り巻きを引き連れたレミーネ村の若わか頭がしら、ダルスが敵意を顕わにジナのことを睨にらみつけていた。

　ジナからレインへ視線を流したダルスが、今度はその視線を海上へと移す。その鋭するどい双眸に海上で飛び跳ねながらこちらの様子を窺うかがうペムペムを映したダルスは、小さな溜ため息いきを零こぼすと、やれやれとばかりに首を横に振ふった。

「《血命紋》を消すなんて裏切りに走ったと思ったら、今度は師し匠しよう気取りか。よくよくもって、暇ひまなヤツだな。お前は」

「なぁ～にぃ……」

「ぴぃ～ぎぃ……」

　ダルスの辛しん辣らつな言葉に、レインとその足元に戻ってきたペムペムが顔を強張らせる。

　だが、その胸に燻いぶった怒いかりは、不意に袖そでを引いたジナの指先に押し留とどめられた。

　振り向いたレインの双眸に映るジナは、その栗くり色の瞳ひとみに強い決意を固めていた。

「ジナ！」

「婿様……任せて」

「任せてって、いいのか？」

　自分で焚たきつけておきながら、ジナを嫌きらう筆ひつ頭とうともいえる男を前に、レインが苦い顔を浮かべながら小さな声で尋たずねる。

　しかし、そんな心配を覆くつがえすように、ジナは微かすかに笑みらしいものを浮かべると、強い口調で答えた。

「大だい丈じよう夫ぶ。婿様に勇気、もらった」
















　その言葉を残し、ジナは一歩、レインの前へと進み出た。

「若頭。話がある。聞いてほし、い」

　真しん剣けんな眼まな差ざしで、ジナがダルスに語りかける。

「……なんだ」

　ダルスはジナを嫌っていようとも、確かに村の若頭を務める器量を備えていた。門前払ばらいをすることなく、静かに話の先を促うながす。

　辺りに緊きん張ちようが漂ただよう中、ジナは小さく息を吐はくと、強い意志を込こめた口調で語り始めた。自分が《血命紋》を決して嫌っているわけではないことを。《血命紋》を誇りに思っていることを。その上で村のため、少なくとも《血命紋》の異性を愛してしまった村人のために、何とか《血命紋》の『血命紋同士では子供ができない』という欠点を消したいということを、ジナは真しん摯しに語りかけた。

「私、この村が好き。それは、今も昔も変わらない」

　最後に決して譲ゆずれない想いを乗せ、ジナが話を締め括くくる。

　ダルスはその話を、始終黙って聞いていた。そして、聞き終え、さらに深く吟ぎん味みした上で──

「綺き麗れい事ごとだな」

　ダルスはジナを否定した。

「なっ！　おいっ──」

　にべもない言葉に、レインが思わず身を乗り出す。

　だが、続く言葉は、袖を引く手に押し留められた。

「婿様。いい、の」

　振り返るレインに、ジナがそっと首を横に振る。その双眸は、理解されない悲しみを欠片かけらほども嘆なげいてはいなかった。強い決意を秘ひめた瞳に、レインが奥歯を嚙かみ締しめ、ぐっと拳を握り込む。

　ジナが我が慢まんしているのだ。自分がキレるわけにはいかない。

　耐たえろ、堪こらえろ、我慢しろと、レインが自分自身に言い聞かせる。そうだ、今までだって、理解されないことには慣れてきたはずだ。言いたいヤツには言わせておけば言い。

　耐えろ、堪えろ、我慢しろ、耐えろ、堪えろ、我慢しろ、耐えろ、堪えろ、我慢──

　なんて、出来なかった！

「てめぇら。なんでジナを理解してやんねぇんだよっ！」

「婿、様……？」

　声を荒あらげたレインに、ジナが思わず袖を摑つかんでいた手を放す。

　レインは視線だけで「悪い」と謝ると、その激情に燃える双眸をダルスへと叩たたきつけた。

「おい、若頭さんよ。なんで、そんなにジナを理解してやんねぇんだ？　ジナは、本当にこの村のことが好きなんだぞ。その上で、本気で《血命紋》のことを悩んでんだぞ。それなのに。なんで、なんで、分かってやんねぇんだよ！」

　レインの声が浜はま辺べに轟とどろき、穏おだやかだった波が大きくうねる。ジナの葛かつ藤とうを、苦く悩のうを知るレインだからこそ、ジナが虐しいたげられのが、理解されないのが我慢できなかった。

　荒い息を吐き出し、レインがダルスを睨み付ける。

　その視線を、ダルスは苛いら立だちでもって受け止めた。

「よそ者は黙ってろ」

「な、なにぃ」

　辛しん辣らつな言葉に、レインが口を歪ゆがめる。

　だが、レインが怒りを吐き出すよりも速く、ダルスの唇くちびるが動いた。

「貴様こそ、何も知らないで分かったような口を利きくな。《血命紋》は我らの村の誇りだ。生き抜ぬいた歴史そのものだ。それを消し去ってまで貫つらぬく大義はない。本当に村のことが好きな者なら口が裂さけても『消したい』なんて言えない代しろ物もの、それが《血命紋》だ」

　ダルスの言葉に、取り巻きたちが一人の例外もなく頷うなずく。その姿に、レインが思わず呻うめいた。想像以上に、この村における《血命紋》の持つ意味は重いらしい。

　だが……

「ジナの言っていることは綺麗事だ。いや、本当は心の底で、スライムの紋章を恥はずかしいと思っているんじゃないのか？　村のことが好きというのも怪あやしいところだ」

　その言葉だけは、許せなかった。

「……おい」

　ただ一言。レインの零した、ただその一言に、海岸が音を立てることを忘れたかのように静まり返る。饒じよう舌ぜつに話していたダルスまでもが、口を半開きにしたまま時を止めたかのように固まってしまった。

「誰の、何が、怪しいって」

　一言、一言を確かめるように、レインがダルスを睨み付ける。いつの間にかレインの肩かたに飛び乗っていたペムペムもまた、厳しい視線をダルスへと送っていた。

　レインとペムペムから迸ほとばしる烈れつ火かの如ごとき気き迫はくに、ダルスと、その取り巻きたちが狼狽うろたえる。

　だが、そこはさすが村の若頭を任されるだけあって、ダルスの立ち直りは早かった。

「はっ。さっきまで【海跳ね】で遊んでいたヤツが、いっぱしの気迫だな」

「その遊びで鍛きたえたスライムの【体当たり】、受けてみるか？」

「ぴぎっ！」

　身体からだ中から挑ちよう戦せん的な気迫を放つレインに呼応し、ペムペムが今にも飛び出さんばかりに水色の身体を撓たわめかせる。

　その明らかな挑発を、ダルスは嘲ちよう笑しようを浮うかべて受け止めた。

「いいだろう。にわかスライムトレーナーに、本物のスライムトレーナーの強さを教えてやる。手加減なしだ。いくぞ、ドドーナ」

「ぽぎゅ！」

　闘とう志しを身に纏まとうダルスに呼ばれ、その足あし下もとにいたペムペムよりも一回り大きな灰色のスライム、《ミドルスライム》が力強い鳴き声を上げる。ノーマルスライムよりも多少素す早ばやさは劣おとるが、重量が重い分、一いち撃げきの威い力りよくは高い。下手をすれば、ペムペムでさえ押し負ける。しかも、ドドーナと呼ばれたそのスライムはかなり鍛え込まれているのか、戦いに対する余よ裕ゆうさえ纏っていた。

　しかし、そんな余裕すら、レインは一いつ切さい意に介かいさなかった。

　怒りに満ちた鋭い眼光がダルスを射貫く。

「戦う前に約束しろ。俺たちが勝ったら、ジナのこと認めるって」

「じゃあ、お前も約束しろ。負けたら即刻ジナと共にこの島を去れ。目め障ざわりだ」

　レインとダルスが最後の問答とばかりに、意気を高めつつ睨み合う。

　そして、

「スライムトレーナー、レイン・エルハルト。そのパートナー、ペムペム」

　魔獣錬磨師モンスタートレーナー育成学園という群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの逆境の中で鍛え上げてきたスライムトレーナーと、

「スライムトレーナー、ダルス・ダンバーグ。そのパートナー、ドドーナ」

　スライムの紋もん章しように溢れる村で他ほかのスライムトレーナーから一目置かれるほどの実力を携たずさえたスライムトレーナー。

「「己おのが紋章と、パートナーの名に懸かけて──」」

　その真逆の立ち位置に立つ、二人の若きスライムトレーナーの戦いの火ぶたは……

「「勝────っ!?」」

　波打ち際ぎわに流星の如く落下してきた七色の〝何か〟が引き起こした大津つ波なみに、切られることなく吞のみ込まれた。




　　　　＊




「けっほ。けほけほ。な、なな。なんだっ!?」

「ぴぎぃー!?」

　浜辺に打ち寄せた大津波から這はい出たレインが、塩っ辛からい潮水を吐き捨てる。いったい、何が起きたのか。レインにはすぐに理解できなかった。

　突とつ然ぜん、七色の閃せん光こうが天を切り裂き、海を割った。レインたちは、その時に生じた大津波に攫さらわれたのだ。膝ひざをつき咳せき込むレインの周りを、打ち寄せた波が猛もう烈れつな勢いで引いていく。ぐっしょりと水分を吸って重くなった制服。その不快感に悪態を漏もらす暇すら惜おしみ、レインはさっきまで隣となりにいたジナの姿を探して立ち上がった。

「ジナ。ルル。どこだ？　大丈夫か!?」

　レインの声が、静せい寂じやくに満ちる浜辺に響ひびき渡わたる。幸い、その姿はすぐに見つかった。

「だいじょう、ぶ」

「きゅ、きゅぴぴ」

　レインたちとさほど遠くない位置に蹲うずくまっていたジナが、銀ぎん髪ぱつにまとわりつく砂を払い落としながらゆっくりとその身体を起こす。ついでに、ジナを挟はさんだ向こう側にはダルスたちの姿も確かく認にんできた。仲間同士で声をかけながら立ち上がる様子を見ると、あちらの方も大事には至ってないようだ。

　ひとまず無事な姿に胸をなで下ろしたレインが、続けて白い気き泡ほうがふつふつと沸わき上がる海辺へと視線を走らせる。

「なんだ、こりゃ？」

　目の前の光景に、レインが呻くように呟つぶやいた。数分前までは目にも鮮あざやかな青一面に塗ぬりつぶされていた海のある部分、白い気泡が沸き上がる一帯が七色に輝かがやいていたのだ。それは虹にじのような美しい七色ではなく、まるで絵の具を滅め茶ちや苦く茶ちやにかき回したかのような、歪いびつで、酷ひどく濁にごったような混こん沌とんの色だった。

　ごくりと、不吉なモノを感じたレインが唾つばを吞む。

「ぴぎ……」

　その不安を裏付けるように、ペムペムのか細い声が耳を叩いた。

「なにか、いるな」

　レインが低い声を吐き出し、油断なく色の変わった海を睨にらみ付ける。

　その時だった。

　七色の海に巨きよ大だいな影かげがのたうち、海面から不気味に蠢うごめく赤い触しよく手しゆのようなものが飛び出したのは。

「っ!!　避よけろ、ジナ！」

　叫さけびながら、レインが咄とつ嗟さに膝を折り飛来した触手を回かい避ひする。だが、頭上を通り抜けた触手は突然折れ曲がると、再び猛もう襲しゆうを仕し掛かけてきた。背中を襲おそう圧迫感にレインが靴くつ底ぞこで砂浜を蹴けり、横へと身体を転がす。しかし、触手は執しつ拗ように追い縋すがってきた。

「ちっ。ペムペム、【体当たり】」

「ぴっぎぃ！」

　ペムペムが力強い鳴き声を上げ、レインの肩からその身を落とす。刹せつ那な、ペムペムを受け止めた砂浜が小爆ばく発はつを起こしたかのように弾はじけ飛んだ。

「おお！」

　白い砂さ塵じんを後方へ巻き上げたペムペムに、レインが思わず歓かん喜きの声を上げる。【海うみ跳はね】の修しゆ行ぎようによりいきなりトップスピードまで加速したペムペムが、地面を滑すべるように肉にく薄はくする触手を迎げい撃げきする。

「ぴぎいいいいいっ!?」

　だが、赤い触手とペムペムとの激突で悲鳴を上げたのは、圧あつ倒とう的な速度を誇ほこったペムペムの方だった。

「ペムペムっ!?」

　悲鳴を上げて砂浜を転げるペムペムを、レインが慌てて追いかけ抱だきかかえる。辛つらそうに身を捩よじるペムペムの青い肌はだは、まるで何かに削けずられたかのように赤く腫はれ上がっていた。

「なんで？」

　傷を負ったペムペムに、レインが怪け訝げんに眉まゆを寄せる。致ち命めい的な油断。ペムペムとの衝しよう突とつにより僅わずかに停てい滞たいしていた触手が再び飛ひ槍そうと化す。その矛ほこ先さきは、レインへと向かっていた。

　接近に気がついたレインが咄嗟に身を捩るが、間に合わない。

　身を固くするレインの視界に、銀のベールが滑り込んだ。

「婿むこ、様っ！」

「きゅぴぴ！」

　踵かかとにルルの体当たりを受け止めたジナが、その足を跳ね上げる。凄すさまじい速度で掬すくい上げられた脚あしは、皮を幾いく重えにも巻き重ねたブーツで触手の先せん端たんを蹴けり飛ばした。猛もう攻こうを食い止めるには至らなかったが、触手の矛先が僅かにズレる。その隙すきを見み逃のがさず、レインは再び砂浜を蹴ると、触手を蹴り上げた反動で飛び退のいたジナの傍かたわらへと駆かけ寄った。

「ジナっ。ルルっ。サンキュー！　助かった」

「無事でよかっ、た」

　安あん堵どの吐と息いきが、レインの耳を撫ぜる。ジナの一撃が効いたのか、触手はすぐに追撃を加えず攻撃の機会を窺うかがうようにゆっくりと揺ゆらめいている。

「なんなんだよ、こいつらは？」

　レインが腕うでの中のペムペムの様子を見ながら、触手を油断なく睨み付ける。

　その時、レインの耳に自分と同じ疑問を吐はき捨てる怒ど号ごうが突つき刺ささった。

「なんなんだっ。こいつらは？」

　レインと同じく赤い触手の猛攻を受けていたダルスが、悪態を吐つきながら自分に向かって跳ね上がってきた触手を見定める。軽くバックステップを踏ふんで触手の先端を躱かわしたダルスは、伸のび上がった触手の腹を目がけて堅かたく握にぎった拳こぶしを突き出した。

「ドドーナ！」

「ぷぎゅうっ！」

　ダルスの背後に控ひかえていたドドーナが、ペムペムよりも一回り大きな巨体をダルスの肘ひじ目がけてはじき出す。ドドーナの重量と体当たりの速度を上乗せした拳は、人が殴なぐったとは思えない重々しい音を浜辺に響かせ、触手を大きく撓しならせた。停滞する触手に向けて、ダルスの足が掬い上がる。ジナがルルを受け止めて蹴りを放ったのと同じ要領で、ダルスがドドーナの体当たりを踵で受け止め、その脚を跳ね上げたのだ。腹に突き刺さった鋭するどいつま先に、触手はくの字に折れ曲がりながら吹ふき飛んだ。

「へ～、けっこうやるんだな。あいつ」

　目の前の触手に神経を尖とがらせながら、レインがダルスに賞賛の声を送る。ジナの攻こう撃げきが圧倒的速度としなやかさによる『疾しつ』とするなら、ダルスの攻撃はドドーナの重量にものを言わせた『剛ごう』の一撃だった。いや、ただ闇やみ雲くもに殴っているわけではない。ダルスは数日前、ジナの攻撃を軽々と受け止めていた。敵の攻撃を見定める確かな目を持っている証しよう拠こだ。レインも、あのまま戦っていたら楽な相手ではなかっただろう。

　だからこそ、レインは腹が立った。

　互たがいに認め合ってはいない、いがみ合いから生まれた闘争とは言え、他人の戦いに横やりを入れてくるこいつらが。

「ペムペム。いけるか？」

「きゅぴっ！」

　傷ついた身体をものともせず、主あるじの怒いかりを理解したペムペムがその身体をレインの肩かたへ跳ね上げる。その姿にレインは力強く頷うなずくと、怒りに燃える双そう眸ぼうを目の前で揺らめく触手に傾かたむけた。

「邪じや魔ますんじゃ、ねぇよっ！」

　裂れつ帛ぱくの気き迫はくを放つレインに、触手がたじろぐように揺らめき、他ほかの触手共々一いつ斉せいに海へと身を引いていく。突然の撤てつ退たいに、レインだけではなく、ジナやダルスまでもが拍ひよう子し抜ぬけと言わんばかりに目を丸くする。

　だが、それは逃とう避ひではなかったのだと、レインたちはすぐに思い知ることとなった。

　赤い触手を吞み込んだ七色の海が、海底火山が噴ふん火かしたかのように大きく盛り上がり、弾ける。天に向かって逆巻く水柱。水みず飛沫しぶきが雨の如ごとく降り注ぐ。

　そして、現れた敵の姿に、レインは思わず顔を引き攣つらせた。

「はは、少し見ない間に随ずい分ぶんと成長しやがったな。こいつ」

「ぴぎーっ!?」

　レインの口から乾かわいた声が漏もれ、先ほどまであれほど頼たのもしかったペムペムが悲鳴を上げて縮こまる。七色の水飛沫を生み出し現れた巨体。それは、【海跳ね】のトレーニングの序じよ盤ばんに散々ペムペムを苦しめたスライムを捕ほ食しよくする海の蛇へび、《マリンスネイク》だった。赤い触手かと思われたのは、マリンスネイクの口で増ぞう殖しよくした長い舌だったのだ。

　それにしても、明らかに規模が違ちがいすぎる。

　いったい、このマリンスネイクに何が起きたというのだろうか？

　突拍子もない敵の出現に、レインの思考が停止する。

　そんなレインの耳に、驚おどろきを隠せない悲鳴が滑り込んだ。

「レ、レレレ、レインっ!?　これは一体何なんだい!?」

「ガゼット！　いいところに来た！」

　背後の森から息を切らして現れたガゼットに、レインが通常の思考を取り戻もどし、声を弾はずませる。敵の正体にまだ確証は持てないが、海辺なら雷かみなりを操あやつるピックの独どく壇だん場じようだ。

　駆け寄ってくるガゼットに、レインが説明する間も惜しみ声を張り上げる。

「ガゼット。ピック。頼む！　お前らの電撃で、あいつを止めてくれ」

「え……あ、いや……」

　しかし、レインの傍そばまで駆け寄ってきたガゼットは、申し訳なさそうに眉を寄せながら口くち籠ごもった。

「ガゼット、まさか……」

　珍めずらしく焦あせった表情を浮うかべるガゼットに、レインが嫌いやなものを感じ、静かに尋たずねる。

　ガゼットはしまったと言わんばかりに顔を手で覆おおうと、決まり悪い口調で答えた。

「その、まさかだよ。ピックは、今アリカと一いつ緒しよに留守番中なんだ」

「役立たず眼、鏡」

「ジナさん、それはいくら何でも酷くないっ！」

　辛しん辣らつな言葉を放つジナに、ガゼットが思わず悲鳴を上げる。しかし、事実ピックの不在は大きな痛手だった。相手があのマリンスネイクでは、ペムペムとルルでは荷が重い。相あい性しようが良い悪いの問題ではなく、下手をすれば捕食されてしまう。

　だが、だからといって引くわけにはいかない。レインが闘とう志しを奮ふるい立たせた双眸をペムペムに投げかける。そんな主の闘志に、ペムペムが応こたえないわけがない。

「ぴぎぃぃ～～いい！」

　ペムペムが力強い鳴き声を上げ、怯おびえた自分を奮い立たせる。

　そんなレインとペムペムを、浜はま辺べを貫つらぬくような鋭い声が押し止とどめた。

「巻き添ぞえを食いたくなければ、よそ者は引っ込んでろ！」

　ダルスが鋭い視線をレインたちへ走らせる。村の若わか頭がしらを務めるその双眸に宿った強い意志は、反射的に声を上げそうになったレインを押し止めた。

「村の脅きよう威いは俺たちで排はい除じよする。行くぞ、お前ら！」

「「「おう！」」」

　ダルスの声に、取り巻きたちが一斉に動き出す。その闘志に、マリンスネイクの瞼まぶたのない双眸が煌きらめいた。マリンスネイクが巨体を大きくくねらせる。頭部から尻尾しつぽへ。長い身体が大きく波打ち、その衝しよう撃げきはダルスの一行に向けて大津つ波なみを引き起こした。

「【吸収】！」

　大津波が前線へ飛び出したスライムたちに瞬またたく間に吸収される。そして、波を搔かき消したスライムたちの間を、紫し電でんを身に纏まとった《サンダースライム》がマリンスネイク目がけて跳とび上がった。

「モププ。《雷らい撃げき》！」

「きゅびいぃぃぃぃいっ！」

　マリンスネイクに着地したサンダースライムが、身体からだに蓄たくわえた電気を解き放ち強きよう烈れつな電撃を叩たたき込む。その電撃はピックに比べて劣おとるものの、マリンスネイクに電撃は大敵だ。しかも海水に濡ぬれているとなれば、その威い力りよくは跳ね上がる。

　誰だれもが勝負は決したと思った、その時。

　マリンスネイクを襲おそっていた電撃が、突とつ如じよ何かに吞のみ込まれたかのように搔き消えた。

「え？　そんな、う──きゃ!?」

　サンダースライムをパートナーにする少女が、マリンスネイクにはじき飛ばされた相棒を受け止めて、悲鳴を上げる。激突の衝突を殺しきれず、彼女の身体は仲間から大きくはじき飛ばされた。砂を巻き上げ、華きや奢しやな身体が砂浜を転げる。

「ミリシヤ！」

　ダルスの鋭い声が浜辺を切り裂さく。戦せん陣じんを外れた少女に向けて、マリンスネイクが眩まばゆい紫電を纏った舌を走らせたのだ。咄とつ嗟さに仲間たちが駆けつけようとしたが、新たに浜辺へと到とう来らいした大津波に行く手を阻はばまれて間に合わない。

「ひっ──！」

　雷撃を纏まとって飛来する舌の矛ほこに、少女がパートナーを抱だき締しめて身体を強こわ張ばらせる。

　そして、誰もが直撃を覚かく悟ごしたその刹せつ那な。

　浜辺を駆け抜けた銀の風が、紫電を纏った舌の矛から少女の身体を攫さらっていった。

「ジナ！」

　疾しつ風ぷうの如く浜辺を走り抜けたジナに、ほぼ同時に駆け出していたレインが目を見張る。おそらくルルの分ぶん裂れつ体たいを踏み台に加速したのだろうが、その走り出しはレインですら気がつかなかった。

「婿様！　みんな！　こ、ち！」

　少女の手を引き、ジナが茂しげみの奥へと飛び込む。一いつ瞬しゆん、レインとダルスは互いに視線を合わせたが、こんな時にいがみ合うほど二人は馬ば鹿かではなかった。レインはガゼットを、ダルスは仲間を引き連れ、海岸線から離はなれた森の中へと飛び込んでいく。

「ジ──」

　レインが思わずその声を詰つまらせる。服の一部が焦こげ付き、その下に覗のぞくジナの白い肩が、痛々しいほど赤く腫はれ上がっていたのだ。完全に避よけたように見えたが、舌の先端が僅わずかに掠かすったのだろう。

　腫れた肩を心配するように、ルルがふぅふぅと息を吹きかける。

　そんな甲か斐い甲が斐いしいルルの頭を撫なでながら、ジナはパートナーを抱き締めながら震ふるえる少女に微笑ほほえんだ。

「大だい、丈じよう夫ぶ？」

「な、なんで──。なんで、助けてくれたの？」

　少女が恐おそる恐る、ジナに尋ねる。それもそうだろう。少女はダルスと行動を共にしていた。つまりはジナ否定派とも言うべきチームに属していたのだ。ジナが自分を助けてくれたことに対して、不思議に思うのは無理もない。

　もちろん、ジナ否定派の筆頭であるダルスも同じ心境なのだろう。ジナの目的を探さぐるように、ダルスが緊きん張ちようした面おも持もちで次の言葉を待つ。

　敵意以外の注目。

　その視線の中心に立つジナは、なんでそんなことを聞くのか分からないとばかりに、首を傾かしげて応こたえた。

「私は村が好、き。村の皆みんなが、好き。助けない、理由がない」

　当たり前のことを聞くなとばかりに、ジナが抑よく揚ようのない言葉を茂みに零こぼす。その瞬間、ジナの言葉に耳を貸さなかったダルスを初めとした村の若者たちが、一斉にその顔を羞しゆう恥ちに朱あかく染め上げた。いや、彼らだけでない。レインもまた、自分のお節せつ介かいさに顔を朱くしていた。

　そうだ。言葉で説得したって、人間はそうそう納なつ得とくしない。

　人の心を打つのは、いつだって強い意志に裏付けされた行動だけだ。

　ジナはいつだってそうだった。学園祭の出し物で衣い装しようを作るときに誰もが間に合わないと嘆なげいても、ダンスコンテストで観客全すべてから軽かろんじられても、ジナはいいわけひとつしなかった。生徒たちが嘆けば率先して衣装を作って説得し、観客に軽んじられてもその技わざで魅み了りようする。

　言葉ではなく、行動で語るのがジナなのだ。

　確かに、ジナは寡か黙もくで多くを語らない。でも、その言葉を補って余りある行動で、ジナはいつもスライムの誇ほこりを示してきた。自分の意志を示してきた。村を飛び出したのも、きっとそうなのだろう。村で何もしないまま自分の思いを伝えても変わらない。何かを変えるためには、何かを伝えるためには行動するしかない。

　たとえ、誰に何を言われようとも、裏切り者と後ろ指を指されても、その想おもいを秘めた双そう眸ぼうで前を向き、自分の意志を示すために突つき進む。

　それが、ジナだ。

　ジナの秘めた想いに触しよく発はつされたかのように、レインの闘志がふつふつと沸わき上がる。

「ペムペム。もちろん、いけるよな」

「ぴぎっ！」

　滾たぎるレインの声に、ペムペムが今日一番の力強い声を張り上げる。敵は強大。その上、こちらの攻こう撃げきを吸収するおまけつき。本来はさほど強力でないマリンスネイクが相手となれば、【昇しよう華か】が発動する可能性は望み薄うす。

　それでも、レインはいいわけしようとしなかった。

　ペムペムもまた、逃にげようとはしなかった。

　込こみ上げる闘志が、自然と身体を浜辺の方へ傾かたむける。だが、身を翻ひるがえして木々の隙すき間まから浜辺を覗き込んだレインは、「え？」と間抜けな声を漏らして立ち止まった。

「あのマリンスネイク。どこ行ったんだ？」

「「「え？」」」

　レインの零した声に、全員の声が重なる。海上に大きく首を持ち上げていたマリンスネイクの巨きよ体たいが、影かげも形も見当たらないのだ。しかも、その周りを覆おおっていた七色の水までもが、まるで白昼夢のように搔き消えている。

　海洋へと去って行ったのだろうか。いや、違う。ペムペムがあのマリンスネイクを前に怖おじ気づいたのは、ただ身体が大きかったからではない。

　マリンスネイクの双眸に、圧あつ倒とう的な捕食の意志を感じ取ったからだ。

　消えた巨体。スライムを捕食するモンスター。レインの背中に悪お寒かんが走る。

「ジナ！　この近くに、川はあるのか？」

「川なら、少し行ったとこ──」

　そこまで口走ったジナの顔が、一気に青ざめる。

　レインの記き憶おくが正しければ、村の南側には大きな川が流れていた。

　マリンスネイクは海水のモンスターだ。淡たん水すいの川を上ることは出来ない。だから、島の奥にある村は安全なのだ。

　だが、あのマリンスネイクは弱点である電撃を吸収して見せた。淡水に適用できない保証はどこにもない。しかもヤツは、捕食しようとしていたペムペムたちを無視して、その姿を眩くらませた。

　最悪の可能性がその場にいた全員の脳のう裏りを駆かけ巡めぐる。

　その時、既すでにジナは走り出していた。

「ジナ！」

　ジナの後を追って、レインが、そしてダルスたちが村に向けて走り出す。

　その最中、慌あわてて後を追いかけていたガゼットの声が、レインの耳を叩いた。

「レ、レイン。ちょっと待って。話があるんだ！」




　　　　＊




　スライム島東沿岸に注ぎ込む川は、島の南側を大きく迂う回かいするよう流れている。だからこそ、レインたちを遥はるか後方に残し、獣けもの道みちすら使わずに一直線に村へと駆け抜ぬけたジナは、驚きよう異い的な変へん貌ぼうを遂とげたマリンスネイクよりも遥かに速く村にたどり着いていた。

「はぁ、はぁ。まだ、大丈夫」

　いつものように談だん笑しようする村人たちに、ジナがほっと胸を撫で下ろす。だが、安心してばかりもいられない。いつ、マリンスネイクが村のスライムたちを襲うとも限らないのだ。

「はやく、伝えない、と」

　荒あらい息を吐はきながら、それでもジナは叫さけびたい気持ちをグッと堪こらえた。ジナは自分が村人たちにどう思われているか誰よりも理解していた。今この場で声を上げるだけでは、きっと誰も信じてはくれない。

　だからジナは周囲に視線を走らせた。その栗くり色の双眸に、村の奥でその巨体を揺ゆらすスライムの姿が滑すべり込む。その大きな目印に向けて、ジナは脇わき目めも振ふらず駆けだした。

「お頭かし、ら！」

「きゅっぴ！」

「ジナ、ルル。どうした？　そんなに慌てて？」

　畑仕事をしていたラードゥが豪ごう快かいな笑みを浮かべ、握にぎっていた鍬くわを肩かたに担かつぐ。

　ジナはそんなラードゥの目の前で足を止めると、その鍛きたえ上げられた胸むな板いたに、小さな拳こぶしを叩きつけた。

「お頭。今すぐ、村の皆を避ひ難なん、させて！　マリンスネイクが川を上ってく、る！　早くしないと、みんな襲おそわれちゃ、う！」

「どうしたんだ、ジナ。落ち着け。マリンスネイクが川を上ってくるわけがないだろう」

　一瞬その勢いにたじろいだラードゥが、幽ゆう霊れいの魔ま獣じゆうに出会った子供をあやすように、ジナの頭にその大きな手を乗せる。ラードゥのパートナーであるボボルも、不思議そうにジナのことを眺ながめていた。マリンスネイクが村を襲うなど荒こう唐とう無む稽けいな話を、信じろという方が無理な話だ。

　伝わらない思いに、込こみ上げる焦あせりに、ジナが泣きそうな表情を浮うかべて唇くちびるを嚙かむ。

　そんなジナに、ラードゥがさすがに異変を感じた、その時。

「ジナ！」

　ようやく、レインがジナに追いついてきた。

「婿むこ、様！」

　耳を打ったレインの声に、ジナがその相そう貌ぼうを希望に輝かがやかせて振り返る。

　その靡なびいた銀ぎん髪ぱつを、レインを置き去りにして駆け抜けた誰かが搔かき乱した。

　それは、村で誰よりもジナのことを否定していたダルスだった。

「お頭！　凶きよう暴ぼう化かしたマリンスネイクが沢さわを上っている。今すぐ村人とスライムたちを安全なところに避難させて迎げい撃げき線を敷しかないと村が壊かい滅めつする！」

「ダルス、お前まで」

　必死に訴うつたえるダルスに、ラードゥの顔が見る見るうちに険しくなる。

　その最中、ダルスは一瞬ジナに視線を走らせると、彼の口から飛び出すとは到とう底てい思えない言葉を吐き出した。

「お頭！　ジナの言っていることは本当だ！　信じてやってくれ！」

「っ！」

　耳を打ったその言葉に、ジナが息を飲み反射的に両手で口を塞ふさぐ。

　ダルスは、そんなジナを横目に顔を歪ゆがめると、再びラードゥへと発はつ破ぱをかけた。

「お頭。早く村の皆に避難指示を。本当に間に合わなくなるぞ！」

「──分かった。今すぐに村の皆に伝えよう。ダルス、お前もすぐに動け」

「言われなくても、既にミリシアたちが伝えている。でも、こんな話、早々信じちゃくれないだろ。だから、お頭も。早く」

「ふむ、さすがだ。行動が早いな。ボボル、お前は【分ぶん裂れつ】してスライムたちにこの事態を知らせろ。急げ！」

「ぽぎゅん！」

　野太い声を上げたボボルが、大きな身体からだを震わせ無数の分裂体を村へと解き放つ。その分裂体たちを見送りながら、ラードゥは心底申し訳なさそうにジナに頭を下げた。

「ジナ。すまない、信じてやれなくて。俺は頭失格だな」

　頭を下げるラードゥにジナが口を手で覆ったまま首を横に振る。そんなジナに、ラードゥは微び笑しようを零すと、事態を村人へ伝えるべく、ボボルを伴ともなってその場から駆けだした。

　ラードゥの背を追いかけようと、ダルスがジナの隣となりから身を翻す。

　その横顔を見たジナの細い指先の隙間から、込み上げた思いが零れ落ちた。

「若頭、どうし、て？」

「──チッ」

　声を震わせるジナに、ダルスは舌打ち混じりに足を止め、振り向かないままに叫んだ。

「勘かん違ちがいするな！　俺は、お前よりもこの村のことを大切に思ってる。それだけだっ！」

　悔くやしげに頰を歪めたダルスがぶっきらぼうに吐き捨て、再びラードゥを追って走り出す。

　その背を呆ぼう然ぜんと眺ながめるジナの肩に、レインはそっとスライムの紋もん章しようが刻まれた手を乗せると、嬉うれしくて堪たまらないという表情を浮かべながら呟つぶやいた。

「ジナ。お前の声、ちゃんと皆に届いてたな」

「──っ！」

　大きく肩を震ふるわせたジナが、コクッと小さく顎あごを引く。

　幻げん想そう的に揺れる銀の髪かみ。その隙間に、歓かん喜きの滴しずくが静かにこぼれ落ちる。

　だが、その喜びも束つかの間。

　平和の象しよう徴ちようとも言える《レミーネ村》に、耳を引き裂さくような悲鳴が迸ほとばしった。




　　　　＊




《レミーネ村》の南部を流れる川のほとりは、かつてない戦場になっていた。

「先代。下がっていてください！」

「馬ばっ鹿かもんっ！　若いもんにばかりまかせていられるか！」

「お頭！　そんな裏切り者はほっといて、戦いに集中しろ！」

　若いスライムトレーナーたちに村人の避難を任せ、村の三大スライムトレーナーであるムギナ、ラードゥ、ダルスの三人が村に襲しゆう来らいしたモンスター、凶暴化したマリンスネイクを迎撃する。すでに、かなりの戦せん闘とうを繰くり広げていたのだろう。【契けい約やくの絆きずな】を発動して戦う三人は、腕うでや顔の至る所に裂れつ傷しようを負っていた。各おの々おののパートナーもそうだ。

　それでも、村を守るという使命に燃える彼らの双眸は、いささかも衰おとろえなかった。

「ゆけ、ロロン。搔き乱してやれ」

「むぎゅぎゅん。むぎゅぎゅん。むぎゅぎゅぎゅぎゅんっ！」

　ムギナの指示に、その肩に乗るロロンが声を張り上げる。意志を乗せたその鳴き声に、避難していたスライムたちの中で、勇気ある者達が奮ふるい立った。数十体のスライムが集つどい縦じゆう横おう無む尽じんに跳はね回る。狙ねらいを付けさせないスライムたちに、マリンスネイクは大きく口を開けると、目め障ざわりだとばかりに紫し電でんを纏まとった無数の舌を振り落とした。

「むぎゅ！」

　ロロンが再び声を上げ、その意志をスライムたちへ伝でん播ぱさせる。伝えられた指示に、スライムたちは一体残らずその場から飛び退のいた。振り落とされた舌の矛ほこが空を切り、固い地面を削けずり取る。鍛えられていないスライムたちでも、その逃げ足は一級品だ。おおざっぱな攻こう撃げきになど捕つかまるわけがない。

「今だ、ボボル【大・体当たり】」

「ぎゅぅ～っぽん！」

　舌の全すべてを地面に振り落としたマリンスネイクへ、ボボルの巨きよ体たいが跳び上がる。その巨体が繰くり出す体当たりは、おおよそスライムがぶつかったとは思えないような轟ごう音おんと共に、マリンスネイクの巨体を弾き飛ばした。

「続け！　ドドーナ。【体当たり】」

「ぽっぎゅん！」

　大きく揺れたマリンスネイクに、ドドーナが早さと重さを備えた体当たりを仕し掛かける。その一撃は、正確にマリンスネイクの頭部を打ち抜いた。脳を突つき抜ける衝しよう撃げきに、マリンスネイクがよろめく。

「「「行けるか！」」」

　にわかに見えた勝機に、ムギナたちが声を上げる。

　だが、その勝利はあっけなく彼らの足元を滑り抜けた。

　マリンスネイクの双そう眸ぼうが突とつ如じよ力を取り戻もどし、不吉を孕はらんだ蛇じや眼がんで頭部に張り付くドドーナを睨にらみ付ける。全身を貫つらぬかれるような殺気に、ドドーナが慌ててマリンスネイクから離り脱だつする。だが、その跳とび際ぎわを読んでいたかのように、マリンスネイクが地面から引き戻した二本の舌をくねらせた。肉にく薄はくする舌の矛に、ドドーナが必死に身を捩よじらせる。一本目は躱かわせたが、紫電を纏った二本目はその柔やわ肌はだを削り取り、さらに強きよう烈れつな電撃を叩たたきつけた。

「ぽぎゅぅぅぅぅぅうっっっ！」

　身体を突き抜けた電撃に、ドドーナが悲鳴を上げる。さらに、その電撃のダメージは、【契約の絆】で繫つながるダルスにも伝播した。

「ガッ!?　うっ、ぐ……！」

　全身を駆け抜ける痛みに、ダルスが堪らず膝ひざを折る。

　弱った者から狩かるのが自然の摂せつ理り。マリンスネイクは痺しびれて身じろぎも出来ず落下するドドーナに舌を走らせつつ、小川から引き上げた長い尾おをダルスに向けて振り払はらった。

「まずい！　ボボル、ドドーナを助けろっ！」

「ぎゅっぽん！」

「ロロン。若造を助けるぞ。【崩ほう哭こく】じゃ！」

「むぎゅぅううううｕｕゥｕｕぅＵｕｕゥぅＵｕｕ!!」

　跳はね上がったボボルがドドーナを包み込み、【崩哭】により覚かく醒せいしたロロンが薙なぎ払われた蛇だ尾びと対たい峙じする。だが、身を挺ていして特攻を仕掛けた二体のスライムに、マリンスネイクはその暴力を躊躇ためらうことなく振りかざした。

　ボボルの身体が無数に波打つ紫電の舌に削り取られ、すさまじい勢いで薙ぎ払われた巨大な蛇尾にロロンが虚むなしくも弾かれる。ロロンの覚醒により身体能力を一気に上じよう昇しようさせたムギナが何とかダルスの身体を捕まえ飛び退いたが、轟音と共に薙ぎ払われた尾が巻き起こす風圧にバランスを崩くずし、無様に地面へ押し倒たおされた。

　暴君マリンスネイクの猛もう攻こうはまだ終わらない。横薙ぎにした蛇尾を振り上げ、村人たちの生活を支える川へと容よう赦しやなく振り落とす。圧あつ倒とう的な質量を受け止めた川は、その衝撃に決けつ壊かいするだけでは飽あき足らず、大量の水と土ど砂しやを孕んだ濁だく流りゆうとなってムギナたちへと押し寄せた。抗あらがう意志すら飲み込む災さい害がいに、ダルスを抱かかえたムギナがその場から飛び退こうと両足に力を込こめる。

　だが、その靴くつ底ぞこは、むなしく土の上を滑すべった。

「くっ。ロロン！」

「むっ！　む……むぎゅぅ……」

　ムギナの傍そばまで戻ってきたロロンが、力なくその身体を押しつぶす。すでに体力を大おお幅はばに消費したロロンの覚醒時間は、予想以上に短くなっていた。

「先代ーっ！　ダルスーっ！」

　濁流を前に万策尽つきた二人に、傷ついたボボルを退避させたラードゥが声を張り上げる。

　そして、二人の姿が、濁流の波に消えようとした、その刹せつ那な。

「レオン。【アイスグラウンド】」

　強烈な冷気が吹ふき荒あれ、ムギナとダルスを飲み込もうとしていた濁流が凍こおりついた。




　　　　＊




　戦いの音を頼たよりに走ってきたレインは、その途と中ちゆうで合流した仲間が繰り出す頼たのもしい一撃に、思わず叫さけんだ。

「ナイスだ！　アリカ！　レオン！」

「うん！」

「ぐるぅ！」

　大量の濁流を一いつ瞬しゆんにして凍らせたアリカとレオンが、誇ほこらしげに頷うなずく。

　学園祭からずいぶんと変わったその自信に溢あふれる表情に頼もしさを覚えながら、レインはジナの背を追って、九死に一生を得たムギナとダルスへと駆かけ寄った。

「よぉ、じいさん！　生きてるか？」

「──ふん。アホ面づらに心配されるまでもないわい」

　軽い口調で尋たずねるレインに、ジナに支えられたムギナが悔くやしげに頰ほおを歪めながら憎にくまれ口を叩く。そのまだまだ元気な様子にレインとジナが安あん堵どしていると、ラードゥが傷だらけのボボルと共に駆け寄ってきた。

「先代。ダルス。大だい丈じよう夫ぶか？」

「ふん。見ての通りじゃ。ダルスはもう動けん。悔しいが、ワシとロロンもな」

　口くち惜おしそうに唇くちびるを嚙かみながら、ムギナが首を横に振ふる。強烈な電撃のダメージを還かん元げんされたダルスはもとより、ムギナとロロンももはや戦える力は残っていないだろう。しかし、それでも二人は生きていた。死の一歩手前に晒さらされた二人を見ていたラードゥが大きく安堵の息を吐つき、感謝を込めた双眸をジナへと流す。

「ジナ！　助かった。よく来てくれたな。二人を救ってくれたこと、心から礼を言う」

　その掛け値なしの感謝の意に、ジナはびっくりしたように慌あわててラードゥから目を逸そらすと、珍めずらしく口ごもりながら答えた。

「お、お礼は私じゃな、い。アリカに言っ、て」

「そうか。ならば、あとで改めて礼を言わせてもら──」

「ぎゅぷぅーんっ！」

　ラードゥの声を、ボボルの警声が遮さえぎる。その意味を尋たずねねる間もなく、危険に敏さといスライムトレーナーたちは一いつ斉せいにその場から飛び退いていた。ジナがムギナに、レインがダルスに肩かたを貸し、声を上げる間もなく大地を蹴ける。その直後、目の前で凍りついていた濁流の氷ひよう壁へきが爆はぜ割れ、無数の舌が襲おそい掛かってきた。舌の一本が傷を負い逃にげ遅おくれたボボルに絡からみつく。その瞬間、舌が接せつ触しよくしたボボルの肌はだが凍りつき始めた。

「ぎゅぷーん!?」

「んな!?　くっそ！　ペムペム、【体当たり】！」

「ぴぎっ！」

「ルルも、お願い！」

「きゅぴんっ！」

　悲鳴を上げるボボルに、ペムペムとルルが勇ましい声を張り上げる。主あるじたちの肩から飛び降りた二匹ひきのスライムは、その身体からだが地面に着地するや否いなや、すさまじい速度で跳ねあがった。【海うみ跳はね】の瞬発力を地上で発揮したペムペムとルルが、ボボルに絡みつく舌を弾き飛ばす。パキンと冷たい音を立てて下にぶつかった部分が凍りついたが、闘志に燃え、鍛きたえ上げられた体当たりを受けた舌もただでは済まなかった。大きく波打った舌がボボルの巨体を解放する。しかし、一本の舌を退けたところで状じよう況きようは一いつ切さい改善されなかった。氷壁を砕くだいた残りの舌が、ペムペムたちへと襲い掛かる。

　紫電と薄はく氷ひようを纏った舌の前に、雷かみなりの妖よう精せいと氷の狼おおかみが躍おどり出た。

「ピック。【ボルトアックス】」

「シッ！」

「レオン。【フリーズストライク】」

「ガァァウ！」

　襲い掛かる災さい厄やくを、雷の斧おのと氷柱つららの弾だん丸がんが薙ぎ払う。その隙すきに、応おう援えんに駆け付けたピックとレオン共々、ペムペムとルルは主たちのもとへと後退した。

「サンキュー、二人とも。助かった」

「いや～……、それはどうかな？」

　ピックを肩に座らせたガゼットの顔が、会心の一撃を与あたえたにもかかわらず曇くもる。その理由を、レインはすぐに知ることとなった。

「おいおいおい、マジかよ？」

「ぴ、ぴぎ？」

　レインの頰がどこか楽しげに吊つり上り、ペムペムが目を丸くして驚おどろきの声を上げる。

　その場にいる誰だれもが目の前の光景に我が目を疑った。

　長く赤く悍たくましい舌が大きく波打ち、電撃に焼かれ氷柱に凍らされた舌同士を擦こすり合わせる。ただそれだけで、電撃と氷柱が何かに飲み込まれるように搔かき消えてしまったのだ。

　いや、そもそも。なぜマリンスネイクは舌に氷を纏まとわせることができたのだろうか。紫し電でんを纏う舌もそうだが、氷を扱あつかうマリンスネイクも、今までに確かく認にんされたことがない。

　不条理な力を得たマリンスネイクに、幾いく多たのモンスターと対峙してきた魔獣錬磨師モンスタートレーナーたちが圧倒され言葉を失う。

　だが、その中でただ一人、常に傍にいた非常識な男を見続けていた彼だけは、冷静にその不条理を解き明かす糸口を見つけんと、掌てのひらに刻まれた雷の紋もん章しようを輝かがやかせた。

「ピック！　【スティルアイ】」

「任せろ、マスター！」

　声高らかに叫ぶピックの鋭するどい双眸が雷光を纏う。同時に、【契約の絆】を発動したガゼットの聡そう明めいな双眸もまた、眩まばゆい雷光に覆おおわれた。電磁波を知覚し、あらゆる事象を看破するその眼が、舌を通して流れるエネルギーの行ゆく方えを追いかける。

「モンスターが突とつ然ぜん強くなるなんてありえない。何の努力もなしに力を手にするなんて馬ば鹿かげてる。不条理に見えて理由がある。さあ、そのカラクリ、曝さらけ出してもらおうか！」

　謎なぞを、不可思議を暴あばく好こう奇き心しんに双眸を輝かせ、ガゼットが声を張り上げる。だが、マリンスネイクとてただ黙だまって手の内を晒すようなことはしなかった。先ほどよりも強力な雷と氷を身に纏まとった舌が、天から地へ叩き落とされる。

「レオン。【アイスバーグ】」

「ガァウ！」

　氷ひよう狼ろうの口から冷気が迸ほとばしり、大気の水分を侵しん略りやくして巨きよ大だいな氷山が構築される。その行く手を阻はばむ氷の壁かべに、マリンスネイクは雷も氷も纏っていない舌を振り落とした。ジュウゥッという音とともに白はく煙えんが上がり、巨大な氷が断ち切られる。

　首筋を撫ぜる悪お寒かんに、すでに【契けい約やくの絆きずな】を展開していたレインは、足元で降り注いできた巨悪を見定めるペムペムに向けて叫んだ。

「ペムペム。【崩ほう身しん】！」

「ぴぎぃ！」

　ペムペムが微かすかな不安と大きな期待を織り交ぜながら力強く応こたえる。

　同時に、その技わざの名前を聞いたラードゥとダルスが思わず声を張り上げた。

「「なに！」」

　二人の顔に動どう揺ようが走る。当然だ。【崩身】は【崩ほう哭こく】と並ぶ彼らの村に伝わる秘技。それを、数日前に村を訪おとずれたペムペムがやろうとしているのだ。驚かないわけがない。

　そんな二人の驚きを他よ所そに、ペムペムはほんの数センチだけ地面との隙間を開けるようにわずかに飛び跳ね、【海跳ね】の要領で瞬間的にすさまじい衝しよう撃げきを地面へと叩きつけた。

　だが、まるで雷でも落ちたかのような轟ごう音おんを辺りに響ひびかせたペムペムの身体は、その場から一ミリも浮うかび上がってはいなかった。

「ぴぎぃいいいっ！」

　自分自身に流れ込んだ強きよう烈れつな衝撃に、ペムペムが声を張り上げる。本来なら飛び跳ねることに注ぎ込む体当たりの衝撃を、自分の身体に叩たたきつけたのだ。強烈な振しん動どうがペムペムの身体の中で暴れ回る。その荒あれ狂う衝動は、【契約の絆】を介かいしてレインへと逆流した。

　激しいエネルギーの本流に戦せん慄りつするレインの脳のう裏りを、ガゼットの言葉が蘇よみがえる。

『【海跳ね】で地面を叩く衝撃を超ちよう振動に変えてペムペムの身体を揺ゆさぶるんだ。上う手まくいけばそれでペムペムの身体を作る細さい胞ぼうの一部が崩ほう壊かいする。おじいさんが曰いわく、この技を村では【崩身】っていうらしいよ！』

　村に向かう途中に聞いた時は、そんなことで、と半信半疑だったレインだが、ガゼットの読みはずばり当たっていた。ペムペムの身体の中で未知数のエネルギーが暴れ回る。

　だが、エネルギーの奔ほん流りゆうは、突とつ如じよとしてその力を失った。

「ぴ、ぴぎ？」

　消失したエネルギーに、ペムペムが不思議そうに身を捩よじる。

「不発!?」

　レインが呻うめくように呟つぶやく。

　その時すでに、振り落とされた舌の断頭台は、レインたちのすぐ傍そばに迫せまっていた。

「くっそ、ペムペム。【分ぶん裂れつ】だ。弾はじき飛ばせ！」

「ぴぎぎぎぎ！」

　咄とつ嗟さに攻こう撃げきを切り替かえたレインが叫さけび、ペムペムが慌てて無数の分裂体を頭上に向けて解き放つ。ペムペムの分裂体が、我が身を犠ぎ牲せいに氷と雷の舌へ特攻を仕し掛かける。衝しよう突とつの瞬間、分裂体のペムペムたちは電撃と氷に身を晒しながらも必死に身を捩り、消しよう滅めつする寸前でその舌の矛ほこを弾き飛ばした。重々しい音と共に、無数の舌がレインたちを避よけて大地に叩きつけられる。

　その時、ようやくガゼットが会心の声を張り上げた。

「あった！　見て、みんな。マリンスネイクのお腹の方。ほら、丁度、川に浸つかるかどうかのとこ！」

「ナイスだ！　ガゼット！」

　レインが素す早ばやく指示された場所に視線を走らせる。確かに、マリンスネイクのお腹の中なか程ほどには、虹にじ色いろに輝く、何かの欠片かけらのようなものが突つき刺ささっていた。しかも、よくよく見れば、先ほどアリカが凍らせた土石流までもが、その虹色の欠片に吸収されている。

「なんだ、あ──っ！」

　その正体を確かめる間もなく、レインはガゼットの襟えりを引っ摑つかむと、その場から大きく飛び退のいた。首を絞しめられたガゼットが苦しげな声を漏もらすが、構ってなんかいられない。左右に落ちた長い舌が大きく脈打ち、とぐろを巻くようにレインたちを包み込んできたのだ。巻き付く速度が速すぎる。逃にげられない！

　その時、小さなピンク色の影かげが、その場にいた全員の足元に滑すべり込んだ。

「ルル！　みんなを飛ばし、てっ！」

「「「きゅぅ～っぴ！」」」

　拳こぶしほどのルルの分裂体が全員の身体を跳ね上げ、飛び退のく速度を加速させる。足裏を撫ぜる舌の感かん触しよくにひやりとしながらも、レインたちは無事に捕ほ食しよくの包ほう囲い網もうを突破した。

「ガゼット。なんなんだ、ありゃ？」

　七色の欠片を睨にらみつけながら、レインが改めて叫さけぶ。しかし、その質問にはさすがのガゼットも首を横に振らざるを得なかった。

「そこまでは分からないよ。分かっているのは、あの欠片を引っこ抜ぬくか破壊しない限り、このマリンスネイクにはピックやレオンの攻撃が通じないってことぐらいだね」

「ああ、そうかい！」

　マリンスネイクの異常な力の一いつ端たんが判明したことに、レインがその相そう貌ぼうに好戦的な笑えみを浮かべて力強い声を吐はき出す。

　だが、やることが決まったとは言え、楽観はできなかった。

　マリンスネイクがその口を大きく広げ、すでに口から出ていた数とは倍の舌を伸のばして大気を舐なめ上げる。いや、それだけならばまだ可愛かわいいものだ。マリンスネイクの巨体が、大きく蠕ぜん動どうする。その長い身体が一度波打つたびに、胴回りの筋肉が膨ぼう張ちようしメキメキと膨ふくらんでゆく。その巨体はすでに川を塞ふさぐまでになり、塞せき止められた水が溢あふれ出た。

　見上げるほどの巨きよ軀くは、もはや海の暴君、海かい竜りゆうと並べても遜そん色しよくない。

　レインたちをからかうように、マリンスネイクが舌の一本を地面に向けて薙なぎ払はらう。大気を引き裂さき通り過ぎた舌の一撃は、深々と大地を抉えぐりとってしまった。まともに喰くらえば、肉が抉れるどころか骨まで削けずり取られるだろう。

「はは、この中を搔い潜くぐれってかっ！　面おも白しれぇっ！」

　目まの当たりにした敵の強大さに、レインが自分自身を焚たきつけるように叫ぶ。一撃が速く、重い。こんな中を搔い潜れるのは、ドラゴンの猛もう攻こうをも躱かわし切るペムペムぐらいのものだ。ただし、雷や氷を纏った一撃を受ければ即そく敗北。頼たのみの綱つなである【昇しよう華か】は望み薄うすの上、新技の【崩身】も使えない。

　そんな逆境こそ、レインがもっとも力を発揮できる場所だった。

「いいぜ、やってやる！　ガゼット、アリカ、ジナ。サポートを頼む」

「「「了りよう解かい！」」」

「よっしゃ。行くぜ、ペムペム！」

「ぴぎぃ！」

　四人が意気を合わせて、巨大なマリンスネイクと対たい峙じする。

　だが、それは、あまりにも無謀な戦いだった。

　先せん陣じんを切って飛び出したペムペムが、無造作に振ふり払われた三本の舌が巻き起こす突風に翻ほん弄ろうされる。その突風を突き破り、辛かろうじて直撃を避けたペムペムに向けて紫電を纏った舌の矛が弾丸もかくやという速度で突進してきた。ペムペムを守らんと展開した氷ひよう壁へきが、凍こおりつく端はしから砕くだかれる。宙を舞まう氷の破は片へん。その歪いびつな断面に残像を残し、ペムペムはさらに敵の懐ふところへと飛び込む。だが、その侵しん攻こうは突如凍いてついた川の水に阻まれた。溢れた流水を凍り付かせながら、氷の舌がペムペム目掛けて跳はね上がり、その身体からだを貫つらぬく。嬉き々きとして突き刺したペムペムを掲かかげる舌に一いち瞥べつもくれず、桃もも色と青色の弾丸が地を駆かけ抜けた。分裂体を囮おとりにしたペムペムと、ペムペムに負けじと身体を弾はずませるルルがマリンスネイクの巨軀へ肉薄する。

　強烈な圧あつ迫ぱく感が、轟音と共にか弱い二匹ひきのスライムに襲おそい掛かった。

　凍こおった大地を砕きながら、マリンスネイクがそのしなる蛇だ尾びを振り払う。ペムペムとルルは咄嗟に虹色の欠片へと接近を諦あきらめ飛び退いたが、スライムの回かい避ひ能力をあざ笑うかのように、巨大な蛇尾は二匹のスライムを軽々と捉とらえると、小さな身体を力の限り弾はじき飛ばした。幸い、それはただの打撃だったが、せっかく懐へ潜もぐり込んでいたペムペムとルルが、瞬またたく間に主あるじたちの下もとへと押し戻もどされる。その後を追いかけるように、マリンスネイクは振り払った蛇尾を天空へと振り上げた。すべてを押しつぶす蛇尾の鉄てつ槌ついが、危あやういところで飛び退いたレインたちのすぐ脇わきの地面を押し潰つぶす。無む慈じ悲ひな暴力に大地が悲鳴を上げ、巨大な地響きを辺り一帯に響かせる。

「くっそ、四人がかりで近づけもしねぇのかよ！」

　マリンスネイクの猛もう襲しゆうに、レインは思わず悪態を吐つく。しかし、その吐き出す声は、強き者と戦う喜びに、困難を打ち砕く興奮に震ふるえていた。

　だが、圧倒的不利であることは覆くつがえしようのない事実だった。防ぼう御ぎよのためにと放ったレオンの氷壁が、瞬く間にマリンスネイクに吸収される。下手な技は逆効果。とはいえ、今ある技ではマリンスネイクはビクともしない。

　現状を打ち破るには、新しい力がいる。

　その相貌を燃え滾たぎらせたレインは、迷うことなく叫んだ。

「ペムペム。【崩ほう身しん】！」

「ぴぎっ！」

　上下左右正面背後から襲いかかる舌の攻撃を避けていたペムペムが、レインの声に力強く答え、一いつ瞬しゆんの間かん隙げきを狙ねらって【海うみ跳はね】を発動。瞬間的に生み出した衝撃を、自分の身体に叩きつける。ペムペムの身体を、不安定なエネルギーが駆け抜ける。だが、やはりそのエネルギーは爆ばく発はつすることなく霧む散さんした。しかも、技に集中したことにより、今度はペムペムに一瞬の隙すきが生まれてしまう。悔くやしげな表情を浮かべるペムペムに、マリンスネイクがここぞとばかりに舌を捩る。不規則な螺ら旋せんを描えがく舌の矛。それを受け止めたのは、網あみ状に展開された雷かみなりだった。刹せつ那なのタイミングで滑り込んできたピックを頭に乗せ、ペムペムがその場から一気に離り脱だつする。

　その最中、ピックにペムペムの頭から避難するように呼びかけたガゼットが、その口元に強い信しん頼らいを刻みながら叫んだ。

「レイン、もう一回だっ！」

「おうよ！　いくぜ、ペムペム。【崩身】！」

　ガゼットの口から迸ほとばしった檄げきに、レインが失敗により生まれる隙など顧かえりみず【崩身】を指示する。もちろん、ペムペムは技わざの姿勢に入った。ペムペムと地面の間にわずかな隙間が生まれ、次の瞬間、スライムの身体を強烈な衝撃が駆け抜ける。

　しかし、やはり【崩身】を発現させるには至らなかった。エネルギーの消失に動きが鈍にぶるペムペムに向け、地面を削り取りながら真っ赤な舌が襲い掛かる。

　その舌の一団は、突如降り注いだ氷山に一本残らず押し潰された。

　新しい氷山の準備に掛かるレオンを携たずさえながら、頼もしい表情を浮かべたアリカがレイン向けて叫ぶ。

「レイン君。もう一回！」

「任せろ！　ペムペム。【崩身】！」

　氷山に押しつぶされた舌に躊ちゆう躇ちよせず薙ぎ払われた蛇尾を見み据すえながら、ペムペムが再び【崩身】を発動する。やはり、不発。硬こう直ちよくするペムペムに、襲い掛かる蛇尾から逃のがれるすべはない。

　ピンク色の砲ほう弾だんが地面を駆け抜け、直撃を待ち受けるペムペムを容よう赦しやなく突き飛ばした。

「ぴぎぃぃぃぃい！」

「きゅぴぴぴぴ！」

　悲鳴を上げるペムペムを、自らも蛇尾の制空権から離脱したルルが追いかける。

　その二体のペムペムを目で追いながら、自らも飛び出すタイミングを計っていたジナはレインに向けて叫んだ。

「婿むこ、様。もう一、回！」

「分かってるって。ペムペム。【崩身】！」

　再三にわたり、レインの声が戦場に響ひびき渡わたる。もちろん、ペムペムもまた、再三にわたり自分の身体へ衝撃を叩たたきつけた。いくら衝撃に強いスライムとは言え、自分自身の身体に何度も衝撃を叩きつければダメージを受ける。それは、【契けい約やくの絆きずな】で繫つながれたレインも同じこと。身体の奥に鈍い痛みを覚えたレインの口から、こぽっと鮮せん血けつが零こぼれる。

　その時、ペムペムの身体の中心にわずかな光が迸った。だが、その光はすぐに霧散する。ムギナとロロンが見せた太陽のような光には、はるかに程ほど遠い。

　それでも、レインとペムペムは挑ちよう戦せんを止やめなかった。

「ペムペム、【崩身】！」

「ぴぎぃ！」

　何度失敗しても、

「もういっちょだ。【崩身】！」

「ぴっぎぃ！　……ぴぎぃ。ぴぎぎぎぎ!?」

「やっべ、逃げろ。ペムペム」

　なんど、危険にその身を晒さらしても、

「あっぶね～。おっし、もう一回だ。【崩身】！」

「ぴっぎぃいいいいいいい！」

　なんど、絶望を味わおうとも、レインとペムペムは──────いや、

「レイン！」

「レイン君！」

「婿、様！」

「「「もう一回！」」」

　レインたちは挑戦することを諦めなかった。

　ペムペムを助けるための防御を放つたびに、マリンスネイクがそのエネルギーを吸って巨きよ大だい化する。すでに、戦せん闘とうを始めた当初よりも、その身体は一回りも大きくなっていた。

　それでも、レインとペムペムは【崩身】を繰くり出し続けた。

　そして、ガゼットたちは、ピンチに陥おちいったペムペムとレインを何度でも拾い上げた。

　その果てしない攻防を見守っていたダルスが、思わず戦せん慄りつする。《血けつ命めい紋もん》が織りなす様々な運命の連れん鎖さ。その戒かい律りつに身を置くダルスにとって、新しいことに挑戦し続けるレインたちは常識外の存在なのだろう。

「お前たち、なんで、そこまでできるんだ……。そんなできるかどうか分からないことを、なんでそんなに信じられるんだ？」

　ダルスが呻うめくように呟つぶやく。

　その声を拾い上げたレインは、口から零れた鮮血を乱暴に拭ぬぐいながら、その相貌に強い笑えみを湛たたえて答えた。

「なんでだって？　んなもん、決まってんだろ。新しい可能性が目の前にあって、それを信じて支えてくれる仲間がいて、目指さない理由なんてどこにあんだよ！　できるかどうかなんて関係ねぇ！　やってみなくちゃわかんねぇ！　信じた道をまっすぐ進む！　壁かべがあんならぶち壊こわす。それが、それが──」

　レインは一度言葉を切り、その双そう眸ぼうを自分を支える仲間たちへ巡めぐらせながら、再び声の限り叫さけんだ。

「それが俺とペムペムのやり方だ！　文句あっかぁぁぁあっ!?」

「ぴぎぃぃいいいぃいいいいい！」

　鮮せん烈れつな笑みを湛え、その生き様を叫ぶレインとペムペムに、ガゼットが苦く笑しようし、アリカが憧あこがれるように微笑ほほえみ、ジナが力強く頷うなずく。

　その気迫に圧あつ倒とうされるダルスの隣となりで、ムギナは心底悔しげに笑いながら腰こしを持ち上げた。

「ち、顔がアホなら。頭の中までアホじゃったか」

　憎にくまれ口を零しながら、スライムトレーナーの匠たくみが最愛の娘むすめに向けて声を張り上げる。

「ジナ！　【崩身】のコツはスライムに身体を操作させて中心部の細さい胞ぼうを薄うすく、外そと膜まくの細胞を厚くさせるところにある。そうすれば【崩身】が発動しやすくなる上、爆ばく発はつ的なエネルギーと細胞の崩ほう壊かいにも耐たえられる！」

「ムギじぃ!?　──っ。ありがとう。大好、きっ！」

　ジナが顔を輝かがやかせ、精いっぱいのお礼を言う。

　もちろん、その助言は同じ先頭に立つレインとペムペムの耳にも届いていた。

「じいさん！　ナイスアドバイス！」

「馬ば鹿かもん。貴様に言ったのではないわ。盗ぬすみ聞きしよって、あとで覚えておれ！」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰したような表情でそっぽを向くムギナに、レインは溜たまらず苦笑を零しながら掌てのひらに刻まれたスライムの紋もん章しようを力強く輝かせると、今か今かと指示を待つペムペムに向けて叫んだ。

「ペムペム。【崩身】！」

「ぴっっっぎぃっ！」

　今日一番の鳴き声を上げたペムペムが、会心の力で地面を蹴けり、その衝しよう撃げきを身体の奥底へと叩きつける。ムギナの助言の通り濃のう度どが薄くなった身体からだの中心部は、受け止めた衝撃に一気に沸ふつ騰とうし、訪おとずれた崩壊により弾けんばかりのエネルギーを生み出した。

　ペムペムの中心で、小さな太陽が生まれ、未み曾ぞ有うのエネルギーが暴れ狂う。

「ぴ、ぴぎぎ？」

　湧わき上がるエネルギーの奔ほん流りゆうに、ペムペムが戸と惑まどいの声を上げる。

　細胞の崩壊によるエネルギー創造の秘技、【覚かく醒せい】が成功したのだ。

　しかし、戸惑いの声を上げたのはペムペムだけではなかった。

「うおおおおお!?」

【契約の絆】で繫がった右腕うでから流れ込むエネルギーに、レインが思わず声を上げる。熱い、まるで生命力そのものを叩きつけられるような高こう揚よう感。身体が、驚おどろくほど軽い。今なら、どこへだって走っていける。

「これ、貴様ら。急げ！」

　そんな念願の【崩身】を発動させたレインとペムペムに、ムギナの厳しい声が飛んだ。

「それは【昇華】とは違うんじゃぞ。【契約の絆】と重ねがけで使っちょるんじゃ。悠ゆう長ちように構え取ったら、あっという間に体力が尽つきる！」

「お、おう。わかった」

「ぴぎぎ！」

　ムギナの忠告に、レインとペムペムが慌あわてて頷く。そして、捕ほ食しよくされる側だった最弱のコンビは、その双眸に驚くほど巨大化したマリンスネイクの巨体を映し、

　そして、かつてないほどの自信に漲みなぎった笑みで微笑んだ。

「負ける気がしねぇな！」

「ぴぎ！」

　スライムとスライムトレーナーが浮うかべるものとは思えない不ふ遜そんな笑みに、マリンスネイクが遊びは終わりと言わんばかりに数十本に増えた舌を振ふり落とす。

　その舌の雨の中をペムペムの青い弾だん丸がんが駆かけ抜ぬけた。

　突つき刺ささる雷を帯びた三本の舌をはるか後方に残し、横殴なぐりの氷の舌を加速にものを言わせて置き去りにする。地面を削けずる舌の猛もう攻こうを楽々と身体を捻ひねってくぐり抜け、ここぞとばかりに打ち込まれた蛇だ尾びの一撃を渾こん身しんの体当たりをもって弾はじき返す。マリンスネイクの身体が大きくグラついた時、ペムペムはすでにその身体を虹にじ色いろの欠片かけらが刺さった腹部へと滑すべり込ませていた。

「ぴぎぃ！」

　圧倒的な速度の差を見せつけたペムペムが、得意げな表情を浮かべて虹色の欠片を引き抜こうと端はしっこを口に咥くわえる。だが、その柔やわらかな唇くちびるが、虹色の欠片に触ふれた刹せつ那な。ペムペムの身体に廻めぐっていたエネルギーが、虹色の欠片へと引き込まれた。

「ぴぎっ!?」

　危機を感じ取ったペムペムが慌てて虹色の欠片から唇を引き剝はがし、再び降り注いできた舌の雨を縫ぬってレインの下もとへと後退する。

「ペムペム！　大だい丈じよう夫ぶか」

「ぴひゅ～」

　腫はれ上がった唇を窄すぼめて、ペムペムが痛そうな表情を浮かべながら首を横に振る。それは、レインたちにとって大きな誤算だった。どうやら、あの虹色の欠片は雷や氷だけでなく、スライムの肉体すら吸収するらしい。

　絶望的な現実に、ガゼットたちの顔に緊きん張ちようが走り、ペムペムが悔くやしそうに唇を歪ゆがめる。

　だが、そんな中、やはりこの男だけは笑って前を向いていた。

「しゃあ、ない。じゃあ、俺が行くか！」

「レイン君!?」

「レイン。さすがにそれはダメだ。危険すぎる！」

　暴挙ともいうべきレインの案に、アリカやガゼットがさすがに声を荒あらげる。しかし、レインの案以外に、有効な手が思いつかないのも事実だった。あらゆるモンスターの技わざに加え肉体すら取り込むというのなら、もはや残された道は人の手で取り除くしかない。

「婿、様……」

　それまで声を上げるのを我が慢まんしていたジナが、堪たまらず不安げな声を零す。

　そんな仲間たちに、それでもレインは笑いかけた。

「大丈夫。今のペムペムの跳はね上がった危機回かい避ひ能力と身体能力を還かん元げんすれば、俺でもなんとかたどり着ける。それに──お前たちがいるじゃんかよ！」

　その言葉に、迷いはなかった。

　そして、彼らの返事を待たず、レインとペムペムは修しゆ羅らの旅路へと駆け出した。

「いくぜ！　ペムペム！」

「ぴぎぃ！」

　魔獣錬磨師モンスタートレーナーが戦場に出てきたことに、マリンスネイクがその双眸を妖あやしく細める。当然だ。確かに高速で跳ね回るスライムは捉とらえることが出来なかったが。相手は人間。恐おそれるものは何もない。

　死を舐なめとる舌の矛ほこが容よう赦しやなく振ふり降ろされる。

　レインは躊躇ためらわずに地面を蹴けった。首筋を撫ぜる悪お寒かんを頼たよりに、右斜ななめ上から振り降ろされた氷の舌を寸前のとこで身を屈かがめてやり過ごす。崩くずれた体勢のまま、レインは前方へと転がった。足に絡からみつこうとしていた雷かみなりの舌が、虚むなしく虚こ空くうを捉える。次の攻こう撃げきは左右から。右の舌の一撃を、ペムペムが分ぶん裂れつ体たいを生み出して弾き飛ばし、左からの一撃を突とつ如じよ出現した氷の壁が受け止める。天から地へ突き落された舌は、レインの頭部を貫つらぬく直前で、飛来した雷の矢に貫かれた。

　──あと、すこ……しっ!?

　懸けん命めいに地を蹴るレインの速度が、眼に見えてガクンと下がる。ペムペムの【崩ほう身しん】が生み出すエネルギーの持続時間は予想よりはるかに短かった。

　ペムペムの体内に生まれた太陽が急激にその光を弱める。その時、すでにペムペムはレインの指示を待たずに飛び出していた。目にも止まらぬ速度で地面を弾き、大だい蛇じやの身体を駆け昇のぼる。その速度のまま、ペムペムは強烈な【体当たり】を、マリンスネイクの顎あごへと叩たたき込んだ。渾身の体当たりに、マリンスネイクの顎が強制的に閉じられる。だが、口から伸のびた無数の舌は、その筋肉にものを言わせて無理やりその顎を押し開いた。

　ペムペムを無視し、単独で走るレインへ向けてマリンスネイクが止とどめとばかりに野太い舌を振り降ろす。

「婿、様ーっ！」
















　ジナが叫ぶ。それは決して悲鳴ではない。レインとペムペムに気を取られていたマリンスネイクの隙すきを突き、戦場を駆け抜けたルルがレインの足の下に滑り込む。

「ルル。思いっきり、こい！」

「きゅぅ～っぴ！」

　渾身の力でルルがレインの足を跳ね上げる。そのまま後方へと離り脱だつしたルルを振り返らず、ガクッと全身の力が抜けるのを感じたレインはその勢いのまま前方へと倒たおれ込んだ。その傍かたわらを強烈な冷気が吹ふき抜ける。氾はん濫らんした川がレオンの放った冷気で一いつ瞬しゆんにして凍こおり付き、レインの身体をマリンスネイクへと届ける。

　残る力の限りを振り絞しぼり、レインが腕を伸ばしてマリンスネイクの身体に突き刺さっていた虹色の欠片を摑つかむ。だが、ようやく届いた手をレインは引き戻もどすことができなかった。

　全身を襲おそう虚きよ脱だつ感。【崩身】と【契けい約やくの絆きずな】の重ね掛がけは、トレーニング馬鹿のレインの体力を根こそぎ奪うばっていた。

　マリンスネイクの双眸が不敵に細まり、捩ねじった舌をレインに目掛けて振り落とす。

　その眼下を、すでにすべての力を使い切ったはずの青い弾丸が駆け抜けた。

「ぴぎぃいいいいい！」

　体力の全すべてを使い果たしながら、落下の反動でレインへ向けてその身を撃うち出したペムペムが声を張り上げる。

「来い！　ペムペム！」

　耳を貫くその声に、レインは残りの体力の全てを虹色の欠片を摑む手に注ぎ込んだ。

　蒼あおい弾丸が、レインの腕を跳ね上げる。

　その掌には、虹色に輝く欠片が確かに握にぎられていた。

「取っっったぁあああああああああああああああああああ！」

「ぴぎぃいいいいいいいいいいいいいいい！」

　レインとペムペムが勝利の咆ほう哮こうを張り上げる。

　その次の瞬間、大蛇の身体が目を焼く様な眩まばゆい虹色の光に包まれた。







　　　エピローグ




　マリンスネイクとの激げき闘とうから一時間後。

　怪け我がを手当てするためにムギナの家に戻ってきたレインは、その頭にペムペムを乗せながら、水すい槽そうの中で揺ゆらめく白いヘビを不思議そうに眺ながめていた。

「……なぁ。これが本当に、あのマリンスネイクなのか？　やっぱり、間ま違ちがえて別のヘビを拾ってきたんじゃないのか？」

「ぴ～ぎぃ～？」

　レインの感想に、頭に乗っていたペムペムが同意を示すようにその身体を傾かたむける。

　そんな、人一倍動いているくせに驚くほど回復の早いスライムコンビに、疲つかれ果てて寝ね息いきを立てるピックを掌てのひらの上で休ませるガゼットは、嘆たん息そくを吐つきながら首を横に振った。

「そう思うなら、もう一回川に行って探して来たら？　別に、海まで行くって言っても止めやしないよ」

「だよな～……」

　戦いのときの頼たのもしさが噓うそのように素っ気ない態度を取るガゼットに、レインが気を悪くした様子もなく頷うなずく。それでもやはり、レインは水槽をゆっくりと泳ぐこの小さなマリンスネイクが、村を壊かい滅めつさせる寸前だった大だい蛇じやと同じ個体だとは思えなかった。

　再び首を傾かしげるレインに、ソファーに腰こし掛かけていたアリカが膝ひざにもたれ掛かるレオンの頭を優やさしく撫ぜながら小さく頷く。

「本当に不思議だね。やっぱり、その欠片が何か関係しているのかな？」

「まぁ、そう考えるのが普ふ通つうだろうね」

　アリカの意見に、机の上に置かれた虹色の欠片を眺めるガゼットが静かに頷く。レインも一度マリンスネイクから視線を切ると、不思議な輝かがやきを放つ欠片に、その視線を移した。確かに、この欠片を引き抜いてマリンスネイクの変へん貌ぼうが解けたのならば、欠片が暴走の元げん凶きようと見てまず間違いはない。

　それにしても、この欠片は一体なんなのだろうか。分かっていることと言えば、いきなり空から降ってきたということぐらいだ。

　欠片を見み詰つめるレインたちが、同時にその首を捻る。

　その時、リビングの奥にある扉とびらが開き、ニコルとジナが部屋に入ってきた。

「ジナ。服、直ったのか」

「うん。さすがニコばぁ。完かん璧ぺきに、元通り」

　制服に着替えたジナが、丁てい寧ねいに畳たたまれた戦闘衣装を満足そうに抱き締める。ジナは、一通りの傷の手当てが終わった後、すぐにニコルに浜辺で焼き切られた肩部分の修しゆう繕ぜんを頼たのんだのだ。自分でも直すことはできるのだろうが、そこはやはり家族であるニコルに直してもらうのが嬉うれしいのだろう。普段は表情の少ない顔が綻ほころんでいる様を見れば、尋たずねるまでもなくよくわかる。

　いや、心なしか、ジナの顔はいつもよりも嬉しそうだった。

　そう、まるで長い間胸につかえていたしこりが落ちたような……

　そんなジナの些さ細さいな変化に口元を緩ゆるめたレインの後ろで、チリンチリーンと涼すずやかな音が鳴り響ひびいた。来客を告げる鈴の音に、返事をしたニコルが玄げん関かんに向かう。

「お。じいさんが帰ってきたのかな？」

　レインが踵きびすを返し、玄関の方を振り返る。ムギナはあの後すぐ、ラードゥ、ダルスと共に村人へと説明に向かっていたのだが、そろそろ一区切りついて帰ってきてもいい頃ころだ。

「おお～い。かえったぞぉ～」

　やはり、玄関の鈴はムギナが帰ってきた音だった。

　だが、リビングに姿を現したムギナの後ろには、ラードゥとダルスの姿もあった。

「──っ」

　ジナの顔に緊きん張ちようが走り、きゅっとその唇くちびるを引き結ぶ。

　ダルスは、無言のままジナの前へと歩み寄ると、はっきりとした口調で言い切った。

「俺は……俺は謝らないからな！」

「……え？」

　言っている意味が分からず、ジナが思わず声を零こぼす。

　ダルスは苛いら立だたしそうに舌を打つと、ジナが口を挟はさむ間もなく口早に言葉を吐はき出した。

「俺は何も間違ってはいない！　恥はずべきことは何一つしていない！　俺にはこの村を守る義務がある。だから、ありもしない幻げん想そうを掲かかげて村を出て行った奴やつのことなんて認めないし、そんな奴は大っ嫌きらいだ。だから──」

　ビシッと、ダルスがジナを指差し、そして叫さけぶ。

「俺を謝らせたかったら、お前が見つけた新しい解決策を持ってきて見せろ！」

　ふぅふぅと、鼻息荒あらく言い切ったダルスは、そのままジナの返事も聞かずに脱だつ兎とのごとく玄関へ向けて走り出した。途と中ちゆう、足がもつれたのか転んで大きな音を立てたが、本当にそれっきりだ。

「その～、まぁ。なんだ。要は、悪かったと言いたかったらしい」

　キョトンとした表情を浮うかべるジナに、ラードゥが困ったように後ろ髪がみをかき上げながらダルスの言葉を要約する。

　ダルスの消えていった玄関を見詰めていたジナが、きょとんとした表情を浮かべて小さく首を捻ひねる。

　その数秒後、

「…………っぷ。ぷははははは。あははははは」

　リビングに零れ落ちたその声に、その場にいた誰だれもが言葉を失った。

「あははははは、あはは、ははははは」

　小さく肩を震ふるわせたジナが、声を上げて笑い始めたのだ。いつもは眠ねむたげな瞼まぶたを嬉しそうに細め、お腹を抱かかえて身を捩り、ルルをその頭に乗せたまま、ジナが終わらない笑い声を零し続ける。

　その幸せそうな顔に、その場にいた誰もが目を奪うばわれた。

　ニコリと微笑ほほえむことはあった、嬉しそうに頷くこともあった。

　でも、レインが今までジナと出会って、これほどまでに幸せそうに笑った姿を見たのは初めてだった。いや、それはもしかしたらムギナやニコルにすら見せたことがなかった笑顔なのかも知れない。その証しよう拠こに、笑いの発作を抑おさえきれない娘むすめを見守る二人の目元には、喜びの涙なみだが滲にじみ出ていた。

　全員の視線を虜とりこにしていたジナが、唐とう突とつに笑いを収める。そして、くるりと身を翻ひるがえすと、その両手を一いつ杯ぱいに広げ、ジナの笑顔に見み惚とれていたレインへと跳とび付いてきた。

「うおっ!?　ジ、ジナ!?　どうしたんだよ、いきな──」

「婿むこ様！　婿、様！　大、大、大──、大好きっ！」

「わ、わわわ、わかった。わかったから、一回落ち着けよ、ジナ」

「大好、き。大好、き。大っ、好き！」

　戸と惑まどいながらも何とか落ち着けようとするレインに構わず、ジナが満面の笑みを湛たたえながら何度も何度も「大好き」と連呼する。

　その姿に、辺りに鋭するどい殺気が走った。

「コラッ、放せ。ラードゥ。やはりヤツは捨て置けん。今この場で、スライムの餌えさにしてくれる！」

「落ち着け、先代。いいじゃないか！　【崩ほう身しん】が使える逸いつ材ざいだぞ。ジナの婿として、申し分ないだろう」

「ふん！　あんな技わざ、日々稽けい古こを怠おこたらなければ誰でも会え得とくできる技じゃろうが！　村の若造どもは鍛きたえ方がたらんのじゃ！　お前を含ふくめての！」

「無茶を言わんでくれ。あの技を扱あつかう体力をスライムが手に入れるのに、どれだけ時間と鍛たん錬れんが必要か。今ではもう、村の皆みなも迷信と呼んでいるくらいなんだぞ」

　暴れ狂うムギナを、ラードゥが必死に説得しながら押し止とどめる。だが、殺気だったのはムギナだけではなかった。

「ジナちゃん、そろそろいいよね。っね！」

「レイン。そろそろジナさんから離はなれようか。死にたくなければ、ね」

「ちょっ!?　アリカ、ガゼット。なんでそんな怖こわい顔してんだよ!?」

　ゆらりと立ち上がったアリカとガゼットに、なかなか離れてくれないジナに手こずっていたレインが震え上がる。ゆっくりと歩み寄ってくる二人からは、あのマリンスネイクと対たい峙じしていた時以上の気き迫はくが迸ほとばしっていた。

　身の危険を感じたレインが本気でジナを押し返す。

「ほら、ジナももうそんな無茶すんなよ。村の奴らと仲直りできたんだし。無理やり俺に執しゆう着ちやくする必要なんてないんだぞ」

「無茶なんかしてな、い。無理やりなんかじゃ、ない」

「噓うそつくなよ。結局あの夜、最後は俺の手を弾はじいただろ。そういうことなんだろ！」

　スライム島に来た日の夜、ジナは最後にレインを拒きよ絶ぜつした。それはやはり、ジナが無理をしてレインに求きゆう婚こんしていたからなのだろう。冗じよう談だんではなく無理をしていた。それがここ数日ジナを見守っていたレインの出した結論だった。
















「それは……う、うぅ～……」

　その時の事を思い出したのか、ジナが困こん惑わくするように首を捻る。

　ようやく勢いを収めたジナに、レインがふぅっと息を付く。

　だが、それは束の間の安息だった。

「あの夜とは……どの夜じゃ？」

「レイン君。どういうこと、かな？」

「レイン。ちょっと島の裏っかわに行こうか？」

　ゆらりと、幽ゆう鬼きのごとき笑みを浮かべたムギナ、アリカ、ガゼットの三人が、ゆっくりとレインへ歩み寄る。

　三人の眼は、完全に据すわっていた。

「おおおぉぉ!?　ちょ、ちょ、皆みんな。落ち着け、落ち着けよ。ペムペム、助けてくれ！」

　いつの間にか頭の上からいなくなっていた相棒の姿を探し、レインが部屋の中へ視線を走らせる。ペムペムはすぐに見つかった。だが、少しばかり様子がおかしい。

「ぴぎ？　ぴぎ？　ぴぎぎ？」

　そわそわと、まるで何か嫌いやな気配でもするかのように、ペムペムが眉まゆを寄せながら忙せわしなく身を捩よじる。

　その姿に、レインが怪け訝げんな表情を浮かべた、その時。

「ぴぎぎぎぎぎぎぎぎ!?」

「んな!?」

　突とつ如じよ、ペムペムの身体からだの表面が歪ゆがみ、そこから漆しつ黒こくの太い腕うでが飛び出して来た。異様な光景に、部屋の中がしんと静まり返る。その静せい寂じやくを引き裂さくように、腕の持ち主である悪あく魔ま、ジャンブルウが空間の歪みから幾いく重えにも鎖くさりを巻き付けた身体を引きずり出す。

　アリカが思わず悲鳴を上げる。それは、ジャンブルウに恐きよう怖ふしたからではない。

　突如、空間を割って現れたジャンブルウは、思わず目を逸そらしてしまうほど凄せい惨さんな姿になっていた。身体の至る所に傷を負い、闇やみを具現化したかのような翼つばさが無残に引き裂かれている。

　ようやく、全身を空間の歪みから引きずり出したジャンブルウが、荒い息を吐き、満まん身しん創そう痍いながらも未いまだ力を秘ひめた双そう眸ぼうを持ち上げる。

　そして、その双眸にレインの姿を映した途と端たん、ジャンブルウは悪魔の矜きよう持じも何もかも殴なぐり捨てて、レインに向かって懇こん願がんした。

「頼む！　吾わが輩はいのロードを！　ミストリアを助けてやってくれ！」

　傷だらけの悪魔の腕の中には、ぐったりとしたミストリアがそっと抱だき締しめられていた。

「お、おい。大だい丈じよう夫ぶか？　どうしたんだよ、いったい!?」

　レインたちが慌あわてて傍そばへと駆かけ寄る。

　その声に、ミストリアはわずかに瞼まぶたを持ち上げると、消え入りそうな声で呟つぶやいた。

「レ……イン……君。たい……へ……ん。討とう伐ばつ隊が……壊かい滅めつ……して……。エル……ニアさん……が、敵……に……ぃ……」

　最後の気力を振ふり絞しぼって声を吐き出したミストリアは、そのままジャンブルウの腕の中で気を失った。







　　　あとがき




『猫ねこ』

　表紙裏のプロフィールでも書きましたが、我が家には猫がいます。我が家の三代目猫さんは実に賢かしこい。お腹なかが減ると人の部屋の扉とびらを開けてまでご飯を要求してきます。

　はて？　その食い意地、誰だれかに似ているような……。──ああ、あのコンビか（笑）。

　熱血主人公ズとマイペース娘むすめのスライム島改革伝。

『できそこないの魔獣錬磨師モンスタートレーナー４』でした。




　今回はいつも以上にジナが積極的でしたね。いやはや、作者ですら真意が読めないジナは予想の遥はるか彼方かなたを突つっ走るので大変です。……まさか、あんな事までしちゃうとは。

　その点、レインとペムペムは本当に書きやすいんです。単たん細さい胞ぼうコンビ万歳。

　話は全然変わりますが、読者の皆みなさんはどのタイミングであとがきを読みますか？　本編に入る前にネタバレ覚かく悟ご？　それとも、しっかり本編を読み切ってから読むタイプ？　ちなみに、作者は本編の途と中ちゆうであとがきを読むことが多いです。なんでしょう、濃こい内容の話を読んでいるときのリラックスタイムというか、いつの頃ころからかこの読み方が定着しています。──はい、そこで「ああ、あとがきで書くネタがなくなったんだな」と思ったあなた。鋭するどいです。その通り。１ぴぎぃポイント差し上げます。

　そんな冗じよう談だんはさておき、真ま面じ目めに謝辞に入らせていただきます。

　ジナの某ぼうシーンにて大激論を交わした担当のＳ様（僕たちの戦いはまだまだ終わりません。覚悟してください）。魅み力りよく的なキャラデザ＆驚きよう異い的なイラストを描えがき上げてくださった狐こ印いん様（カバーイラストはラフの段階で戦せん慄りつしました）。誤字脱だつ字じはもちろん、キャラクターの機き微びにまで気を遣つかってくださる校正様（初しよ稿こうを上げる前の推すい敲こうが未熟ですみません）。癒いやしとインスピレーションを与あたえてくれるＳ雪様（スランプの時の憩いこいの場です。ホントに）。女性陣じんの水着のアドバイスをくれたＮ川氏（次も頼たよりにしているぞ！）。本編だけでなくモンスターコンテストにもお付き合いくださった読者の皆みな々みな様さま（斬ざん新しんすぎるアイデアの数々にいろんなストーリーが頭の中を駆かけ巡めぐりました）。

　皆さん、今回も作者を支えてくださって本当にありがとうございました！

　引き続き、熱血ヘタレ単細胞主人公のレインと熱血食いしん坊ぼうスライムのペムペム、彼らを支える熱い仲間たちをよろしくお願い致いたします。


二〇一六年一月　見み波なみタクミ
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